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　　　　　　　　　　　　　　　注１

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

（改正後大学設置基準適用）

学校法人日本大学　　　　

令和７年５月１日現在 

　作成担当者

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和７年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　該当番号を記載してください。

注３

注2

注４
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（　ハヤシ　マリコ　）

林　真理子

（令和4年7月）

（ サカイ　タケオ ） （ オオヌキ　シンイチロウ ）

酒井　健夫 大貫　進一郎

（令和4年7月） （令和6年4月）

（　マルヤマ　ソウイチ　） （　セキ　タイイチロウ　）

丸山　総一 関　泰一郎

（令和3年12月） （令和6年4月）

（　ハカマタ　ワタル　）

袴田　航

（令和5年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を
　　　（　）書きで記入してください。
　　　（例）令和６年度に報告する内容　→（６）

令和７年度に報告する内容　→（７）
・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を記入してください。
・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。
・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人日本大学

（２） 大　学　名

日本大学

（３） 調査対象大学等の位置

〒２５２－０８８０

神奈川県藤沢市亀井野１８６６

　　（〒１０２－８２７５

東京都千代田区九段南四丁目８番２４号）

(注)・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。
・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

職　　名

理 事 長

学　　長
令和６年４月１日付け
学長就任による（６）

令和６年４月１日付け
学部長就任による
（６）
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　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　

生物資源科学部

バイオサイエンス学科 人

学士（生物資源学） 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － － － 994 － 651 － 790 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( － ) ( － ) ( 1 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 23 ] [ － ] [ 23 ] [ － ] [ 23 ] [ － ]

－ － － － － － 922 － 591 － 732 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( － ) ( － ) ( 1 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 21 ] [ － ] [18] [ － ] [ 20 ] [ － ]

－ － － － － － 416 － 413 － 364 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( － ) ( － ) ( 1 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 8 ] [ － ] [11] [ － ] [ 6 ] [ － ]

－ － － － － － 215 － 224 － 224 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) ( － ) ( － ) ( 1 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 9 ] [ － ] [ 5 ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告書を提出する大学等は、報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。
　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。
　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、

840

編入学定員 収容定員

－

【基礎となる学部等】
　生物資源科学部生命化学科2年次

0

3年次

0

4年次

o

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

(注)・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
　　　　別ファイルにて提出してください。
　　　・　様式は、令和２年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和７年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

学生募集の停
止について

備　考

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程
　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。
　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

令和２年度

修業年限 入学定員

農学関係

4 210

(注)・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１）又は（その２の２））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。
　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選
　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1.03　倍  － 　　倍

2年次編入
学（６）210

(　－　)

[　－　]

春季入学以外の
学期区分につい

て

収容定員
充 足 率

収容定員
充 足 率
（控除後）

備　　考

－

春季入学以外
の入学時期と
入学定員内訳

－ 210

(　－ 　) (　－　) (　－　)

[ 　－　 ] [　－　] [　－　]

210
Ａ　 入学定員

(　－ 　)

[ 　－　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

－ －

－ －

(　－ 　)

[ 　－　 ]

1.06

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。
　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、
　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　転入学生は記入しないでください。
　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）
　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。
　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

1.06－ 1.02

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。
　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、
　　　　下欄に、入学時期と入学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和８年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。
　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて

　　　　「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と一致しますので、留意して計算してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － 215 － 231 － 234 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　6  ] [　－　] [ 9 ] [ － ] [ 5 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （ － ） （ － ） (　7　) (　－　) (　10　) (　－　)

－ － － － － － 205 － 228 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 5 ] [ － ] [ 9 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　-　) (　－　) (　12　) (　－　)

－ － － － － － 191 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 5 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （　　） (　－　)

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。
　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）
　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。
　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和３年度 令和４年度

１年次

２年次

令和５年度 令和６年度 令和７年度

備　　　　　考

2年次編入者1名（令和6年度）

653

[ 19 ]

３年次

４年次

計 [　 － 　]

（ 22 ）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度

－ － 215 436

[　 － 　] [　 － 　] [　 6　 ] [　14　 ]

（　　－　　） （　 7　 ）

－

（　 －　 ） （　 －　 ） （　 －　 ）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和２年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 1 人 0 人 学生個人の心身に関する事情（1人）

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 3 人 1 人
他の教育機関への転学（2名）,［他の教育機関への転学（1
名）］

令和６年度 0 人 0 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 1 人 0 人 他の教育機関への転学（1名）

令和６年度 2 人 0 人 他の教育機関への転学（1名）,修学意欲の低下（1名）

令和７年度 0 人 0 人

7 人 7 人 1 人

(注)・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生、転科生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「修学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・修学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） -
令和４年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 1
令和５年度の在学者数（a+b） 216

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 3
令和６年度の在学者数（a+b） 439

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 3
令和７年度の在学者数（a+b） 656

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人 3653 人

％

= ％= -

％

= ％= 0.46

％

= ％= 0.45

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）

= = 0.68

= = -

= = -

令和７年度

合　　計

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

入学した年度

- 人

人

退学者数

うち留学生数

令和２年度

令和３年度 - 人 -

令和４年度 - 人

令和５年度 215 人 1 人

令和６年度 436 人 3 人
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【令和７年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2 1 1前 2 14

　 2 　 　 　 　 　 　 1 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 12

0 4 0 0 0 0 0 0 1 - 0 4 0 0 0 0 0 0 23

1 17 1前 1 25

1 17 1後 1 25

1 18 1前 1 24

1 18 1後 1 24

1 20 2前 1 26

1 20 2後 1 26

1 7 2前 1 14

1 7 2後 1 14

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 1 1･2･3･4前 1 1

1 1 1･2･3･4後 1 1

1 1 1･2･3･4前 1 1

1 1 1･2･3･4後 1 1

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 2 1･2･3･4後 1 2

1 1 1･2･3･4前 1 2

1 1 1･2･3･4後 1 2

1 1 1･2･3･4前 1 1

1 1 1･2･3･4後 1 1

1 1 1･2･3･4前 1 2

1 1 1･2･3･4後 1 2

1 1 1･2･3･4前 1 2

1 1 1･2･3･4後 1 2

1 1 1･2･3･4前 1 1

1 1 1･2･3･4前 1 1

8 30 0 0 0 0 0 0 44 - 8 30 0 0 0 0 0 0 60

2 3 1･2･3･4前･後 2 3

2 3 1･2･3･4前･後 2 3

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 2 1･2･3･4前 2 2

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 2 1･2･3･4前 2 2

2 1 1･2･3･4後 2 1

全学共通
教育科目

1前

小計（38科目） －

日本を考える

小計（2科目）

教
養
教
育
科
目

英語ⅡＢ 1後

英語ⅢＡ 2前

英語ⅢＢ 2後

言
語
系
科
目

英語ⅠＡ

自主創造の基礎 1前

1･2･3･4後

初級フランス語会話Ａ 1･2･3･4前

初級フランス語会話Ｂ 1･2･3･4後

初級スペイン語文法Ａ 1･2･3･4前

初級スペイン語文法Ｂ 1･2･3･4後

初級スペイン語会話Ａ 1･2･3･4前

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4前

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

初級ドイツ語会話Ａ 1･2･3･4前

初級ドイツ語会話Ｂ 1･2･3･4後

中級ドイツ語講読Ａ 1･2･3･4前

中級ドイツ語講読Ｂ 1･2･3･4後

検定ドイツ語Ａ 1･2･3･4前

検定ドイツ語Ｂ 1･2･3･4後

初級フランス語文法Ａ 1･2･3･4前

初級フランス語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ｂ 1･2･3･4後

初級中国語文法Ａ 1･2･3･4前

初級中国語文法Ｂ 1･2･3･4後

初級中国語会話Ａ 1･2･3･4前

初級中国語会話Ｂ

1･2･3･4後

個性の心理学 1･2･3･4後

文化人類学入門

環境の文化人類学

1･2･3･4前

1･2･3･4後

比較文化論

比較芸術論

1･2･3･4前

1･2･3･4後

法学入門

日本国憲法

言
語
系
科
目

人
文
・
社
会
系
科
目

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

地理学入門

歴史学入門

心理学入門

行動心理学

社会学入門

政治学入門

政治と現代社会

経済学入門

経済と現代社会

日本語表現の基礎

日本の文学

哲学入門

人
文
・
社
会
系
科
目

哲学の現在

倫理学入門

倫理学の現在

1･2･3･4前

1･2･3･4後

全学共通
教育科目

自主創造の基礎

1後 日本を考える

－ 小計（2科目）

２　授業科目の概要

＜生物資源科学部　バイオサイエンス学科＞

（１）－① 授業科目表

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置
基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く

）

授業科目の名称

【認可時又は届出時】

科目
区分

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ 1後 英語ⅠＢ

英語ⅡＡ 1前 英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅣＡ

初級ドイツ語講読Ａ 1･2･3･4前

初級ドイツ語講読Ｂ 1･2･3･4後

英語ⅣＡ 2前

英語ⅣＢ 2後

初級ドイツ語文法Ａ 1･2･3･4前

初級ドイツ語文法Ｂ 1･2･3･4後

教
養
教
育
科
目

1･2･3･4前･後

社会学の現在 1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

中級中国語文法 1･2･3･4前

中級中国語会話 1･2･3･4後

初級韓国語文法Ａ 1･2･3･4前

初級韓国語文法Ｂ 1･2･3･4後

初級韓国語会話Ａ 1･2･3･4前

初級韓国語会話Ｂ 1･2･3･4後

日本語Ⅰ 1･2･3･4前

日本語Ⅱ 1･2･3･4前

英語ⅣＢ

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

初級ドイツ語講読Ｂ

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ

中級ドイツ語講読Ａ

中級ドイツ語講読Ｂ

検定ドイツ語Ａ

検定ドイツ語Ｂ

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ

初級スペイン語会話Ｂ

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

初級中国語会話Ａ

初級中国語会話Ｂ

中級中国語文法

中級中国語会話

初級韓国語文法Ａ

初級韓国語文法Ｂ

初級韓国語会話Ａ

初級韓国語会話Ｂ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

小計（38科目）

日本語表現の基礎

日本の文学

哲学入門

哲学の現在

倫理学入門

倫理学の現在

心理学入門

行動心理学

個性の心理学

文化人類学入門

環境の文化人類学

比較文化論

比較芸術論

法学入門

日本国憲法

社会学入門

政治学入門

政治と現代社会

経済学入門

経済と現代社会

地理学入門

歴史学入門

社会学の現在
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2 1 1･2･3･4前･後 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

0 54 0 0 0 0 0 0 16 - 0 54 0 0 0 0 0 0 16

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2 2 1･2･3･4前 2 2

2 2 1･2･3･4後 2 2

2 5 1･2･3･4前･後 2 6

2 1 4 1･2･3･4前 2 1 0 5

2 2 1･2･3･4前 2 1

2 4 1･2･3･4前･後 2 3

2 2 1･2･3･4後 2 2

2 4 1･2･3･4前･後 2 3

2 4 1･2･3･4前･後 2 3

1 1 1･2･3･4後 1 1

2 1 4 1･2･3･4後 2 2 0 6

2 3 1･2･3･4後 2 4

2 2 1･2･3･4後 2 1

4 21 0 0 0 2 0 0 19 － 4 21 0 2 0 0 0 0 21

1 9 1前 1 7

1 9 1･2･3･4後 1 7

1 2 1･2･3･4前 1 2

1 1 1･2･3･4後 1 2

2 4 1･2･3･4前･後 2 3

1 5 0 0 0 0 0 0 9 － 1 5 0 0 0 0 0 0 7

2 3 1･2･3･4前･後 2 2

1･2･3･4前 2 9

2 4 1･2･3･4前･後 2 3

2 1 1･2･3･4前 2 1

2 1 1･2･3･4後 2 1

2 4 1･2･3･4前･後 2 4

2 1 1･2･3･4前・後 2 1

1 1 1･2･3･4前 1 1

2 11 0 0 0 0 0 0 12 － 2 13 0 0 0 0 0 0 19

1 1 1･2･3･4前･後 1 1

0 1 0 0 0 0 0 0 1 － 0 1 0 0 0 0 0 0 1

2 8 10 4 1 1前 〇 2 10 10 3 1

2 10 4 1 1後 〇 2 1 10 3 1

1 3 2前 1 4 2 1

1 8 10 4 2 2後 1 9 10 3 1 1

1 10 4 2 3前 1 1 10 3 1

1 8 10 4 2 3後 1 10 10 3 1

1 8 10 4 2 3前 1 10 10 3 1

1 8 10 4 2 3後 1 10 10 3 1

1 8 10 4 2 4前 1 9 10 3 1

1 8 10 4 2 4後 1 9 10 3 1

4 8 0 8 10 4 2 0 0 － 4 8 0 10 10 3 1 0 1

2 1 2 1前 〇 2 2 1

2 1 2 1前 〇 2 1 2

2 1 2 1前 〇 2 1 1 1

2 8 1後 〇 2 9 6

2 1 1 1 1後 〇 2 1 1 1

2 1 2 1後 〇 2 1 1 1

2 2 1 1後 〇 2 2 0 1

2 1 2前 〇 2 1

2 1 2前 2 1

2 2 2後 2 2

2 1 2後 2 1

2 2 1 3前 〇 2 3 1 1

2 2 1 3前 〇 2 1 0 1 1

2 1 3 3 1 1 3前 〇 2 1 1 1 0 0

2 1 1 3前 2 1 1

2 1 3後 2 1 1 0

2 1 3前 2 1

2 1 3後 2 1

2 1 3後 2 1

16 22 0 8 9 4 1 0 9 － 16 22 0 10 7 2 1 0 9

2 1 1 2前 〇 2 1 1

2 1 1 2後 〇 2 1 1

2 1 1 2前 〇 2 2 0

2 1 2後 〇 2 1 1

1･2･3･4後

1･2･3･4後

地理学の現在

小計（27科目）

科目
区分

推計学入門

2後

3前

1･2･3･4前

－

1･2･3･4前･後

－

1前

1後

2前

－

1前

1前

1前

科目
区分

授業科目の名称

1･2･3･4後

－

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1後

2前

1･2･3･4前

1･2･3･4前

1･2･3･4前･後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

－

1前・後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

3後

3後

2前

2後

2後

基礎生物学

基礎地球科学

統計学入門

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
系
科
目

総
合
系
科
目

基礎専門
科目

専
門
基
礎
領
域

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
P
B
L
科
目

専
門
共
通
コ
ア
科
目

専

教
養
教
育
科
目

自
然
系
科
目

専
門
教
育
科
目

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

3後

3前

3後

4前

4後

3後

3後

－

2前

2後

2前

2後

3前

3前

3前

3前

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前･後

－

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1後

1後

1後

解析学

線形代数

物理学演習

総合生物学

総合化学

総合地球科学

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ実技Ⅳ

スポーツ科学

小計（5科目）

小計（13科目）

データサイエンスの基礎

有機化学

分子生物学

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅠ

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅡ

小計（10科目）

細胞生物学

AIと生命情報科学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス概論

微生物学

生物の有機化学

ゲノム生物学

生命とバイオの倫理

分析化学

生体分子の構造解析

小計（19科目）

栄養科学

バイオサイエンス解析法Ⅱ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオインフォマティクス

分子間相互作用学

生物統計解析学

革新的バイオ産業の創出

食品衛生学

分子栄養学

タンパク質と酵素の科学

ケミカルバイオロジー

自
然
系
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
系
科
目

総
合
系
科
目

基礎専門
科目

専
門
基
礎
領
域

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
P
B
L
科
目

専
門
共
通
コ
ア
科
目

専

教
養
教
育
科
目

情報科学

科学史

科学技術と社会

地球環境を考える

生命倫理

ボランティア論

物理学入門

基礎力学

基礎化学

小計（7科目）

海外フィールド実習

小計（1科目）

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

専
門
教
育
科
目

現代社会と福祉 1･2･3･4前･後

世界の歴史

日本の歴史

現代社会と福祉

単位数 基幹教員等の配置
基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く

）

世界の歴史

日本の歴史

地理学の現在

小計（27科目）

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

物理学入門

基礎力学

基礎化学

基礎生物学

基礎地球科学

統計学入門

推計学入門

解析学

線形代数

物理学演習

総合生物学

総合化学

総合地球科学

小計（13科目）

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ実技Ⅳ

スポーツ科学

小計（5科目）

データサイエンスの基礎

データサイエンスの世界

情報科学

科学史

科学技術と社会

地球環境を考える

生命倫理

ボランティア論

小計（8科目）

海外フィールド実習

小計（1科目）

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅠ

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅡ

小計（10科目）

細胞生物学

有機化学

分子生物学

バイオサイエンス概論

微生物学

生物の有機化学

ゲノム生物学

生命とバイオの倫理

分析化学

生体分子の構造解析

AIと生命情報科学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオインフォマティクス

分子間相互作用学

生物統計解析学

革新的バイオ産業の創出

食品衛生学

小計（19科目）

栄養科学

分子栄養学

タンパク質と酵素の科学

ケミカルバイオロジー
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2 1 1 2前 〇 2 0 1 0

2 1 1 2前 〇 2 1 1

2 1 1 2後 〇 2 1 1

2 1 3前 〇 2 1 1

3 8 10 4 2 4前 〇 3 9 10 3 1

3 8 10 4 2 4後 〇 3 9 10 3 1

22 0 0 8 10 4 2 0 2 － 22 0 0 9 10 3 1 0 2

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 1 3 1 2前 〇 1 1 5 1 1

1 3 2 1 2前 〇 1 6 2 1

1 4 5 3 1 2前 〇 1 3 3 1 0

1 1 3 1 2後 〇 1 1 5 1 1

1 3 2 1 2後 〇 1 6 2 1

1 4 5 3 1 2後 〇 1 3 3 1 0

1 1 3 1 3前 〇 1 1 5 1 1

1 3 2 1 3前 〇 1 6 3 1

1 4 5 3 1 3前 〇 1 3 3 1 0

0 9 0 8 10 4 2 0 0 － 0 9 0 10 10 3 1 0 0

2 2 2前 2 2 1

2 1 2前 2 1 1

2 1 1 2後 2 1 1 1

2 1 2後 2 2

2 1 3前 2 1

2 1 3前 2 1

2 2 3後 2 2

2 1 3後 2 2

2 1 3後 2 1 1 1

0 18 0 1 2 0 0 0 5 － 0 18 0 1 4 1 1 0 7

2 1 2前 2 1 1 1

2 1 2前 2 1

2 1 2後 2 1

2 1 1 2後 2 1 1

2 2 1 2後 2 2 0

2 1 3後 2 1

2 1 1 3前 2 1 4

2 1 3前 2 1

2 1 3後 2 1

2 1 3後 2 1 1 2

0 20 0 4 3 1 0 0 2 － 0 20 0 5 3 1 0 0 6

2 1 2前 2 1

2 1 2後 2 1 0

2 1 2後 2 1

2 1 1 3前 2 1 1 0

2 1 1 3前 2 2 0

2 1 3前 2 1

2 1 1 3前 2 1 1 0

2 1 1 3前 2 1 1

2 1 3前 2 1

2 2 1 3後 2 1 2 0

2 1 3後 2 0 1

2 1 3後 2 1

0 24 0 5 4 3 0 0 1 － 0 24 0 6 5 1 0 0 2

2 1 6 1前 2 1 6

2 1 1後 2 1

2 1 2前 2 1

2 1 2前 2 1

2 1 2後 2 1

2 1 2前 2 1

2 1 2後 2 1

2 1 2後 2 1

4 1 3通 4 1

2 2 3後 2 3

2 1 3前 2 2

2 1 3前 2 1

2 1 3後 2 1

2 1 3後 2 1

0 30 0 0 1 0 0 0 14 － 0 30 0 0 1 0 0 0 14

57 257 0 8 10 4 2 0 115 - 57 259 0 10 10 3 1 0 154

兼
任
・
兼
担

科目
区分

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

2前

専
門
科
目

専
門
基
礎
領
域

実
験
系
科
目

専
門
応
用
領
域

栄
養
・
健
康
科
学
系
科
目

発
酵
・
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

系
科
目

微
生
物
・
植
物
系
科
目

広
域
基
礎
科
目

2後

3前

2前

4前

4後

－

4前

4後

4後

－

卒業要件及び履修方法

3前

3前

3後

3後

3後

－

2前

2前

2後

2後

2後

3前

3前

3前

3後

3後

3後

－

1前

1前

1後

2前

2前

2前

2前

2後

2後

2後

3前

3前

3前

－

2前

2前

2後

2後

3後

－

2前

2後

2後

3前

3前

3前

3前

3前

3前

3前

2後

2前

2後

2後

3通

3後

4前

－

栄養と健康科学

人体と生命の科学

食と健康科学

代謝生化学

アレルギーの科学

インダストリーと栄養

小計（9科目）

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

ＤＮＡテクノロジー

植物の細胞生理

微生物生理学

病態生化学

専
門
科
目

科目
区分

専
門
基
礎
領
域

実
験
系
科
目

栄
養
・
健
康
科
学
系
科
目

生理活性物質の科学

バイオマス発酵学

創薬科学

天然物化学

サスティナブルイノ
ベーション

医薬と香粧品化学

発
酵
・
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

系
科
目

バイオマスを知る

分子創生の科学

小計（10科目）

オミクス解析学

エピジェネティクス
とゲノム編集

植物免疫学

植物のシグナル伝達

スマートセルインダストリー

植物の機能と制御

発酵科学

植物細胞分子生物学

微生物機能利用学

小計（12科目）

地学概論Ⅱ

地学実験

化学概論Ⅰ

化学概論Ⅱ

生物学実験

職業指導

化学実験

物理学実験

地学概論Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅲ

微生物と植物実験Ⅲ

小計（10科目）

授業科目の名称

栄養と健康科学実験Ⅰ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅰ

小計（9科目）

サプリメントと薬理学

スポーツと健康科学

栄養と健康科学実験Ⅱ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅱ

栄養機能学

専
門
教
育
科
目

専
門
応
用
領
域

広
域
基
礎
科
目

インダストリーと微生物

植物と微生物の相互作用

生物資源科学概論

生物学概論Ⅰ

生物学概論Ⅱ

物理学概論Ⅰ

物理学概論Ⅱ

小計（14科目）

合計（186科目）

バイオマスを活かす

微
生
物
・
植
物
系
科
目

微生物遺伝学

遺伝子とゲノムの情報学

ＤＮＡテクノロジー

植物の細胞生理

微生物生理学

病態生化学

基幹教員等の配置
基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く

）

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

小計（10科目）

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数

栄養と健康科学実験Ⅰ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅲ

インダストリーと微生物

植物と微生物の相互作用

オミクス解析学

エピジェネティクス
とゲノム編集

植物免疫学

植物のシグナル伝達

スマートセルインダストリー

微生物と植物実験Ⅲ

小計（9科目）

栄養と健康科学

人体と生命の科学

食と健康科学

代謝生化学

栄養機能学

アレルギーの科学

サプリメントと薬理学

スポーツと健康科学

インダストリーと栄養

小計（9科目）

バイオマスを知る

分子創生の科学

発酵科学

バイオマスを活かす

生理活性物質の科学

職業指導

化学実験

物理学実験

地学概論Ⅰ

卒業要件及び履修方法

植物の機能と制御

小計（12科目）

生物資源科学概論

生物学概論Ⅰ

生物学概論Ⅱ

物理学概論Ⅰ

物理学概論Ⅱ

地学概論Ⅱ

地学実験

小計（14科目）

合計（187科目）

化学概論Ⅰ

化学概論Ⅱ

生物学実験

専
門
教
育
科
目

バイオマス発酵学

創薬科学

天然物化学

サスティナブルイノ
ベーション

医薬と香粧品化学

小計（10科目）

微生物遺伝学

遺伝子とゲノムの情報学

植物細胞分子生物学

微生物機能利用学
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【令和６年度】 【令和５年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2 10 2 5

　 2 　 　 　 　 　 　 10 　 2 　 　 　 　 　 　 10

0 4 0 0 0 0 0 0 17 0 4 0 0 0 0 0 0 13

1 21 1 22

1 21 1 22

1 23 1 21

1 23 1 21

1 20 1 19

1 20 1 19

1 13 1 7

1 13 1 7

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 2 1 2

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

8 30 0 0 0 0 0 0 56 8 30 0 0 0 0 0 0 49

2 3 2 3

2 3 2 3

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2 2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

科目
区分

全学共通
教育科目

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

日本を考える 1後

小計（2科目） －

教養教育科目の必修科目15単位,全学共通教育科目及び教養教育科目の選択科目から15単位,専
門基礎領域の必修科目42単位,選択必修科目5単位,基礎専門科目及び専門教育科目の選択科目か
ら47単位以上を修得し,124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
(1)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「バイオサイエンス解析法Ⅰ, バイオサイエンス解析法
Ⅱ, バイオサイエンス解析法Ⅲ」から,2単位を選択必修とする。
(2)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「栄養と健康科学実験Ⅰ,発酵とケミカルバイオロジー
実験Ⅰ,微生物と植物実験Ⅰ」,「栄養と健康科学実験Ⅱ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ,微生物と
植物実験Ⅱ」,「栄養と健康科学実験Ⅲ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ,微生物と植物実験Ⅲ」か
ら,各1単位を選択必修とする。

※言語系科目のうち,外国人留学生は母語を履修することはできない。
※日本語Ⅰ,日本語Ⅱは外国人留学生のみ履修できる。
※英語を母語とする外国人留学生は,言語系科目の英語ⅠＡ,英語ⅠＢ,英語ⅡＡ,英語ⅡＢ,英語ⅢＡ,
英語ⅢＢ,英語ⅣＡ,英語ⅣＢを除いた科目から8単位以上を修得しなければならない。
※許可を得て他学科設置の専門教育科目を修得した者については,20単位を超えない範囲で専門教
育科目の選択科目を修得したものとみなす。

配 当
年 次

1前

1前

1後

1前

1後

2前

2後

2前

2後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4前

－

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

教
養
教
育
科
目

言
語
系
科
目

人
文
・
社
会
系

科目
区分

全学共通
教育科目

授業科目の名称

自主創造の基礎

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

初級ドイツ語講読Ｂ

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ

中級ドイツ語講読Ａ

中級ドイツ語講読Ｂ

検定ドイツ語Ａ

検定ドイツ語Ｂ

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ

初級スペイン語会話Ｂ

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

初級中国語会話Ａ

初級中国語会話Ｂ

中級中国語文法

中級中国語会話

初級韓国語文法Ａ

初級韓国語文法Ｂ

初級韓国語会話Ａ

初級韓国語会話Ｂ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ（未開講）

小計（38科目）

日本語表現の基礎

日本の文学

哲学入門

哲学の現在

倫理学入門

倫理学の現在

心理学入門

行動心理学

個性の心理学

文化人類学入門

環境の文化人類学

比較文化論

比較芸術論

法学入門

日本国憲法

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ 1･2･3･4後

英語ⅢＢ 2後

英語ⅣＡ 2前

英語ⅣＢ 2後

1･2･3･4前

初級ドイツ語会話Ｂ

中級ドイツ語講読Ａ 1･2･3･4前

初級ドイツ語講読Ａ 1･2･3･4前

初級ドイツ語講読Ｂ 1･2･3･4後

初級ドイツ語会話Ａ 1･2･3･4前

1･2･3･4後

1後

教養教育科目の必修科目15単位,全学共通教育科目及び教養教育科目の選択科目から15単位,専
門基礎領域の必修科目42単位,選択必修科目5単位,基礎専門科目及び専門教育科目の選択科目か
ら47単位以上を修得し,124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
(1)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「バイオサイエンス解析法Ⅰ, バイオサイエンス解析法
Ⅱ, バイオサイエンス解析法Ⅲ」から,2単位を選択必修とする。
(2)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「栄養と健康科学実験Ⅰ,発酵とケミカルバイオロジー
実験Ⅰ,微生物と植物実験Ⅰ」,「栄養と健康科学実験Ⅱ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ,微生物と
植物実験Ⅱ」,「栄養と健康科学実験Ⅲ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ,微生物と植物実験Ⅲ」か
ら,各1単位を選択必修とする。

※言語系科目のうち,外国人留学生は母語を履修することはできない。
※日本語Ⅰ,日本語Ⅱは外国人留学生のみ履修できる。
※英語を母語とする外国人留学生は,言語系科目の英語ⅠＡ,英語ⅠＢ,英語ⅡＡ,英語ⅡＢ,英語ⅢＡ,
英語ⅢＢ,英語ⅣＡ,英語ⅣＢを除いた科目から8単位以上を修得しなければならない。
※許可を得て他学科設置の専門教育科目を修得した者については,20単位を超えない範囲で専門教
育科目の選択科目を修得したものとみなす。

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

1前

日本を考える 1後

小計（2科目） －

英語ⅠＡ 1前

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ 1･2･3･4後

中級ドイツ語講読Ｂ 1･2･3･4後

検定ドイツ語Ａ 1･2･3･4前

検定ドイツ語Ｂ 1･2･3･4後

1･2･3･4前

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ 1･2･3･4前

初級フランス語会話Ａ 1･2･3･4前

初級フランス語会話Ｂ 1･2･3･4後

初級スペイン語文法Ａ 1･2･3･4前

1･2･3･4後

初級中国語会話Ａ

初級中国語会話Ｂ 1･2･3･4後

初級スペイン語会話Ｂ 1･2･3･4後

初級中国語文法Ａ 1･2･3･4前

初級中国語文法Ｂ 1･2･3･4後

1･2･3･4前

初級韓国語文法Ｂ

初級韓国語会話Ａ 1･2･3･4前

中級中国語文法 1･2･3･4前

中級中国語会話 1･2･3･4後

初級韓国語文法Ａ 1･2･3･4前

1･2･3･4後

比較文化論 1･2･3･4前

比較芸術論 1･2･3･4後

法学入門 1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

日本語Ⅱ（未開講） 1･2･3･4前

－

倫理学入門

倫理学の現在 1･2･3･4後

日本の文学

日本国憲法

1･2･3･4前･後

哲学入門 1･2･3･4前

哲学の現在 1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

兼
任
・
兼
担

自主創造の基礎

文化人類学入門

環境の文化人類学 1･2･3･4後

心理学入門 1･2･3･4前

行動心理学 1･2･3･4後

個性の心理学 1･2･3･4後

1･2･3･4前

小計（38科目）

日本語表現の基礎 1･2･3･4前･後

初級韓国語会話Ｂ 1･2･3･4後

日本語Ⅰ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ 1前

英語ⅡＢ 1後

英語ⅢＡ 2前

教
養
教
育
科
目

言
語
系
科
目

人
文
・
社
会
系
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2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2 2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 54 0 0 0 0 0 0 16 0 54 0 0 0 0 0 0 16

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2 2 2 2

2 2 2 2

2 6 2 5

2 1 0 5 2 1 4

2 1 2 1

2 5 2 4

2 2 2 2

2 4 2 4

2 3 2 3

1 1 1 1

2 1 0 6 2 0 4

2 4 2 3

2 1 2 1

4 21 0 2 0 0 0 0 22 4 21 0 0 0 1 0 0 18

1 8 1 9

1 8 1 9

1 2 1 2

1 2 1 1

2 4 2 4

1 5 0 0 0 0 0 0 8 1 5 0 0 0 0 0 0 9

2 2 2 2

2 3 2 4

2 1 2 1

2 1 2 1

2 4 2 3

2 1 2 1

1 1 1 1

2 11 0 0 0 0 0 0 11 2 11 0 0 0 0 0 0 10

1 1 1 1

0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1

2 10 9 5 1 2 11 10 4 2

2 1 9 5 1 2 10 4 1

1 4 1 1 1 3

1 10 9 5 1 1 9 10 4 2

1 1 9 5 1 1 10 4 2

1 9 9 5 1 1 8 10 4 2

1 9 9 5 1 1 8 10 4 2

1 9 9 5 1 1 8 10 4 2

1 9 9 5 1 1 8 10 4 2

1 9 9 5 1 1 8 10 4 2

4 8 0 10 9 5 1 0 1 4 8 0 11 10 4 2 0 0

2 2 1 2 1 2

2 1 2 2 1 2

2 2 1 2 3 0

2 9 4 2 11 4

2 1 1 1 2 2 1 0

2 1 1 1 2 1 1 1

2 2 1 2 2 1

2 1 2 1

2 1 1 2 2 1

2 2 2 2

2 1 2 1

2 2 1 2 1 2 0

2 2 1 2 2 1

2 2 3 4 0 1 2 3 3 3 1 0

2 1 1 2 1 1

2 1 0 2 1

2 1 2 1

系
科
目

科目
区分

教
養
教
育
科
目

自
然
系
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
系
科
目

専
門
教
育
科
目

総
合
系
科
目

基礎専門
科目

専
門
基
礎
領
域

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
P
B
L
科
目

専
門
共
通
コ
ア
科
目

地理学の現在

小計（27科目）

授業科目の名称

小計（1科目）

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅠ

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅡ

小計（10科目）

細胞生物学

有機化学

分子生物学

物理学入門

基礎力学

基礎化学

基礎生物学

基礎地球科学

統計学入門

推計学入門

解析学

線形代数

物理学演習

総合生物学

総合化学

総合地球科学

小計（13科目）

スポーツ実技Ⅰ

ボランティア論

小計（7科目）

海外フィールド実習

社会学入門

政治学入門

政治と現代社会

経済学入門

経済と現代社会

地理学入門

歴史学入門

社会学の現在

現代社会と福祉

世界の歴史

日本の歴史

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ実技Ⅳ

スポーツ科学

小計（5科目）

データサイエンスの基礎

情報科学

科学史

科学技術と社会

地球環境を考える

生命倫理

4前

3前

3後

3後

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

地理学の現在 1･2･3･4後

授業科目の名称
配 当
年 次

1･2･3･4前･後

世界の歴史 1･2･3･4後

日本の歴史 1･2･3･4後

経済学入門 1･2･3･4前

経済と現代社会 1･2･3･4後

社会学入門 1･2･3･4前

単位数

歴史学入門 1･2･3･4前

社会学の現在 1･2･3･4後

現代社会と福祉

1･2･3･4前

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4前

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

1･2･3･4後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

－

配 当
年 次

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

1前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4前･後

1･2･3･4後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

1･2･3･4後

－

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前･後

－

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

－

1･2･3･4前･後

－

1前

1後

2前

2後

3前

3後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前・後

3前

3後

4後

－

1前

1前

1前

1後

1後

1後

1後

2前

2前

2後

2後

3前

3前

3前

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
系
科
目

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ実技Ⅳ

スポーツ科学

小計（5科目）

1･2･3･4前･後

－

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

1･2･3･4前･後

1･2･3･4前・後

ボランティア論

教
養
教
育
科
目

自
然
系
科
目

1･2･3･4前

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
領
域

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
P
B
L
科
目

専
門
共
通
コ
ア
科
目

総
合
系
科
目

基礎専門
科目

海外フィールド実習 1･2･3･4前･後

小計（1科目） －

バイオサイエンス入門 1前

バイオサイエンス体験 1後

バイオサイエンス演習Ⅰ 2前

小計（7科目）

1･2･3･4前

－

生物統計解析学 3後

2前

生体分子の構造解析 2後

AIと生命情報科学 2後

バイオサイエンス解析法Ⅰ 3前

バイオサイエンス解析法Ⅱ 3前

バイオサイエンス解析法Ⅲ

1前細胞生物学

有機化学 1前

分子生物学 1前

バイオサイエンス概論 1後

データサイエンスの基礎

情報科学

科学史

科学技術と社会

地球環境を考える

生命倫理

微生物学 1後

生物の有機化学 1後

ゲノム生物学 1後

2前生命とバイオの倫理

分析化学

3前

3前バイオインフォマティクス

分子間相互作用学 3後

バイオサイエンス概論

微生物学

生物の有機化学

ゲノム生物学

生命とバイオの倫理

分析化学

生体分子の構造解析

AIと生命情報科学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオインフォマティクス

分子間相互作用学

生物統計解析学

小計（27科目） －

系
科
目 政治学入門 1･2･3･4前

政治と現代社会 1･2･3･4後

地理学入門 1･2･3･4前

物理学入門

基礎力学

基礎生物学 1･2･3･4前

基礎地球科学 1･2･3･4前

統計学入門 1･2･3･4前･後

推計学入門 1･2･3･4後

解析学 1･2･3･4前･後

線形代数 1･2･3･4前･後

物理学演習 1･2･3･4後

1･2･3･4後

基礎化学 1･2･3･4前･後

総合生物学 1･2･3･4後

総合化学 1･2･3･4後

総合地球科学 1･2･3･4後

小計（13科目） －

1前

1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅠ

4前

バイオ英語プレゼ
ンテーションⅡ

4後

小計（10科目） －

バイオサイエンス演習Ⅱ 2後

3前バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ 3後

バイオサイエンス英語Ⅰ 3前

バイオサイエンス英語Ⅱ 3後
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2 1 2 1

2 1 2 1

16 22 0 10 9 5 0 0 10 16 22 0 11 10 4 1 0 7

2 1 1 2 1 1

2 1 1 2 1 1

2 2 0 2 1 1

2 1 2 1

2 0 1 0 2 1 1

2 1 1 2 1 1

2 1 1 2 1 1

2 1 2 1

3 9 9 5 1 3 8 10 4 2

3 9 9 5 1 3 8 10 4 2

22 0 0 9 9 5 1 0 2 22 0 0 8 10 4 2 0 2

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 1 5 1 1 1 1 3 1

1 6 2 1 1 3 2 1

1 3 2 3 0 1 5 5 3 1

1 1 5 1 1 1 1 3 1

1 6 2 1 1 3 2 1

1 3 2 3 0 1 5 5 3 1

1 1 5 1 1 1 1 3 1

1 6 2 1 1 3 2 1

1 3 2 3 0 1 5 5 3 1

0 9 0 10 9 5 1 0 0 0 9 0 9 10 4 2 0 0

2 2 1 2 2

2 1 1 2 1

2 1 1 1 2 1 1

2 2 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2 2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

0 18 0 1 4 1 1 0 6 0 18 0 1 2 0 0 0 5

2 1 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 1 2 1 1

2 2 0 2 2 1

2 1 2 1

2 1 1 2 1 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 20 0 5 2 1 0 0 2 0 20 0 4 3 1 0 0 2

2 1 2 1

2 2 2 1

2 1 2 1

2 1 1 2 1 1

2 2 0 2 1 1

2 1 2 1

2 1 1 2 1 1

2 1 1 2 1 1

2 1 2 1

2 2 1 2 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 24 0 6 3 3 0 0 1 0 24 0 5 4 3 0 0 1

2 1 6 2 1 6

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

4 1 4 1

2 2 2 2

専
門
基
礎
領
域

実
験
系
科
目

専
門
応
用
領
域

栄
養
・
健
康
科
学
系
科
目

発
酵
・
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

系
科
目

微
生
物
・
植
物
系
科
目

広
域
基
礎
科
目

専
門
科
目

科目
区分

人体と生命の科学

食と健康科学

代謝生化学

栄養機能学

アレルギーの科学

サプリメントと薬理学

小計（9科目）

栄養と健康科学

微生物と植物実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅲ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物機能利用学

インダストリーと微生物

植物と微生物の相互作用

オミクス解析学

エピジェネティクス
とゲノム編集

植物免疫学

植物のシグナル伝達

スマートセルインダストリー

植物の機能と制御

小計（12科目）

生物資源科学概論

生物学概論Ⅰ

化学実験

スポーツと健康科学

インダストリーと栄養

小計（9科目）

バイオマスを知る

分子創生の科学

発酵科学

バイオマスを活かす

生理活性物質の科学

バイオマス発酵学

創薬科学

天然物化学

サスティナブルイノ
ベーション

医薬と香粧品化学

小計（10科目）

微生物遺伝学

遺伝子とゲノムの情報学

植物細胞分子生物学

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅱ

2後

微生物と植物実験Ⅱ

生物学概論Ⅱ

物理学概論Ⅰ

物理学概論Ⅱ

化学概論Ⅰ

化学概論Ⅱ

生物学実験

職業指導

3前

スマートセルインダストリー 3後

3後

2後

栄養と健康科学実験Ⅲ 3前

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅲ

3前

微生物と植物実験Ⅲ 3前

3後

3後

－

2前

2後

2前

2後

医薬と香粧品化学 3後

小計（10科目） －

微生物遺伝学 2前

2後

小計（9科目） －

2前栄養と健康科学

人体と生命の科学 2前

食と健康科学 2後

代謝生化学 2後

発酵科学

バイオマスを活かす 2後

小計（9科目） －

バイオマスを知る 2前

分子創生の科学 2前

2後

天然物化学

物理学概論Ⅰ

物理学概論Ⅱ 2後

生物資源科学概論 1前

生物学概論Ⅰ 1前

生物学概論Ⅱ 1後

2前

職業指導

化学概論Ⅰ 2前

化学概論Ⅱ 2後

生物学実験 2後

3通

オミクス解析学

エピジェネティクス
とゲノム編集

3前

微生物機能利用学 3前

インダストリーと微生物 3前

植物と微生物の相互作用3前

3前

3前

3前

3前

3後

3後

3前

2前

2前

2後

2後

3前

3前

3後

3後

3後

－

4後

－

配 当
年 次

4前

2後

2前

2前

2後

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

2前

2前

2前

2後

2後

2後

3前

3前

3前

－

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
領
域

実
験
系
科
目

専
門
応
用
領
域

栄
養
・
健
康
科
学
系
科
目

発
酵
・
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

系
科
目

微
生
物
・
植
物
系
科
目

広
域
基
礎
科
目

2前

2後

2後

－

1前

1前

1後

2前

2後

2前

2後

3前

3前

3前

サスティナブルイノ
ベーション

3後

生理活性物質の科学 2後

バイオマス発酵学 3前

創薬科学 3前

3前

遺伝子とゲノムの情報学

植物細胞分子生物学

2後

3後

3後

－

2前

2後

2後

3前

3前

3通

3後

2前

2後

専
門
教
育
科
目

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

分子栄養学

タンパク質と酵素の科学 2前

ケミカルバイオロジー 2後

ＤＮＡテクノロジー 2前専
門
科
目

化学実験 3後

3前

3前

植物の機能と制御

小計（12科目） －

植物免疫学 3前

植物のシグナル伝達

食品衛生学 3後

小計（19科目） －

革新的バイオ産業の創出 3後

栄養科学 2前

2後

革新的バイオ産業の創出

食品衛生学

小計（19科目）

栄養科学

分子栄養学

タンパク質と酵素の科学

ケミカルバイオロジー

ＤＮＡテクノロジー

植物の細胞生理

微生物生理学

病態生化学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

小計（10科目）

授業科目の名称

栄養と健康科学実験Ⅰ

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅰ

植物の細胞生理

スポーツと健康科学

インダストリーと栄養 3後

栄養機能学 3前

アレルギーの科学 3前

サプリメントと薬理学 3後

3後

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ 4後

小計（10科目） －

授業科目の名称
配 当
年 次

2前

微生物生理学 2後

病態生化学 3前

4前

栄養と健康科学実験Ⅰ 2前

発酵とケミカルバイ
オロジー実験Ⅰ

2前

微生物と植物実験Ⅰ 2前

2後栄養と健康科学実験Ⅱ
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2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 30 0 0 1 0 0 0 14 0 30 0 0 1 0 0 0 14

57 257 0 10 9 5 1 0 136 57 257 0 11 10 4 2 0 124

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以前については、改正前様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、「専任教員等の配置」としてください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、
　　　　「専任教員以外の教員（助手を除く）」としてください。
　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の授業科目全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は
　　　　「専任教員」）以外の教員（助手を除く）（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）が担当する科目を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「認可時又は届出時」の「主要授業科目」欄は削除し、「基幹教員等の配置」欄は「専任教員等の配置」、「基幹教員以外の教員
　　　　（助手を除く）」欄は「兼任・兼担」としてください。その上で、各年度については、「基幹教員（大学院の研究科又は研究科の
　　　　専攻の場合は「専任教員」）」数は、認可時又は届出時の「専任教員」数との比較において変更となっている箇所、
　　　　「基幹教員以外の教員（助手を除く）（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員以外の教員（助手を除く）」）」数は、
　　　　認可時又は届出時の「兼任・兼担」数との比較において変更となっている箇所を太字の赤字としてください。
　　　　（専任教員から基幹教員に変更したことをもって太字の赤字とする必要はありません。）　
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。
　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

【令和５年度】

物理学実験

小計（14科目）

合計（186科目）

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和７年度】(新)→【令和６年度】(新)→【令和５年度】→【令和４年度】→【令和７年度】(旧)→【令和６年度】(旧)

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・届出時は完成年度の「専任教員等の配置」を記載したことにより，令和５年度現在の教員配置状況に変更し，完成年度前に定年を迎え兼任講師とな
る予定の教授３名を教授として配置。
　「バイオサイエンス入門」，「バイオサイエンス概論」の専任教員等の配置を「教授８」から「教授11」に，「バイオサイエンス演習Ⅱ」を「教授
８」から「教授９」に，「微生物と植物実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を「教授４」から「教授５」に変更。
　「分子生物学」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授３」，「兼任・兼担２」から「兼任・兼担０」に変更。
　「微生物学」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」，「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
　「バイオサイエンス解析法Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」，「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
　「バイオサイエンス解析法Ⅲ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授３」，「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「自主創造の基礎」の兼任・兼担の配置を「１」から「５」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「日本を考える」の兼任・兼担の配置を「１」から「10」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」の兼任・兼担の配置を「17」から「22」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の兼任・兼担の配置を「18」から「21」に変更。

合計（186科目） －

4前

4前

4後

4後

－

－

卒業要件及び履修方法

教養教育科目の必修科目15単位,全学共通教育科目及び教養教育科目の選択科目から15単位,専
門基礎領域の必修科目42単位,選択必修科目5単位,基礎専門科目及び専門教育科目の選択科目か
ら47単位以上を修得し,124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
(1)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「バイオサイエンス解析法Ⅰ, バイオサイエンス解析法
Ⅱ, バイオサイエンス解析法Ⅲ」から,2単位を選択必修とする。
(2)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「栄養と健康科学実験Ⅰ,発酵とケミカルバイオロジー
実験Ⅰ,微生物と植物実験Ⅰ」,「栄養と健康科学実験Ⅱ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ,微生物と
植物実験Ⅱ」,「栄養と健康科学実験Ⅲ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ,微生物と植物実験Ⅲ」か
ら,各1単位を選択必修とする。

※言語系科目のうち,外国人留学生は母語を履修することはできない。
※日本語Ⅰ,日本語Ⅱは外国人留学生のみ履修できる。
※英語を母語とする外国人留学生は,言語系科目の英語ⅠＡ,英語ⅠＢ,英語ⅡＡ,英語ⅡＢ,英語ⅢＡ,
英語ⅢＢ,英語ⅣＡ,英語ⅣＢを除いた科目から8単位以上を修得しなければならない。
※許可を得て他学科設置の専門教育科目を修得した者については,20単位を超えない範囲で専門教
育科目の選択科目を修得したものとみなす。

地学実験 4後

小計（14科目） －

物理学実験 4前

地学概論Ⅰ 4前

地学概論Ⅱ 4後

地学概論Ⅰ

地学概論Ⅱ

地学実験

・兼任教員の就任辞任により，「英語ⅢＡ」「英語ⅢＢ」の兼任・兼担の配置を「20」から「19」に変更。

・兼任教員の就任辞任により，「基礎地球科学」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「解析学」を「1･2･3･4後」から「1･2･3･4前･後」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「線形代数」を「1･2･3･4前」から「1･2･3･4前･後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「線形代数」の兼任・兼担の配置を「４」から「３」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「総合生物学」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に変更。

・兼任教員の就任辞任により，「総合地球科学」の兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「スポーツ実技Ⅰ」を「１前・後」から「１前」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「スポーツ実技Ⅱ」を「1･2･3･4前･後」から「1･2･3･4後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「データサイエンスの基礎」の兼任・兼担の配置を「３」から「２」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「地球環境を考える」の兼任・兼担の配置を「４」から「３」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「生命倫理」を「1･2･3･4前」から「1･2･3･4前・後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオサイエンス入門」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教２」に変更。

卒業要件及び履修方法

教養教育科目の必修科目15単位,全学共通教育科目及び教養教育科目の選択科目から15単位,専
門基礎領域の必修科目42単位,選択必修科目5単位,基礎専門科目及び専門教育科目の選択科目か
ら47単位以上を修得し,124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
(1)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「バイオサイエンス解析法Ⅰ, バイオサイエンス解析法
Ⅱ, バイオサイエンス解析法Ⅲ」から,2単位を選択必修とする。
(2)　専門教育科目の選択科目のうち,それぞれ「栄養と健康科学実験Ⅰ,発酵とケミカルバイオロジー
実験Ⅰ,微生物と植物実験Ⅰ」,「栄養と健康科学実験Ⅱ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ,微生物と
植物実験Ⅱ」,「栄養と健康科学実験Ⅲ,発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ,微生物と植物実験Ⅲ」か
ら,各1単位を選択必修とする。

※言語系科目のうち,外国人留学生は母語を履修することはできない。
※日本語Ⅰ,日本語Ⅱは外国人留学生のみ履修できる。
※英語を母語とする外国人留学生は,言語系科目の英語ⅠＡ,英語ⅠＢ,英語ⅡＡ,英語ⅡＢ,英語ⅢＡ,
英語ⅢＢ,英語ⅣＡ,英語ⅣＢを除いた科目から8単位以上を修得しなければならない。
※許可を得て他学科設置の専門教育科目を修得した者については,20単位を超えない範囲で専門教
育科目の選択科目を修得したものとみなす。
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【令和６年度】

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオサイエンス概論」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授４」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「生物の有機化学」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」，兼任・兼担
の配置を「２」から「１」に変更。

　　　　 　　　　

・届出時は完成年度の「専任教員等の配置」を記載したことにより，令和6年度現在の教員配置状況に変更し，完成年度前に定年を迎え兼任講師となる
予定の教授1名を教授として配置。
　「バイオサイエンス概論」の専任教員等の配置を「教授8」から「教授9」に変更。
　「分子生物学」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授2」，「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。
　「バイオサイエンス解析法Ⅲ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「自主創造の基礎」の兼任・兼担の配置を「1」から「10」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「日本を考える」の兼任・兼担の配置を「1」から「10」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」の兼任・兼担の配置を「17」から「21」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の兼任・兼担の配置を「18」から「23」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「英語ⅣＡ」「英語ⅣＢ」の兼任・兼担の配置を「7」から「13」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「基礎化学」の兼任・兼担の配置を「5」から「6」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「基礎生物学」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」，「講師1」から「講師0」，兼
任・兼担の配置を「4」から「5」に変更。

・兼任教員の就任辞任により，「基礎地球科学」の兼任・兼担の配置を「2」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「統計学入門」の兼任・兼担の配置を「4」から「5」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「解析学」を「1･2･3･4後」から「1･2･3･4前･後」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「線形代数」を「1･2･3･4前」から「1･2･3･4前･後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「線形代数」の兼任・兼担の配置を「4」から「3」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「総合生物学」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」，「講師1」から「講師
0」，兼任・兼担の配置を「4」から「6」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「総合化学」の兼任・兼担の配置を「3」から「4」に変更。

・兼任教員の就任辞任により，「総合地球科学」の兼任・兼担の配置を「2」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「スポーツ実技Ⅰ」を「1前・後」から「1前」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「スポーツ実技Ⅱ」を「1･2･3･4前･後」から「1･2･3･4後」に変更。

・兼任教員の就任辞任により，「スポーツ実技Ⅰ」「スポーツ実技Ⅱ」の兼任・兼担の配置を「9」から「8」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「スポーツ実技Ⅳ」の兼任・兼担の配置を「1」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「データサイエンスの基礎」の兼任・兼担の配置を「3」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「情報科学」の兼任・兼担の配置を「4」から「3」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「生命倫理」を「1･2･3･4前」から「1･2･3･4前・後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および専任教員の昇格の理由により，「バイオサイエンス入門」の専任教員等の配置を「教授8」から「教授
10」，「准教授10」から「准教授9」，「講師4」から「講師5」に変更。なお、届出時は完成年度の「専任教員等の配置」を記載したことにより，完成
年度前に定年を迎え兼任講師となる予定の教授1名を教授として配置変更を含む。

・教育効果の向上を図るため担当者増および専任教員の昇格の理由により，「バイオサイエンス体験」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授
1」，「准教授10」から「准教授9」，「講師4」から「講師5」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅰ」の専任教員等の配置「教授3」から「教授4」，「准教授0」から「准
教授1」，兼任・兼担の配置を「0」から「1」に変更。

・専任教員の昇格の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授8」から「教授10」，「准教授10」から「准教授9」，「講
師4」から「講師5」，「助教2」から「助教1」に変更。なお、届出時は完成年度の「専任教員等の配置」を記載したことにより，完成年度前に定年を
迎え兼任講師となる予定の教授1名を教授として配置変更を含む。

・専任教員の昇格の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅲ」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」，「准教授10」から「准教授9」，「講師
4」から「講師5」，「助教2」から「助教1」に変更。

・専任教員の昇格の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅳ」「バイオサイエンス英語Ⅰ」「バイオサイエンス英語Ⅱ」「バイオ英語プレゼンテー
ションⅠ」「バイオ英語プレゼンテーションⅡ」の専任教員等の配置を「教授8」から「教授9」，「准教授10」から「准教授9」，「講師4」から「講
師5」，「助教2」から「助教1」に変更。

・専任教員の昇格の理由により，「細胞生物学」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授2」，「准教授2」から「准教授1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオサイエンス概論」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授4」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「生物の有機化学」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」，兼任・兼担の
配置を「2」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「分析化学」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」，「准教授0」から「准教授1」，兼
任・兼担の配置を「1」から「2」に変更。

・専任教員の昇格の理由により，「バイオサイエンス解析法Ⅲ」の専任教員等の配置を「講師3」から「講師4」，「助教1」から「助教0」に変更。

・専任教員の昇格の理由により，「分子間相互作用学」の専任教員等の配置を「助教1」から「講師1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「タンパク質と酵素の科学」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授2」，「講
師1」から「講師0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび専任教員の昇格の理由により，「ＤＮＡテクノロジー」の専任教員等の配置を「教授1」から「教
授0」，「講師0」から「講師1」，「助教1」から「助教0」に変更。

・専任教員の昇格の理由により，「バイオサイエンス研究Ⅰ」「バイオサイエンス研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授8」から「教授9」，「准教授
10」から「准教授9」，「講師4」から「講師5」，「助教2」から「助教1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「栄養と健康科学実験Ⅰ」「栄養と健康科学実験Ⅱ」「栄養と健康科学実験Ⅲ」の専任
教員等の配置を「准教授3」から「准教授5」，「講師0」から「講師1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ」「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ」「発酵
とケミカルバイオロジー実験Ⅲ」の専任教員等の配置を「教授3」から「教授6」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「微生物と植物実験Ⅰ」「微生物と植物実験Ⅱ」「微生物と植物実験Ⅲ」の専任教員等
の配置を「教授4」から「教授3」，「准教授5」から「准教授2」，「助教1」から「助教0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および担当教員の見直しの理由により，「栄養と健康科学」の専任教員等の配置を「助教0」から「助教1」に変
更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「人体と生命の科学」の兼任・兼担の配置を「0」から「1」に変更。
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【令和７年度】

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「情報科学」の基幹教員以外の教員配置を「4」から「3」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「生命倫理」を「1･2･3･4前」から「1･2･3･4前・後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および基幹教員の昇格，辞任の理由により，「バイオサイエンス入門」の基幹教員等の配置を「教授8」から「教
授10」，「講師4」から「講師3」に変更。なお、届出時は完成年度の「専任教員等の配置」を記載したことにより，完成年度前に定年を迎え兼任講師
となる予定の教授1名を教授として配置変更を含む。

・教育効果の向上を図るため担当者増および基幹教員の昇格，辞任の理由により，「バイオサイエンス体験」の基幹教員等の配置を「教授0」から「教
授1」，「講師4」から「講師3」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅰ」の基幹教員等の配置「教授3」から「教授4」，「准教授0」から「准
教授2」，基幹教員以外の教員配置を「0」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の昇格，辞任の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅱ」の基幹教員等の配置を「教授
8」から「教授9」，「講師4」から「講師3」，「助教2」から「助教1」，基幹教員以外の教員配置を「0」から「1」に変更。なお、届出時は完成年度
の「専任教員等の配置」を記載したことにより，完成年度前に定年を迎え兼任講師となる予定の教授1名を教授として配置変更を含む。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび専任教員の昇格の理由により，「生理活性物質の科学」の専任教員等の配置を「准教授1」から
「准教授0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「遺伝子とゲノムの情報学」の専任教員等の配置を「講師1」から「講師2」に変更。

・専任教員の昇格の理由により，「インダストリーと微生物」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授2」，「准教授1」から「准教授0」に変更。

　　　　 　　　　

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「自主創造の基礎」の基幹教員以外の教員配置を「1」から「14」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「日本を考える」を「1後」から「1前」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「日本を考える」の基幹教員以外の教員配置を「1」から「12」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」の基幹教員以外の教員配置を「17」から「25」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の基幹教員以外の教員配置を「18」から「24」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「英語ⅢＡ」「英語ⅢＢ」の基幹教員以外の教員配置を「20」から「26」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「英語ⅣＡ」「英語ⅣＢ」の基幹教員以外の教員配置を「7」から「14」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「初級中国語会話Ａ」「初級中国語会話Ｂ」「初級韓国語文法Ａ」「初級韓国語文法Ｂ」「初級
韓国語会話Ａ」「初級韓国語会話Ｂ」の基幹教員以外の教員配置を「1」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「基礎化学」の基幹教員以外の教員配置を「5」から「6」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「基礎生物学」の基幹教員等の配置を「教授0」から「教授1」，「講師1」から「講師0」，基幹
教員以外の教員配置を「4」から「5」に変更。

・基幹教員の昇格，辞任の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅲ」の基幹教員等の配置を「教授0」から「教授1」，「講師4」から「講師3」，「助
教2」から「助教1」に変更。

・基幹教員の昇格，辞任の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅳ」「バイオサイエンス英語Ⅰ」「バイオサイエンス英語Ⅱ」の基幹教員等の配置を
「教授8」から「教授10」，「講師4」から「講師3」，「助教2」から「助教1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の昇格，辞任の理由により，「バイオ英語プレゼンテーションⅠ」「バイオ英語プレゼ
ンテーションⅡ」の基幹教員等の配置を「教授8」から「教授9」，「講師4」から「講師3」，「助教2」から「助教1」に変更。

・基幹教員の昇格の理由により，「細胞生物学」の基幹教員等の配置を「教授1」から「教授2」，「准教授2」から「准教授1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「分子生物学」の基幹教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」，基幹教員以外の教
員配置を「2」から「1」に変更。なお、届出時は完成年度の「専任教員等の配置」を記載したことにより，完成年度前に定年を迎え兼任講師となる予
定の教授1名を教授として配置変更を含む。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオサイエンス概論」の基幹教員等の配置を「教授8」から「教授9」，「准教授0」から「准
教授6」に変更。なお、届出時は完成年度の「専任教員等の配置」を記載したことにより，完成年度前に定年を迎え兼任講師となる予定の教授1名を教
授として配置変更を含む。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「生物の有機化学」の基幹教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」，基幹教員以外
の教員配置を「2」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の辞任の理由により，「ゲノム生物学」の基幹教員等の配置を「講師1」から「講師
0」，「助教0」から「助教1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオサイエンス解析法Ⅰ」の基幹教員等の配置を「准教授2」から「准教授3」，「助教0」か
ら「助教1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の辞任の理由により，「バイオサイエンス解析法Ⅱ」の基幹教員等の配置を「教授0」か
ら「教授1」，「准教授2」から「准教授0」，基幹教員以外の教員配置を「0」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「食と健康科学」の専任教員等の配置を「講師0」から「講師1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「代謝生化学」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオマスを知る」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」に変更。

・兼任教員の就任辞任により，「基礎地球科学」の基幹教員以外の教員配置を「2」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「統計学入門」の基幹教員以外の教員配置を「4」から「3」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「解析学」を「1･2･3･4後」から「1･2･3･4前･後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「解析学」の基幹教員以外の教員配置を「4」から「3」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「線形代数」を「1･2･3･4前」から「1･2･3･4前･後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「線形代数」の基幹教員以外の教員配置を「4」から「3」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「総合生物学」の基幹教員等の配置を「教授0」から「教授2」，「講師1」から「講師0」，基幹
教員以外の教員配置を「4」から「6」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「総合化学」の基幹教員以外の教員配置を「3」から「4」に変更。

・兼任教員の就任辞任により，「総合地球科学」の基幹教員以外の教員配置を「2」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「スポーツ実技Ⅰ」を「1前・後」から「1前」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「スポーツ実技Ⅱ」を「1･2･3･4前･後」から「1･2･3･4後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直し等の理由により，「スポーツ実技Ⅰ」「スポーツ実技Ⅱ」の基幹教員以外の教員配置を「9」から「7」
に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「スポーツ実技Ⅳ」の基幹教員以外の教員配置を「1」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「スポーツ科学」の基幹教員以外の教員配置を「4」から「3」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「データサイエンスの基礎」の基幹教員以外の教員配置を「3」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため新規科目増の理由により，科目「データサイエンスの世界」の配当年次「1･2･3･4前」，単位「選択2単位」，基幹教員以
外の教員配置「9」を配置。
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(注)・  ２（１）-① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、基幹教員等の配置の変更、
　　　　主要授業科目の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。また、改正後大学設置基準（令和４年10月１日施行）の
　　　　適用により、専任教員から基幹教員に変更した場合（例：「専任教員　教授１」から「基幹教員　教授１」に変更）や、
　　　　兼任・兼担教員から基幹教員以外の教員に変更した場合　（例：「兼任教員１」から「基幹教員以外の教員１」に変更）については、
　　　　記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「バイオサイエンス解析法Ⅲ」の基幹教員等の配置を「准教授3」から「准教授1」，
「講師3」から「講師1」，「助教1」から「助教0」，基幹教員以外の教員配置を「1」から「0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および基幹教員の昇格の理由により，「分子間相互作用学」の基幹教員等の配置を「准教授0」から「准教授
1」，「講師0」から「講師1」，「助教1」から「助教0」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「生物統計解析学」を「3後」から「3前」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「タンパク質と酵素の科学」の基幹教員等の配置を「准教授1」から「准教授2」，「講
師1」から「講師0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「ケミカルバイオロジー」の基幹教員等の配置を「教授0」から「教授1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の昇格の理由により，「ＤＮＡテクノロジー」の基幹教員等の配置を「教授1」から「教
授0」，「講師0」から「講師1」，「助教1」から「助教0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「病態生化学」の基幹教員等の配置を「講師0」から「講師1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の昇格，辞任の理由により，「バイオサイエンス研究Ⅰ」「バイオサイエンス研究Ⅱ」
の基幹教員等の配置を「教授8」から「教授9」，「講師4」から「講師3」，「助教2」から「助教1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「栄養と健康科学実験Ⅰ」「栄養と健康科学実験Ⅱ」「栄養と健康科学実験Ⅲ」の基幹
教員等の配置を「准教授3」から「准教授5」，「講師0」から「講師1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ」「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ」の基幹
教員等の配置を「教授3」から「教授6」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ」の基幹教員等の配置を「教授3」から「教授
6」，「准教授2」から「准教授3」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の昇格，辞任の理由により，「微生物と植物実験Ⅰ」「微生物と植物実験Ⅱ」「微生物
と植物実験Ⅲ」の基幹教員等の配置を「教授4」から「教授3」，「准教授5」から「准教授3」，「講師3」から「講師1」，「助教1」から「助教0」に
変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および担当教員の見直しの理由により，「栄養と健康科学」の基幹教員等の配置を「助教0」から「助教1」に変
更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「人体と生命の科学」の基幹教員以外の教員配置を「0」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「食と健康科学」の基幹教員等の配置を「講師0」から「講師1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「代謝生化学」の基幹教員等の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「スポーツと健康科学」の基幹教員以外の教員配置を「1」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「インダストリーと栄養」の基幹教員等の配置を「助教0」から「助教1」，基幹教員以外の教員
配置を「0」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「バイオマスを知る」の基幹教員等の配置を「教授0」から「教授1」，基幹教員以外の教員配置
を「0」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の昇格の理由により，「生理活性物質の科学」の基幹教員等の配置を「准教授1」から
「准教授0」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「バイオマス発酵学」を「3前」から「3後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「創薬科学」の基幹教員以外の教員配置を「1」から「4」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「医薬と香粧品化学」の基幹教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」，基幹教員以外の教員
配置を「0」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび基幹教員の昇格，辞任の理由により，「遺伝子とゲノムの情報学」の基幹教員等の配置を「准教
授0」から「准教授1」，「講師1」から「講師0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「微生物機能利用学」の基幹教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」，「講師1」か
ら「講師0」に変更。

・基幹教員の昇格の理由により，「インダストリーと微生物」の基幹教員等の配置を「教授1」から「教授2」，「准教授1」から「准教授0」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「物理学実験」「地学概論Ⅰ」を「4前」から「3前」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「物理学実験」の基幹教員以外の教員配置を「1」から「2」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「地学概論Ⅱ」「地学実験」を「4後」から「3後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「オミクス解析学」の基幹教員等の配置を「准教授0」から「准教授1」，「講師1」から
「講師0」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「植物のシグナル伝達」を「3前」から「3後」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「植物のシグナル伝達」の基幹教員等の配置を「教授0」から「教授1」，「講師1」から
「講師0」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「スマートセルインダストリー」の基幹教員等の配置を「講師1」から「講師0」，基幹
教員以外の教員配置を「0」から「1」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「生物学概論Ⅰ」を「1前」から「1後」に変更。

・教育効果の向上を図るため科目の開講時期の見直しの理由により，「生物学概論Ⅱ」を「1後」から「2前」に変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，「化学実験」の基幹教員以外の教員配置を「2」から「3」に変更。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

(注)・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

変更状況
備考

設置時の計画

必修 選択 自由 計（Ａ）

（２） 授業科目数

必修 選択 自由 計

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）
　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

[　0　] [　1　]

0 186 32 155 0 18732 154

[　0　] [　1　]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

(注)・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。
　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（４） 廃止科目

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　　ください。
　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

186

(注)・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

新規採用教員・退職等
による研究室変更
（７）

記載内容の誤りによる
訂正（５）

契約見直し変更（６）

点 契約見直し変更（７）

共用
　日本大学短期大学部
　
　日本大学医学部附属
　看護専門学校
　（収容定員240人）
   (面積基準860㎡）
　日本大学歯学部附属
　歯科技工専門学校
　（収容定員105人）
　 (面積基準455㎡）
　日本大学歯学部附属
　歯科衛生専門学校
　（収容定員120人）
　 (面積基準500㎡）
　日本大学松戸歯学部
　附属歯科衛生専門
　学校
　（収容定員120人）
   (面積基準500㎡）

各学部における校舎の新築・
改築等及び専用・共用区分の
見直しのため（５）
各学部における校舎の新築・
改築等及び専用・共用区分の
見直しのため（６）
各学部における校舎の新築・
改築等及び専用・共用区分の
見直しのため（７）

（　　3,080.95㎡） （　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡） （　　　3,080.95㎡）

1,424,357.73㎡
2,401,113.63㎡
2,397,110.63㎡
2,399,911.20㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

1,026,179.45㎡
1,024,876.74㎡
1,038,309.92㎡
1,033,968.36㎡

23,678.98㎡
22,972.07㎡
23,088.22㎡
20,216.72㎡

16,355.55㎡
16,233.75㎡
16,355.03㎡

1,066,213.98㎡
1,064,082.56㎡
1,077,631.89㎡
1,070,540.11㎡

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
共用
　日本大学短期大学部
　
　日本大学医学部
　附属看護専門学校
　（収容定員240人）
   (面積基準860㎡）
　日本大学歯学部附属
　歯科技工専門学校
　（収容定員105人）
　 (面積基準455㎡）
　日本大学歯学部附属
　歯科衛生専門学校
　（収容定員120人）
　 (面積基準500㎡）
　日本大学松戸歯学部
　附属歯科衛生専門
　学校
　（収容定員120人）
   (面積基準500㎡）
　
  日本大学櫻丘高等
　学校
　（収容定員1,806人）
　日本大学三島高等
　学校
　（収容定員2,040人）

各学部における校舎の新築・
改築等及び専用・共用区分の
見直しのため（５）
各学部における校舎の新築・
改築等及び専用・共用区分の
見直しのため（６）
各学部における校舎の新築・
改築等及び専用・共用区分の
見直しのため（７）

校
　
地
　
等

校 舎 敷 地

1,124,221.97㎡
1,114,269.86㎡
1,110,266.86㎡
1,109,823.38㎡

200,493.00㎡
208,860.07㎡
209,072.62㎡
204,483.52㎡

4,214.59㎡
4,170.15㎡
7,462.70㎡

1,328,929.56㎡
1,327,344.52㎡
1,323,509.63㎡
1,321,769.60㎡

そ　の　他
81,158.02㎡
78,395.33㎡
77,910.33㎡

13,821.25㎡
16,583.94㎡
16,474.77㎡
17,747.37㎡

448.90㎡
389.96㎡

0㎡

95,428.17㎡
95,260.06㎡
95,657.70㎡

合　　　計

1,205,379.99㎡
2,030,907.25㎡
2,026,904.25㎡
2,075,395.04㎡

214,314.25㎡
363,077.20㎡
363,180.58㎡
303,623.02㎡

4,663.49㎡
7,129.18㎡
7,025.80㎡

20,893.14㎡

図　　書

教　　　室

〔うち外国書〕 電子図書

(３)教室・教員研究室

　

新設学部等の名称(４)

663室

教員１人当り研究費等

380千円

（44,907〔6,413〕）

4,874〔3,575〕

（4,874〔3,575〕）

23,203〔4,805〕

45,491〔6,465〕

（23,119〔4,798〕）

400千円 400千円

（23,113〔4,798〕）

（23,087〔4,798〕）

（44,907〔6,413〕）

 1,560千円

第２年次 第３年次

1,440千円 1,440千円

共同研究費等

第１年次

1,700千円

910千円

 1,560千円

学生納付金以外の維持方法の概要

計

（５）スポーツ施設等

経費
の見
積り

(６)

経費の見
積り及び
維持方法
の概要

学生１人当
り

納付金

（33,359〔28,482〕）

資産運用収入，雑収入，寄付金等

33,359〔28,482〕 335〔332〕 1,043 0

（1,082）

（3,342〔1,057〕） (332〔329〕) （1,065）

（3,364〔1,062〕） (334〔331〕)

55千円

570千円

450千円 450千円

63千円

55千円

（335〔332〕） （1,100）

570千円

（0）

講堂 厚生補導施設

11,703.82㎡13,764.55㎡

区　　分 開設前年度 開設年度

スポーツ施設

7,607.47㎡

区　　　　分

910千円

335〔332〕 1,043 033,359〔28,482〕

（1,082）

3,364〔1,062〕 334〔331〕

図書購入費

(332〔329〕)

（3,364〔1,062〕） (334〔331〕) （1,127）

（335〔332〕） （1,100） （0）（33,359〔28,482〕）

3,364〔1,062〕 334〔331〕

（1,065）（3,342〔1,057〕）

機械・器具 標本
電子ジャーナル〔うち外国書〕

種 〔うち外国書〕 点

３　施設・設備の整備状況，経費

教員研究室

図
書
・
設
備

冊 〔うち外国書〕

生物資源科学部
バイオサイエン

ス学科

23,203〔4,805〕

45,491〔6,465〕

（23,119〔4,798〕） （4,874〔3,575〕）

（23,113〔4,798〕）

（23,087〔4,798〕）

4,874〔3,575〕

（1,127）

24室
22室

学術雑誌

　　　　（複数のキャンパスに分かれている場合、複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び
　　　　「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　国立大学については「（６）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(４)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、
　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。
　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
　　　　を併せて提出してください。

　　　・　高等専門学校については「（３）教室・教員研究室」欄の「教員研究室」は記載不要です。

完成年度
開設年度の予算額を
もとに算出したため
変更となった（５）

680千円

令和７年度の予算額
を見直した結果、理
系・文系の分野に関
係なく、一律38万円
への変更した。併せ
て図書・設備の見直
しをしたため変更と
なった（７）

(注)・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）又は（その１の３）に準じて作成してください。

450千円

55千円

第６年次

千円

設備購入費

第４年次 第５年次

1,440千円 千円

510千円

63千円

570千円

63千円

開設年度 完成年度
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

4
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

11

年 人 年次 人 年度 年度

人

法  学  部 1,533 - 6,132 - 1.09 1.07 - 昭和24

法律学科 4 533 - 2,132
学士
(法学)

1.14 1.12 - 昭和24

政治経済学科 4 350 - 1,400
学士
(法学)

1.06 1.04 - 昭和24

新聞学科 4 200 - 800
学士
(法学)

1.04 1.02 - 昭和24

経営法学科 4 200 - 800
学士
(法学)

1.12 1.10 - 昭和39

公共政策学科 4 250 - 1,000
学士
(法学)

1.04 1.02 - 昭和39

第二部

法  学  部 200 - 800 - 0.72 - - 昭和24

法律学科 4 200 - 800
学士
(法学)

0.72 - - 昭和24

文理学部 1,900 - 7,600 - 1.10 1.06 - 昭和33

哲学科 4 88 - 352
学士
(文学)

1.13 1.05 - 昭和33

史学科 4 133 - 532
学士
(文学)

1.12 1.08 - 昭和33

国文学科 4 133 - 532
学士
(文学)

1.08 1.04 - 昭和33

中国語中国文化学科 4 70 - 280
学士
(文学)

1.04 1.00 - 昭和33

英文学科 4 133 - 532
学士
(文学)

1.14 1.07 - 昭和33

ドイツ文学科 4 80 - 320
学士
(文学)

1.01 0.99 - 昭和34

社会学科 4 210 - 840
学士

(社会学) 1.11 1.08 - 昭和33

社会福祉学科 4 60 - 240
学士(社会
福祉学) 1.10 1.07 - 平成25

教育学科 4 120 - 480
学士

(教育学) 1.10 1.07 - 昭和33

体育学科 4 200 - 800
学士

(体育学) 1.10 1.08 - 昭和37

心理学科 4 130 - 520
学士

(心理学) 1.15 1.11 - 昭和33

地理学科 4 80 - 320
学士

(地理学) 1.11 1.07 - 昭和33

地球科学科 4 80 - 320
学士
(理学)

1.10 1.07 - 昭和36

数学科 4 73 - 292
学士
(理学)

1.09 1.06 - 昭和33

情報科学科 4 80 - 320
学士
(理学)

1.12 1.07 - 昭和37

物理学科 4 70 - 280
学士
(理学)

0.96 - - 昭和33

生命科学科 4 70 - 280
学士
(理学)

1.06 1.02 - 平成16

化学科 4 90 - 360
学士
(理学)

1.08 1.04 - 昭和37

経済学部 1,566 - 6,264 - 1.11 1.06 - 昭和24

経済学科 4 916 - 3,664
学士

(経済学) 1.16 1.10 - 昭和24

産業経営学科 4 450 - 1,800
学士

(経済学) 1.10 1.05 - 昭和39

－

東京都千代田区
神田三崎町2-3-1

同上

同上

同上

同上

－

東京都千代田区
神田三崎町2-3-1

－

東京都世田谷区
桜上水3-25-40

同上

同上

同上

同上

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

倍 倍

所在地

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

備　　考

４　既設大学等の状況

　日　本　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

－

東京都千代田区
神田三崎町1-3-2

同上
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金融公共経済学科 4 200 - 800
学士

(経済学) 0.92 - - 平成22

商 学 部 1,266 - 5,064 - 1.08 1.04 - 昭和32

商業学科 4 666 - 2,664
学士
(商学)

1.08 1.04 - 昭和32

経営学科 4 350 - 1,400
学士
(商学)

1.11 1.05 - 昭和39

会計学科 4 250 - 1,000
学士
(商学)

1.07 1.02 - 昭和39

芸術学部 866 - 3,464 - 1.09 1.04 - 昭和24

写真学科 4 100 - 400
学士
(芸術)

1.09 1.03 - 昭和24

映画学科 4 150 - 600
学士
(芸術)

1.10 1.03 - 昭和24

美術学科 4 60 - 240
学士
(芸術)

1.10 1.04 - 昭和24

音楽学科 4 90 - 360
学士
(芸術)

1.07 1.03 - 昭和24

文芸学科 4 120 - 480
学士
(芸術)

1.11 1.03 - 昭和24

演劇学科 4 126 - 504
学士
(芸術)

1.09 1.04 - 昭和25

放送学科 4 120 - 480
学士
(芸術)

1.06 1.03 - 昭和35

デザイン学科 4 100 - 400
学士
(芸術)

1.09 1.05 - 平成８

国際関係学部 666 - 2,664 - 0.99 - - 昭和54

国際総合政策学科 4 383 - 1,532
学士

(国際関係) 1.02 0.98 - 平成23

国際教養学科 4 283 - 1,132
学士

(国際関係) 0.95 - - 平成23

危機管理学部 300 - 1,200 - 1.07 1.04 - 平成28

危機管理学科 4 300 - 1,200
学士

(危機管理
学)

1.07 1.04 - 平成28

スポーツ科学部 300 - 1,200 - 1.06 1.04 - 平成28

競技スポーツ学科 4 300 - 1,200
学士

(体育学) 1.06 1.04 - 平成28

理工学部 2,030 - 8,120 - 1.12 1.06 - 昭和33

土木工学科 4 220 - 880
学士
(工学)

1.10 1.03 - 昭和33

交通システム工学科 4 120 - 480
学士
(工学)

1.08 1.04 - 昭和37

建築学科 4 250 - 1,000
学士
(工学)

1.14 1.10 - 昭和33

海洋建築工学科 4 120 - 480
学士
(工学)

1.16 1.11 - 昭和53

まちづくり工学科 4 100 - 400
学士
(工学)

1.08 1.05 - 平成25

機械工学科 4 160 - 640
学士
(工学)

1.18 1.09 - 昭和33

精密機械工学科 4 140 - 560
学士
(工学)

1.14 1.08 - 昭和37

航空宇宙工学科 4 120 - 480
学士
(工学)

1.03 0.97 - 昭和53

電気工学科 4 160 - 640
学士
(工学)

1.13 1.07 - 昭和33

電子工学科 4 100 - 400
学士
(工学)

1.05 1.00 - 昭和53

応用情報工学科 4 100 - 400
学士
(工学)

1.15 1.11 - 平成25

物質応用化学科 4 200 - 800
学士
(工学)

1.11 1.05 - 昭和33

同上

同上

同上

東京都千代田区神
田駿河台1-8-14

千葉県船橋市習
志野台7-24-1

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

－

静岡県三島市
文教町2-31-145

同上

－

東京都世田谷区
下馬3-34-1

－

東京都世田谷区
下馬3-34-1

－

同上

－

東京都練馬区
旭丘2-42-1

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

－

東京都世田谷区
砧5-2-1

同上
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物理学科 4 140 - 560
学士
(理学)

1.14 1.09 - 昭和33

数学科 4 100 - 400
学士
(理学)

1.15 1.11 - 昭和34

生産工学部 1,540 - 6,160 - 1.11 1.07 - 昭和41

機械工学科 4 198 - 792
学士
(工学)

1.15 1.11 - 昭和41

電気電子工学科 4 176 - 704
学士
(工学)

1.20 1.15 - 昭和41

土木工学科 4 198 - 792
学士
(工学)

0.96 - - 昭和41

建築工学科 4 198 - 792
学士
(工学)

1.17 1.13 - 昭和41

応用分子化学科 4 176 - 704
学士
(工学)

1.05 1.00 - 昭和41

マネジメント工学科 4 176 - 704
学士
(工学)

1.12 1.08 - 昭和41

数理情報工学科 4 154 - 616
学士
(工学)

1.21 1.18 - 昭和41

環境安全工学科 4 132 - 528
学士
(工学)

1.00 - - 昭和21

創生デザイン学科 4 132 - 528
学士
(工学)

1.14 1.09 - 昭和21

工 学 部 1,030 - 4,120 - 0.88 - - 昭和24

土木工学科 4 160 - 640
学士
(工学)

0.83 - - 昭和24

建築学科 4 190 - 760
学士
(工学)

0.99 - - 昭和24

機械工学科 4 180 - 720
学士
(工学)

0.75 - - 昭和24

電気電子工学科 4 180 - 720
学士
(工学)

0.77 - - 昭和24

生命応用化学科 4 130 - 520
学士
(工学)

0.70 - - 昭和24

情報工学科 4 190 - 760
学士
(工学)

1.15 1.13 - 平成５

医 学 部 135 - 770 - 1.01 0.98 － 昭和27

医学科 6 135 - 770
学士

(医学)
1.01 0.98 令和７ 昭和27 令和７年度臨時入学定員増（120→135）

歯 学 部 130 - 780 - 1.01 0.92 - 昭和27

歯学科 6 130 - 780
学士
(歯学)

1.01 0.92 - 昭和27

松戸歯学部 130 - 780 - 0.94 - - 昭和51

歯学科 6 130 - 780
学士
(歯学)

0.94 - - 昭和51

生物資源科学部（4年制） 4 1,400 - 4,336 - 1.03 1.03 - 平成８

生物資源科学部（6年制） 6 120 - 720 - 1.07 1.05 - 平成８

　バイオサイエンス学科 4 210 - 630
学士

(生物資源学) 1.03 - 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→210）

　動物学科 4 136 - 408
学士

(生物資源学) 1.02 - 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→136）

　海洋生物学科 4 146 - 438
学士

(生物資源学) 1.06 - 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→146）

　森林学科 4 120 - 360
学士

(生物資源学) 0.95 0.95 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→120）

　環境学科 4 130 - 390
学士

(生物資源学) 1.02 - 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→130）

　 アグリサイエンス学科 4 140 - 420
学士

(生物資源学) 1.04 - 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→140）

　食品開発学科 4 146 - 438
学士

(生物資源学) 1.01 1.01 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→146）

同上

同上

－

千葉県松戸市
栄町西2-870-1

－

－

神奈川県藤沢市
亀井野1866

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

－

東京都板橋区
大谷口上町30－1

－

東京都千代田区
神田駿河台1-8-13

同上

同上

同上

同上

同上

同上

－

福島県郡山市田村
町徳定字中河原１

同上

同上

－

千葉県習志野市
泉町1-2-1

千葉県習志野市
新栄2-11-1

同上
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　食品ビジネス学科 4 146 - 574
学士

(生物資源学) 1.10 1.08 - 平成８ 令和５年度から入学定員変更（136→146）

　国際共生学科 4 146 - 438
学士

(生物資源学) 1.03 1.03 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→146）

　獣医保健看護学科 4 80 - 240
学士

(生物資源学) 1.03 - 令和５ 令和５ 令和５年度から改組による学科設置（0→80）

　獣医学科 6 120 - 720
学士

(獣医学) 1.07 1.05 - 平成８

　生命農学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　生命化学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　動物資源科学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　森林資源科学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　海洋生物資源科学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　生物環境工学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　食品生命学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　国際地域開発学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　応用生物科学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成８ 令和５年度入学生より学生募集停止

　くらしの生物学科 4 - - -
学士

(生物資源学) - - - 平成27 令和５年度入学生より学生募集停止

薬 学 部 244 - 1,464 - 1.04 0.98 - 平成18

薬学科 6 244 - 1,464
学士
(薬学)

1.04 0.98 - 平成18

（通信教育部） 9,000 - 36,000 - - - - 昭和25

　法学部 4 3,000 - 12,000
学士
(法学)

0.10 - - 昭和25

　文理学部 4 3,000 - 12,000
学士
(文学)

0.29 - - 昭和25

　経済学部 4 1,500 - 6,000
学士

(経済学)
0.18 - - 昭和25

　商学部 4 1,500 - 6,000
学士

(商学)
0.26 - - 昭和32

大学全体 4 24,356 - 97,638 - - - - - -

－

東京都千代田区
九段南4-8-28

同上

同上

同上

-

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

－

千葉県船橋市習
志野台7-7-1

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

2
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

ビジネス教養学科 2 60 - 160
短期大学士
（商経学） 0.64 - - 昭和25 令和７年度から入学定員変更（100→60）

食物栄養学科 2 - - -
短期大学士
（栄養学） - - - 昭和37 同上 令和７年度入学生より学生募集停止

建築・生活デザイン学科 2 102 - 204
短期大学士
（工学） 0.76 - - 昭和25

ものづくり・サイエンス総合学科 2 78 - 156
短期大学士
（工学）又は
（理学）

0.62 - - 昭和25 同上

大学全体 2 240 - 520 - - - - - - -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

倍

静岡県三島市文
教町2-31-145

　日　本　大　学　短　期　大　学　部

収容定員
充足率

（控除後）

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

倍

千葉県船橋市習
志野台7-24-1

-

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、
　　　　「入学定員超過率」及び「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。
　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。
　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。
　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。
　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。
　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。
　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和８年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

開設
年度

所在地 備考

(注)・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の
　　　　報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）
        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。
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【認可時又は届出時】 【令和５年度】 【令和６年度】 【令和７年度】

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

有機化学

バイオサイエンス概論

生体分子の構造解析

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

生理活性物質の科学

植物細胞分子生物学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

生理活性物質の科学 生理活性物質の科学

天然物化学 天然物化学 天然物化学

上田　賢志 上田　賢志 上田　賢志

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学) 博士(農学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

有機化学

上田　賢志

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス概論

生体分子の構造解析

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論

微生物学 微生物学

ＤＮＡテクノロジー

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

革新的バイオ産業の創出

ＤＮＡテクノロジー

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

インダストリーと微生物

教授 専 教授
基

（主
専）

教授

ｳｴﾀﾞ　ｹﾝｼﾞ ｳｴﾀﾞ　ｹﾝｼﾞ ｳｴﾀﾞ　ｹﾝｼﾞ ｳｴﾀﾞ　ｹﾝｼﾞ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ 微生物と植物実験Ⅰ微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ 微生物と植物実験Ⅱ 微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ 微生物と植物実験Ⅲ微生物と植物実験Ⅲ

植物細胞分子生物学

微生物と植物実験Ⅲ

植物細胞分子生物学

細胞生物学 細胞生物学細胞生物学

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

細胞生物学

バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

内山　寛 内山　寛 内山　寛

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

理学博士 理学博士 理学博士

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅰ バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱバイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰバイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

職名

内山　寛

＜令和５年４月＞

理学博士

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅰ

総合生物学

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅰ

氏　　名

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

教員

区分

の別　 の別　

氏　　名

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

５　教育研究実施組織の状況

＜生物資源科学部　バイオサイエンス学科＞

（１）ー① 担当教員表

兼任　

の別　

専任・

職名

兼担・

専 教授

担当授業科目名

ｱｶｼ　ﾄﾓﾖｼ

明石　智義

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス概論

生体分子の構造解析

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

生理活性物質の科学

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

有機化学

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

有機化学

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

微生物学

革新的バイオ産業の創出 革新的バイオ産業の創出 革新的バイオ産業の創出

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

サスティナブルイノベーション サスティナブルイノベーション サスティナブルイノベーション

インダストリーと微生物 インダストリーと微生物

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

サスティナブルイノベーション

インダストリーと微生物

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

専任・ 専任・

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

ｳﾁﾔﾏ　ﾋﾛｼ

担当授業科目名

ｱｶｼ　ﾄﾓﾖｼ

明石　智義

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

専 教授

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

ｳﾁﾔﾏ　ﾋﾛｼ ｳﾁﾔﾏ　ﾋﾛｼ ｳﾁﾔﾏ　ﾋﾛｼ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論

微生物学

職名

兼担・

兼任　

専 教授

氏　　名

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

ｱｶｼ　ﾄﾓﾖｼ

明石　智義

＜令和５年４月＞

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオサイエンス概論

生体分子の構造解析

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

ｱｶｼ　ﾄﾓﾖｼ

明石　智義

＜令和５年４月＞

博士(農学)

職名

氏　　名

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

基
（主
専）

教授

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠバイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

植物のシグナル伝達

専 教授
基

（主
専）

教授

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

植物細胞分子生物学

総合生物学

兼担・

兼任　

専 教授

専

専 教授教授専

天然物化学
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バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

微生物と植物実験Ⅱ 微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

植物の機能と制御 植物の機能と制御

ｾｷ　ﾀｲｲﾁﾛｳ ｾｷ　ﾀｲｲﾁﾛｳ

＜令和５年４月＞

Ph.D.(米国)

バイオサイエンス入門

分子生物学

ｼﾊﾞ　ﾊｼﾞﾒ

司馬　肇

新町　文絵

微生物と植物実験Ⅲ 微生物と植物実験Ⅲ

植物の機能と制御

新町　文絵

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

兼任 講師

専 教授

ｼﾝﾏﾁ　ﾌﾐｴ

ｼﾊﾞ　ﾊｼﾞﾒ

司馬　肇

ｵｷﾞﾊﾗ　ｼﾞｭﾝ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

植物の細胞生理

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

荻原　淳 荻原　淳

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

バイオサイエンス入門

＜令和６年４月＞

Ph.D.(米国)

分子生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅰ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

分子生物学 分子生物学

ｼﾝﾏﾁ　ﾌﾐｴ

基
（主
専）

教授

新町　文絵

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論

バイオサイエンス解析法Ⅲ バイオサイエンス解析法Ⅲ

植物の細胞生理 植物の細胞生理

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ 微生物と植物実験Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

ｼﾝﾏﾁ　ﾌﾐｴ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

人体と生命の科学

インダストリーと栄養 インダストリーと栄養 インダストリーと栄養

専 教授 (学部

基
（主
専）

教授 (学部

栄養科学

分子栄養学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス概論

栄養科学 栄養科学

分子栄養学

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ 栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅲ

関　泰一郎 関　泰一郎

ｾｷ　ﾀｲｲﾁﾛｳ

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

関　泰一郎

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

ｵｷﾞﾊﾗ　ｼﾞｭﾝ

荻原　淳

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

発酵科学

オミクス解析学

バイオサイエンス概論

生体分子の構造解析

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

生体分子の構造解析

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論

生体分子の構造解析

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

発酵科学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

発酵科学

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論

生体分子の構造解析

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

オミクス解析学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

発酵科学

オミクス解析学 オミクス解析学

分析化学

司馬　肇

＜令和６年４月＞

Ph.D.(米国)

分子生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅰ

その
他

講師

ｼﾊﾞ　ﾊｼﾞﾒｼﾊﾞ　ﾊｼﾞﾒ

司馬　肇

＜令和５年４月＞

Ph.D.(米国)

バイオサイエンス入門

分子生物学

バイオサイエンス概論

ｵｷﾞﾊﾗ　ｼﾞｭﾝ

教授 教授
基

（主
専）

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅰ

専

ｼﾝﾏﾁ　ﾌﾐｴ

司馬　肇

＜令和６年４月＞

Ph.D.(米国)

分子生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

荻原　淳

＜令和５年４月＞

博士(農学)

専

専 教授

兼任 講師

専 教授

専

専 教授

専 教授

教授

ｵｷﾞﾊﾗ　ｼﾞｭﾝ

教授

バイオサイエンス演習Ⅱ

ｼﾊﾞ　ﾊｼﾞﾒ

植物の細胞生理

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

植物の機能と制御

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅰ

新町　文絵

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

分子生物学

関　泰一郎

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

微生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス解析法Ⅲ

専 教授

ｾｷ　ﾀｲｲﾁﾛｳ

専 教授

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス概論

人体と生命の科学

インダストリーと栄養

専 教授

ﾀｶﾊｼ　ﾚｲｼﾞ

専 教授

微生物学

バイオサイエンス概論

栄養科学

分子栄養学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

高橋　令二

＜令和５年４月＞

博士(農学)

ﾀｶﾊｼ　ﾚｲｼﾞ

高橋　令二

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス概論

人体と生命の科学 人体と生命の科学

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ 栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学実験Ⅱ

バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論

分子栄養学

バイオサイエンス研究Ⅱ
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微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ 微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ 微生物と植物実験Ⅲ

微生物機能利用学 微生物機能利用学

バイオサイエンス演習Ⅰ

ﾊｶﾏﾀ　ﾜﾀﾙ ﾊｶﾏﾀ　ﾜﾀﾙ

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾀﾂﾉﾘ

専 教授
基

（主
専）

教授

中川　達功

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論

バイオインフォマティクス

微生物生理学

博士(農学)

バイオサイエンス入門

専  教授(学科主

基
（主
専）

 教授(学科主

袴田　航

＜令和５年４月＞

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論

生物の有機化学 生物の有機化学

バイオサイエンス研究Ⅰ

創薬科学

医薬と香粧品化学

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

中川　達功

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(理学) 博士(理学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

高橋　令二

＜令和６年４月＞

博士(農学)

微生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾀﾂﾉﾘ

バイオサイエンス演習Ⅱ

分子生物学

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス解析法Ⅲ

光澤　浩

＜令和５年４月＞

理学博士

バイオサイエンス入門

＜令和５年４月＞

理学博士

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

分子生物学

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス解析法Ⅲ

理学博士

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

分子生物学

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス解析法Ⅲ

光澤　浩 光澤　浩

＜令和５年４月＞

その
他

講師

ﾀｶﾊｼ　ﾚｲｼﾞ

高橋　令二

＜令和６年４月＞

博士(農学)

微生物学

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾀﾂﾉﾘ

中川　達功

＜令和５年４月＞

博士(理学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

袴田　航

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論

バイオインフォマティクス

微生物生理学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物機能利用学

バイオサイエンス演習Ⅰ

ﾊｶﾏﾀ　ﾜﾀﾙ

袴田　航

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

光澤　浩

＜令和８年４月＞

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

分子創生の科学

生理活性物質の科学

創薬科学

医薬と香粧品化学

基礎生物学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

ﾐﾂｻﾞﾜ　ﾋﾛｼ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

分子創生の科学

生理活性物質の科学

医薬と香粧品化学

バイオサイエンス演習Ⅰ

ﾐﾂｻﾞﾜ　ﾋﾛｼ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

分子創生の科学

創薬科学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

専 教授

専 教授

ﾊｶﾏﾀ　ﾜﾀﾙ

専  教授(学科主

専 教授

ﾐﾂｻﾞﾜ　ﾋﾛｼ

専 教授

ﾐﾂｻﾞﾜ　ﾋﾛｼ

兼任 講師

袴田　航

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論

微生物と植物実験Ⅰ 微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

理学博士

分子生物学

バイオサイエンス概論

光澤　浩

＜令和５年４月＞

理学博士

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス演習Ⅱ

分子生物学

総合生物学

バイオサイエンス演習Ⅳ

基礎生物学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

基
（主
専）

教授

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論

生物の有機化学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

分子創生の科学

創薬科学

医薬と香粧品化学

バイオサイエンス演習Ⅰ

ケミカルバイオロジー

ﾐﾂｻﾞﾜ　ﾋﾛｼ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス概論 バイオサイエンス概論

バイオインフォマティクス バイオインフォマティクス

微生物生理学 微生物生理学

兼任 講師

ﾀｶﾊｼ　ﾚｲｼﾞ

兼任 講師

ﾀｶﾊｼ　ﾚｲｼﾞ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物機能利用学

微生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ

専 教授

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾀﾂﾉﾘ

専 教授

高橋　令二

＜令和６年４月＞

博士(農学)

中川　達功

＜令和５年４月＞

博士(理学)

生物の有機化学

バイオサイエンス研究Ⅰ
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バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

ｱﾗｲ　ﾅｵﾄ ｱﾗｲ　ﾅｵﾄ

微生物遺伝学

バイオサイエンス概論

栄養と健康科学実験Ⅰ

専 准教授
基

（主
専）

准教授

新井　直人

＜令和５年４月＞

代謝生化学

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

ｲﾄｳ　ﾋﾛｺ

伊藤　紘子

＜令和５年４月＞

博士(農学)

伊藤　紘子

＜令和５年４月＞

博士(農学)

博士(学術)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物遺伝学

バイオサイエンス概論

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

代謝生化学

ｱﾗｲ　ﾅｵﾄ

新井　直人

＜令和５年４月＞

博士(学術)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

専 准教授

ｲﾄｳ　ﾋﾛｺ

専 准教授

専 准教授

ｲﾑﾗ　ﾖｼﾕｷ

専 准教授

スマートセルインダストリー

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

植物と微生物の相互作用

植物のシグナル伝達

タンパク質と酵素の科学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

ｲﾑﾗ　ﾖｼﾕｷ

井村　喜之

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

植物免疫学

植物のシグナル伝達

分子生物学

バイオサイエンス概論

植物の細胞生理

バイオサイエンス解析法Ⅲ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

基
（主
専）

准教授

ｲﾑﾗ　ﾖｼﾕｷ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

植物と微生物の相互作用

タンパク質と酵素の科学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

井村　喜之

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

基
（主
専）

准教授

ｲﾄｳ　ﾋﾛｺ

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

植物免疫学

植物のシグナル伝達

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物遺伝学

伊藤　紘子 伊藤　紘子

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

ｲﾄｳ　ﾋﾛｺ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物遺伝学

バイオサイエンス概論

＜令和５年４月＞

新井　直人

博士(学術)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

専 准教授

ｱﾗｲ　ﾅｵﾄ

専 准教授

植物と微生物の相互作用

植物のシグナル伝達

井村　喜之

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

植物免疫学

植物のシグナル伝達

スマートセルインダストリー

バイオサイエンス概論

植物の細胞生理

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

新井　直人

＜令和５年４月＞

博士(学術)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

植物の細胞生理

バイオサイエンス研究Ⅰ

植物の細胞生理

バイオサイエンス研究Ⅰ

ｲﾑﾗ　ﾖｼﾕｷ

専 准教授

植物と微生物の相互作用

植物のシグナル伝達

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ 微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

植物免疫学

植物のシグナル伝達

スマートセルインダストリー

バイオサイエンス概論

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

専 准教授

井村　喜之

＜令和５年４月＞

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ
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医薬と香粧品化学

ﾀｶﾉ　ﾋﾃﾞｱｷ

髙野　英晃

＜令和５年４月＞

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオマスを知る

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

ｲﾜﾌﾞﾁ　ﾉﾘﾕｷ

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

微生物学

微生物生理学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

＜令和５年４月＞

博士(理学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅰ

岩淵　範之

＜令和５年４月＞

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学

食と健康科学

栄養機能学

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス概論

微生物機能利用学

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾊﾙﾐ

近藤　春美

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

細胞生物学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

生理活性物質の科学

インダストリーと微生物

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

ｲﾜﾌﾞﾁ　ﾉﾘﾕｷ

バイオサイエンス演習Ⅲ バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

微生物生理学

専 准教授

ｲﾜﾌﾞﾁ　ﾉﾘﾕｷ

＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

微生物と植物実験Ⅰ 微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ 微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ 微生物と植物実験Ⅲ

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾊﾙﾐ ｺﾝﾄﾞｳ　ﾊﾙﾐ

専 准教授

専 准教授

バイオサイエンス解析法Ⅰ バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ 栄養と健康科学実験Ⅰ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

基
（主
専）

准教授

岩淵　範之

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

微生物学 微生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ バイオサイエンス解析法Ⅲ

微生物生理学 微生物生理学

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

岩淵　範之

ﾀｶﾉ　ﾋﾃﾞｱｷ ﾀｶﾉ　ﾋﾃﾞｱｷ

ｲﾜﾌﾞﾁ　ﾉﾘﾕｷ

＜令和５年４月＞

専 准教授
基

（主
専）

准教授

近藤　春美

栄養と健康科学実験Ⅱ 栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ 栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学 栄養と健康科学

食と健康科学 食と健康科学

栄養機能学 栄養機能学

バイオサイエンス演習Ⅰ

髙野　英晃

博士(生物資源科学) 博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

基
（主
専）

教授

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

近藤　春美

博士(理学) 博士(理学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス演習Ⅲ バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

インダストリーと微生物

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

細胞生物学 細胞生物学

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

バイオマスを知る

専 教授

髙野　英晃

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

生理活性物質の科学 生理活性物質の科学

インダストリーと微生物 インダストリーと微生物

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

専 准教授

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

岩淵　範之

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

近藤　春美

＜令和５年４月＞

博士(理学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学

食と健康科学

栄養機能学

髙野　英晃

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

微生物学

専 准教授

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾊﾙﾐ

専 准教授

ﾀｶﾉ　ﾋﾃﾞｱｷ

専 准教授

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

細胞生物学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

生理活性物質の科学
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代謝生化学

バイオサイエンス概論

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

細胞生物学 細胞生物学

栄養科学 栄養科学

分子栄養学 分子栄養学

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

専 准教授
基

（主
専）

准教授

細野　崇

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ 栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ 栄養と健康科学実験Ⅲ

分析化学

ﾏｽﾋﾛ　ﾖｼｶｽﾞ

舛廣　善和

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

代謝生化学

バイオサイエンス概論

専 准教授

ﾏｽﾋﾛ　ﾖｼｶｽﾞ

基
（主
専）

准教授

舛廣　善和

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

代謝生化学

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

タンパク質と酵素の科学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

細胞生物学

栄養科学

分子栄養学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

ﾋﾗﾉ　ﾀｶｺ

平野　貴子

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオマスを活かす

生物の有機化学

ﾎｿﾉ　ﾀｶｼ

細野　崇

バイオサイエンス演習Ⅰ

バイオサイエンス解析法Ⅰ

ﾏｽﾋﾛ　ﾖｼｶｽﾞ

基
（主
専）

准教授

舛廣　善和

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス概論

分子間相互作用学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

舛廣　善和

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

タンパク質と酵素の科学

バイオサイエンス研究Ⅰ

専 准教授

ﾎｿﾉ　ﾀｶｼ

専 准教授

専 准教授

ﾏｽﾋﾛ　ﾖｼｶｽﾞ

専 准教授

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学

代謝生化学

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオマスを活かす

専 准教授

ﾋﾗﾉ　ﾀｶｺ

専 准教授

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

細野　崇

ﾋﾗﾉ　ﾀｶｺ ﾋﾗﾉ　ﾀｶｺ

平野　貴子

博士(生物資源科学) 博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオマスを活かす バイオマスを活かす

生物の有機化学 生物の有機化学

ﾎｿﾉ　ﾀｶｼ ﾎｿﾉ　ﾀｶｼ

専 准教授

平野　貴子

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅱ バイオサイエンス解析法Ⅱ

タンパク質と酵素の科学 タンパク質と酵素の科学

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

細野　崇

博士(生物資源科学) 博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

平野　貴子

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

細胞生物学

栄養科学

分子栄養学

6



＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

専 准教授
基

（主
専）

准教授

渡邉　泰祐

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオマス発酵学 バイオマス発酵学

生物資源科学概論 生物資源科学概論

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｲｽｹ ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｲｽｹ

相澤（浦井）　朋子

＜令和５年４月＞

渡邉　泰祐

博士(生物資源科学) 博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅱ バイオサイエンス解析法Ⅱ

バイオマス発酵学

生物資源科学概論

バイオサイエンス概論

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

バイオサイエンス概論

栄養と健康科学実験Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

エピジェネティクスとゲノム編集

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

土屋　徳司 土屋　徳司

＜令和５年４月＞

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

食と健康科学

病態生化学

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

ｱｲｻﾞﾜ（ｳﾗｲ）　ﾄﾓｺ

バイオマスを知る

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

エピジェネティクスとゲノム編集

遺伝子とゲノムの情報学

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

栄養と健康科学

相澤（浦井）　朋子

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

ゲノム生物学

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｲｽｹ

渡邉　泰祐

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

専 准教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｲｽｹ

専 准教授

生物資源科学概論

バイオサイエンス研究Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオマスを知る

土屋　徳司

＜令和５年４月＞

博士(学術)

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオマス発酵学

専 講師

ｱｲｻﾞﾜ（ｳﾗｲ）　ﾄﾓｺ

専 講師

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

エピジェネティクスとゲノム編集

専 講師

ﾂﾁﾔ　ﾄｸｼﾞ

専 講師

総合生物学

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

渡邉　泰祐

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

ｱｲｻﾞﾜ（ｳﾗｲ）　ﾄﾓｺ ｱｲｻﾞﾜ（ｳﾗｲ）　ﾄﾓｺ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

バイオマスを知る

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

食と健康科学

ﾂﾁﾔ　ﾄｸｼﾞ

専 講師
基

（主
専）

講師

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱバイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

タンパク質と酵素の科学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

タンパク質と酵素の科学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

バイオサイエンス概論

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

相澤（浦井）　朋子 相澤（浦井）　朋子

＜令和５年４月＞

博士(学術) 博士(学術)

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオマスを知る

バイオ英語プレゼンテーションⅡ バイオ英語プレゼンテーションⅡ

ﾂﾁﾔ　ﾄｸｼﾞ

専 講師

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学)

基礎生物学 基礎生物学

バイオサイエンス入門 バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験
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バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

遺伝子とゲノムの情報学

オミクス解析学

エピジェネティクスとゲノム編集

ﾅｼﾏ　ｹﾝｼﾞ

奈島　賢児

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

バイオサイエンス解析法Ⅱ

増澤　依

基
（主
専）

准教授

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

植物のシグナル伝達

ﾆｼﾔﾏ　ﾀﾂﾔ

西山　辰也

＜令和５年４月＞

ﾏｽｻﾞﾜ　ﾖﾘ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

ゲノム生物学

バイオサイエンス解析法Ⅰ

インダストリーと栄養

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

栄養と健康科学

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス演習Ⅱ

ＤＮＡテクノロジー

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅱ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ

増澤　依

＜令和５年４月＞

博士(農学)

栄養と健康科学

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

遺伝子とゲノムの情報学

オミクス解析学

植物のシグナル伝達

西山　辰也

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

分子間相互作用学

バイオサイエンス研究Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ 発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ

土屋　雄揮

＜令和５年４月＞

博士(理学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

ＤＮＡテクノロジー

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオインフォマティクス

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

ﾂﾁﾔ　ﾕｳｷ

土屋　雄揮

＜令和５年４月＞

分子間相互作用学

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

博士(理学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

微生物と植物実験Ⅲ

遺伝子とゲノムの情報学

オミクス解析学

植物のシグナル伝達

バイオインフォマティクス

バイオサイエンス研究Ⅰ

専 講師

ﾅｼﾏ　ｹﾝｼﾞ

専 講師

ﾂﾁﾔ　ﾕｳｷ ﾂﾁﾔ　ﾕｳｷ

基
（主
専）

講師

土屋　雄揮

＜令和５年４月＞

博士(理学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験 バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱバイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物機能利用学 微生物機能利用学

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

ﾂﾁﾔ　ﾕｳｷ

専

土屋　雄揮

＜令和５年４月＞

博士(理学)

バイオサイエンス入門

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオインフォマティクス

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

微生物機能利用学

奈島　賢児

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

西山　辰也

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

専 講師 専 講師 講師

ﾅｼﾏ　ｹﾝｼﾞ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱバイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡバイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

奈島　賢児

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

微生物と植物実験Ⅲ

遺伝子とゲノムの情報学

オミクス解析学

植物のシグナル伝達

ﾆｼﾔﾏ　ﾀﾂﾔ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

バイオインフォマティクス

ﾅｼﾏ　ｹﾝｼﾞ

専 講師

ﾆｼﾔﾏ　ﾀﾂﾔ

奈島　賢児

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

ﾏｽｻﾞﾜ　ﾖﾘ

専 講師
基

（主
専）

講師

微生物と植物実験Ⅲ

ﾏｽｻﾞﾜ　ﾖﾘ

分子間相互作用学

ＤＮＡテクノロジー

微生物と植物実験Ⅲ

増澤　依

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

バイオサイエンス入門

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

専 助教
基

（主
専）

助教

増澤　依

西山　辰也

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス入門

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス解析法Ⅲ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

分子間相互作用学

ＤＮＡテクノロジー

バイオサイエンス研究Ⅰ バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

バイオサイエンス体験

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

＜令和５年４月＞

博士(農学)

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオサイエンス演習Ⅲ

バイオサイエンス演習Ⅳ

バイオサイエンス英語Ⅰ

バイオサイエンス英語Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅠ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

微生物と植物実験Ⅰ

微生物と植物実験Ⅱ

専 助教

ﾆｼﾔﾏ　ﾀﾂﾔ

専 助教

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス研究Ⅰ

バイオサイエンス研究Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅰ

栄養と健康科学実験Ⅱ

栄養と健康科学実験Ⅲ

専 助教

ﾏｽｻﾞﾜ　ﾖﾘ

専 助教
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ｲﾉｳｴ　ﾀｶｼ

井上　貴史

物理学入門

井上　貴史

ｲﾉｳｴ　ﾀｶｼｲﾉｳｴ　ﾀｶｼ

兼担 教授
その
他

教授

日本を考える 日本を考える

ｺﾄﾞｳ　ﾄｼﾀｶ

歴史学入門 歴史学入門

日本の歴史 日本の歴史

自主創造の基礎 自主創造の基礎

小堂　俊孝

＜令和５年４月＞

教育学修士

兼担 教授

ｵｻﾞﾜ　ﾋﾛｶｽﾞ

兼担 教授

ｶﾈﾅｶ　ﾋﾛﾐ ｶﾈﾅｶ　ﾋﾛﾐ

その
他

教授

ｶﾍﾞﾔ　ﾋﾃﾞﾉﾘ ｶﾍﾞﾔ　ﾋﾃﾞﾉﾘ ｶﾍﾞﾔ　ﾋﾃﾞﾉﾘ

兼担 教授 兼担

教授 兼担 教授 兼担 教授
その
他

教授

ｸﾏｶﾞｲ　ﾋﾄﾐ

兼担

兼担 教授

教授
その
他

教授

兼担

その
他

教授
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

＜令和５年４月＞

文学修士

歴史学入門

日本の歴史

小堂　俊孝

博士(獣医学)

食品衛生学

黒滝　哲哉 黒滝　哲哉

＜令和５年４月＞

文学修士

歴史学入門

日本の歴史

＜令和５年４月＞

兼担

兼担 兼担

ｺﾄﾞｳ　ﾄｼﾀｶ

兼担 教授 教授

教授

ｸﾛﾀｷ　ﾃﾂﾔ

ｺﾄﾞｳ　ﾄｼﾀｶ

教授

兼担 教授
教育学修士

＜令和５年４月＞

博士(工学) 博士(工学) 博士(工学)

江頭　港

＜令和５年４月＞

博士(工学)

基礎化学

総合化学

地球環境を考える

化学概論Ⅱ

ｴｶﾞｼﾗ　ﾐﾅﾄ ｴｶﾞｼﾗ　ﾐﾅﾄ ｴｶﾞｼﾗ　ﾐﾅﾄ

教授

ｶﾈﾅｶ　ﾋﾛﾐ

兼担 教授

ｸﾏｶﾞｲ　ﾋﾄﾐ ｸﾏｶﾞｲ　ﾋﾄﾐ

兼担 教授
その
他

教授

ｸﾛﾀｷ　ﾃﾂﾔ ｸﾛﾀｷ　ﾃﾂﾔ

＜令和５年４月＞

文学修士

基礎化学

総合化学

ｴｶﾞｼﾗ　ﾐﾅﾄ

兼担 教授

化学実験

小川　健司

小沢　広和

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎力学 基礎力学 基礎力学 基礎力学

物理学演習 物理学演習 物理学演習

兼担 教授

ｲﾉｳｴ　ﾀｶｼ

兼担 教授

基礎化学 基礎化学

総合化学 総合化学

地球環境を考える 地球環境を考える

化学概論Ⅱ 化学概論Ⅱ

兼担 教授
その
他

教授

＜令和５年４月＞

小川　健司

江頭　港 江頭　港江頭　港

＜令和５年４月＞

井上　貴史

兼担 教授

ｳｴﾀﾞ　ｼﾝｺﾞ

兼担 教授

＜令和５年４月＞

博士(農学)

兼担 教授

地球環境を考える

化学概論Ⅱ

兼担 教授

ｵｶﾞﾜ　ｹﾝｼﾞ

兼担 教授

創薬科学

＜令和７年４月＞

博士(農学)

井上　貴史

創薬科学

ｳｴﾀﾞ　ｼﾝｺﾞ

総合化学 総合化学

地球環境を考える 地球環境を考える

化学実験 化学実験

上田　眞吾

総合化学

物理学概論Ⅱ

物理学実験

ｳｴﾀﾞ　ｼﾝｺﾞ

兼担 教授
基礎化学

物理学演習

物理学概論Ⅰ 物理学概論Ⅰ 物理学概論Ⅰ 物理学概論Ⅰ

物理学概論Ⅱ 物理学概論Ⅱ 物理学概論Ⅱ

ｳｴﾀﾞ　ｼﾝｺﾞ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞＜令和５年４月＞

博士(理学) 博士(理学) 博士(理学) 博士(理学)

物理学入門 物理学入門物理学入門

上田　眞吾

＜令和５年４月＞

博士(農学)

基礎化学

上田　眞吾 上田　眞吾

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

基礎化学 基礎化学

ｵｶﾞﾜ　ｹﾝｼﾞ

小川　健司

＜令和７年４月＞

ｵｻﾞﾜ　ﾋﾛｶｽﾞ

化学実験 化学実験

兼担 教授

ｵｶﾞﾜ　ｹﾝｼﾞ

その
他

教授

化学実験

ｵｶﾞﾜ　ｹﾝｼﾞ

小川　健司

＜令和７年４月＞

博士(農学)

創薬科学

ｵｻﾞﾜ　ﾋﾛｶｽﾞｵｻﾞﾜ　ﾋﾛｶｽﾞ

その
他

教授

総合化学

地球環境を考える

化学実験

地球環境を考える

化学実験

＜令和７年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

小沢　広和 小沢　広和 小沢　広和

創薬科学

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎地球科学

総合地球科学

＜令和５年４月＞

英語ⅢＢ

小堂　俊孝

＜令和５年４月＞

教育学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ 英語ⅢＢ

壁谷　英則 壁谷　英則

＜令和７年４月＞

＜令和６年４月＞

＜令和７年４月＞

博士(獣医学)

食品衛生学

熊谷　日登美 熊谷　日登美

＜令和６年４月＞

農学博士 農学博士

食と健康科学 食と健康科学

基礎地球科学 基礎地球科学

地学概論Ⅰ

総合地球科学 総合地球科学

地学概論Ⅰ 地学概論Ⅰ 地学概論Ⅰ

地学概論Ⅱ

地学実験

ｶﾈﾅｶ　ﾋﾛﾐ

英語ⅠＢ

地学概論Ⅱ

地学実験

兼中　裕美 兼中　裕美

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

英語ⅡＡ 英語ⅡＡ 英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

地学概論Ⅱ地学概論Ⅱ

地学実験 地学実験

兼担 教授
その
他

教授

＜令和５年４月＞

兼中　裕美

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

基礎地球科学

総合地球科学

食品衛生学

熊谷　日登美

＜令和６年４月＞

農学博士

食と健康科学

黒滝　哲哉

英語ⅢＡ 英語ⅢＡ

博士(理学) 博士(理学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

文学修士 文学修士

英語ⅠＡ 英語ⅠＡ 英語ⅠＡ

英語ⅠＢ 英語ⅠＢ

兼中　裕美

英語ⅠＢ

英語ⅡＢ

壁谷　英則

＜令和７年４月＞

英語ⅢＢ 英語ⅢＢ

ｶﾍﾞﾔ　ﾋﾃﾞﾉﾘ

壁谷　英則

＜令和７年４月＞

博士(獣医学)

＜令和６年４月＞

農学博士

博士(獣医学)

食品衛生学

ｸﾏｶﾞｲ　ﾋﾄﾐ

熊谷　日登美

＜令和５年４月＞

文学修士

食と健康科学

ｸﾛﾀｷ　ﾃﾂﾔ

黒滝　哲哉

文学修士

＜令和５年４月＞

英語ⅠＡ

9



＜令和５年４月＞

文学修士

長谷川　正江

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅢＢ

髙橋（杉）　恭子

＜令和７年４月＞

博士(農学)

アレルギーの科学

瀧澤　英紀

＜令和５年４月＞

博士(農学)

生物資源科学概論

難波　謙二

＜令和５年４月＞

博士(理学) 博士(理学)

基礎生物学 基礎生物学 基礎生物学基礎生物学

総合生物学 総合生物学

長谷川　正江 長谷川　正江 長谷川　正江

＜令和５年４月＞

経済学士

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ科学

西村　知良

＜令和５年４月＞

文学修士文学修士

日本語表現の基礎

日本の文学

濱田　龍義

＜令和５年４月＞

博士(理学)

解析学

線形代数

データサイエンスの基礎

情報科学

＜令和５年４月＞

ﾆｼﾑﾗ　ﾄﾓﾖｼ

その
他

英語ⅡＡ 英語ⅡＡ

英語ⅡＢ 英語ⅡＢ

英語ⅢＡ 英語ⅢＡ

渋谷　久

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

Ph.D.(米国) Ph.D.(米国)

＜令和５年４月＞

Ph.D.(米国)

海外フィールド実習 海外フィールド実習 海外フィールド実習

清水（草苅）　みゆき 清水（草苅）　みゆき

ｻｶﾓﾄ　ｸﾐｺ

阪本　久美子

英語ⅢＢ 英語ⅢＢ

ｼﾌﾞﾔ　ﾋｻｼ

博士(農学)

博士(農学)

アレルギーの科学

ﾀｷｻﾞﾜ　ﾋﾃﾞｷ

瀧澤　英紀

博士(理学)

渋谷　久

ｼﾐｽﾞ（ｸｻｶﾘ）　ﾐﾕｷ

生物資源科学概論

ｽｴ　ﾀｶｼ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

生物資源科学概論

須江　隆 須江　隆

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(文学)

歴史学入門

世界の歴史

生物資源科学概論

自主創造の基礎

日本を考える

博士(経済学)

経済学入門

博士(文学)

歴史学入門

世界の歴史

生物資源科学概論

自主創造の基礎

日本を考える

菅沼　桂子

＜令和５年４月＞

英語ⅠＡ

ｽﾅｶﾞ　ﾕﾀｶ

須永　豊

＜令和５年４月＞

髙橋（杉）　恭子

＜令和７年４月＞

博士(農学)

ﾆｼﾑﾗ　ﾄﾓﾖｼ

西村　知良

＜令和５年４月＞

ﾊｾｶﾞﾜ　ﾏｻｴ

日本語表現の基礎

日本の文学

ﾊﾏﾀﾞ　ﾀﾂﾖｼ

英語ⅠＢ

ﾀｶﾊｼ（ｽｷﾞ）　ｷｮｳｺ

髙橋（杉）　恭子

＜令和７年４月＞

＜令和５年４月＞

生物資源科学概論

濱田　龍義

＜令和５年４月＞

博士(理学)

線形代数

データサイエンスの基礎

情報科学

ｽﾅｶﾞ　ﾕﾀｶ ｽﾅｶﾞ　ﾕﾀｶ

教授 兼担 教授

ｽｴ　ﾀｶｼ

その
他

教授

ｽｶﾞﾇﾏ　ｹｲｺ

兼担

兼担 教授 教授

教授

ｽﾅｶﾞ　ﾕﾀｶ

経済と現代社会

Master of Arts in African-American World Studies(米国)

須永　豊

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授

ｻｶﾓﾄ　ｸﾐｺ

教授 兼担 教授
その
他

教授

ｼﾌﾞﾔ　ﾋｻｼ

兼担

兼担 教授 教授

教授

ｼﾐｽﾞ（ｸｻｶﾘ）　ﾐﾕｷ

教授

ｽｴ　ﾀｶｼ

ｽｶﾞﾇﾏ　ｹｲｺ ｽｶﾞﾇﾏ　ｹｲｺ

＜令和７年４月＞

博士(農学)

アレルギーの科学

瀧澤　英紀

＜令和５年４月＞

博士(農学)

生物資源科学概論

難波　謙二

英語ⅢＢ

渋谷　久

清水（草苅）　みゆき

＜令和５年４月＞

博士(農学)

生物資源科学概論

須江　隆

＜令和５年４月＞

博士(文学)

＜令和５年４月＞

Master of Arts in African-American World Studies(米国)

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

難波　謙二

歴史学入門

世界の歴史

生物資源科学概論

自主創造の基礎

日本を考える

菅沼　桂子

＜令和５年４月＞

博士(経済学)

経済学入門

経済と現代社会

須永　豊

＜令和５年４月＞

Master of Arts in African-American World Studies(米国)

ｻｶﾓﾄ　ｸﾐｺ

ｼﾌﾞﾔ　ﾋｻｼ

その
他

教授

ｼﾐｽﾞ（ｸｻｶﾘ）　ﾐﾕｷ

その
他

教授

阪本　久美子

教授

ﾆｼﾑﾗ　ﾄﾓﾖｼ

教授

講師

ﾊｾｶﾞﾜ　ﾏｻｴ

ﾊﾏﾀﾞ　ﾀﾂﾖｼ

その
他

教授

講師

髙橋（杉）　恭子

ﾊｾｶﾞﾜ　ﾏｻｴ

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

教授

教授

教授

教授

教授

教授

ｻｶﾓﾄ　ｸﾐｺ

ｼﾌﾞﾔ　ﾋｻｼ

ｼﾐｽﾞ（ｸｻｶﾘ）　ﾐﾕｷ

兼担

兼担兼担

ｽｴ　ﾀｶｼ

ﾆｼﾑﾗ　ﾄﾓﾖｼ

兼担

兼担

ﾊｾｶﾞﾜ　ﾏｻｴ

ﾊﾏﾀﾞ　ﾀﾂﾖｼ

＜令和５年４月＞

博士(理学)

ﾊﾏﾀﾞ　ﾀﾂﾖｼ

教授

兼担 教授

兼担 教授

兼担

兼担
その
他

教授

ﾀｶﾊｼ（ｽｷﾞ）　ｷｮｳｺ

教授

ﾀｷｻﾞﾜ　ﾋﾃﾞｷ

教授兼担

兼担 教授

ﾅﾝﾊﾞ　ｹﾝｼﾞ

教授

ﾅﾝﾊﾞ　ｹﾝｼﾞ

ﾀｶﾊｼ（ｽｷﾞ）　ｷｮｳｺ

ﾀｷｻﾞﾜ　ﾋﾃﾞｷ

その
他

その
他

阪本　久美子 阪本　久美子

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

Ph.D. in English(英国) Ph.D. in English(英国)

英語ⅠＡ

経済学士

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ科学

西村　知良

＜令和５年４月＞

日本語表現の基礎 日本語表現の基礎

日本の文学 日本の文学

日本語Ⅱ

＜令和５年４月＞

博士(理学)

日本語Ⅱ

濱田　龍義 濱田　龍義

＜令和５年４月＞

博士(理学)

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

Ph.D. in English(英国)Ph.D. in English(英国)

英語ⅠＡ 英語ⅠＡ

英語ⅠＢ 英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

渋谷　久

＜令和５年４月＞

Ph.D.(米国)

海外フィールド実習

清水（草苅）　みゆき

＜令和５年４月＞

博士(農学)

生物資源科学概論

須江　隆

＜令和５年４月＞

博士(文学)

歴史学入門

世界の歴史

生物資源科学概論

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

菅沼　桂子

＜令和５年４月＞

博士(経済学)

経済学入門

経済と現代社会

須永　豊

＜令和５年４月＞

Master of Arts in African-American World Studies(米国)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

解析学 解析学

線形代数 線形代数

データサイエンスの基礎 データサイエンスの基礎

情報科学情報科学

アレルギーの科学

瀧澤　英紀

＜令和５年４月＞

博士(農学)

生物資源科学概論

＜令和５年４月＞

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ科学

西村　知良

総合生物学 総合生物学

兼担

ﾀｶﾊｼ（ｽｷﾞ）　ｷｮｳｺ

教授

ﾀｷｻﾞﾜ　ﾋﾃﾞｷ

教授

ﾅﾝﾊﾞ　ｹﾝｼﾞ

兼担

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授

経済学士

スポーツ実技Ⅰ

その
他

教授

兼任

兼担 教授
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博士(医学)

スポーツ実技Ⅰ

＜令和７年４月＞

博士(農学)

スポーツと健康科学

松橋　明宏

＜令和５年４月＞

＜令和５年４月＞

博士(農学)

生物資源科学概論 生物資源科学概論

細野　朗 細野　朗 細野　朗

福島　英登

細野　朗

＜令和７年４月＞ ＜令和７年４月＞

博士(農学)

スポーツと健康科学

＜令和５年４月＞

博士(医学) 博士(医学)

スポーツ実技Ⅰ スポーツ実技Ⅰ

兼担 教授

ボランティア論

自主創造の基礎

日本を考える

山﨑　純

＜令和５年４月＞

文学博士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

薬学博士

サプリメントと薬理学

横山　安紀子

＜令和５年４月＞

文学博士

丸山　智幸

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

理学博士

物理学入門

基礎力学

物理学実験

森　長秀

＜令和５年４月＞

修士(法学)

法学入門

日本国憲法

現代社会と福祉

ボランティア論

自主創造の基礎

山﨑　純

兼担 教授

兼担 教授

ﾖｺﾔﾏ　ｱｷｺ

その
他

その
他

教授

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

ｷﾀﾜｷ　ﾐﾁﾖ

＜令和５年４月＞

博士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾅｵｷ

近藤　直樹

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｻｻﾀﾞ　ｶﾂﾋﾛ

笹田　勝寛

＜令和５年４月＞

博士(農学)

生物資源科学概論

ｼｻﾞﾜ　ﾔｽﾋｺ

志澤　泰彦

＜令和５年４月＞

修士(農学)

基礎化学

化学概論Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ スポーツ実技Ⅱ

松橋　明宏

日本国憲法

現代社会と福祉

＜令和７年４月＞

薬学博士

サプリメントと薬理学

スポーツ科学 スポーツ科学

丸山　智幸

ﾏﾂﾊｼ　ｱｷﾋﾛ

ﾏﾙﾔﾏ　ﾄﾓﾕｷ

ﾓﾘ　ﾅｶﾞﾋﾃﾞ

ﾔﾏｻﾞｷ　ｼﾞｭﾝ

ﾖｺﾔﾏ　ｱｷｺ

ﾌｸｼﾏ　ﾋﾃﾞﾄ

福島　英登

＜令和５年４月＞

博士(農学)

ﾎｿﾉ　ｱｷﾗ

英語ⅢＢ

＜令和５年４月＞

理学博士

物理学入門

基礎力学

物理学実験

森　長秀

＜令和５年４月＞

修士(法学)

法学入門

横山　安紀子

北脇　実千代

＜令和５年４月＞

文学博士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

北脇　実千代

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

兼担 准教授

ｻｻﾀﾞ　ｶﾂﾋﾛ

兼担 准教授

生物資源科学概論

＜令和５年４月＞

修士(農学)

＜令和５年４月＞

博士(農学)

兼担 准教授

ｼｻﾞﾜ　ﾔｽﾋｺ

兼担 准教授

基礎化学

化学概論Ⅰ

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担 教授

ﾎｿﾉ　ｱｷﾗ

その
他

教授＜令和７年４月＞

博士(農学)

スポーツと健康科学

教授

教授

教授

教授

教授

教授

准教授

教授

ﾏﾂﾊｼ　ｱｷﾋﾛ

ﾏﾙﾔﾏ　ﾄﾓﾕｷ

ﾔﾏｻﾞｷ　ｼﾞｭﾝ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

＜令和５年４月＞

博士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

ﾌｸｼﾏ　ﾋﾃﾞﾄ

兼担

兼担

スポーツ実技Ⅱ

丸山　智幸

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ 英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

兼担

日本を考える

山﨑　純

＜令和７年４月＞

薬学博士

サプリメントと薬理学

横山　安紀子

＜令和５年４月＞

文学博士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

松橋　明宏

＜令和５年４月＞

博士(医学)

スポーツ実技Ⅰ

丸山　智幸

＜令和５年４月＞

理学博士

物理学入門

基礎力学

物理学実験

森　長秀

＜令和５年４月＞

修士(法学)

法学入門

日本国憲法

現代社会と福祉

ボランティア論

山﨑　純

＜令和７年４月＞

薬学博士

サプリメントと薬理学

横山　安紀子

兼担

兼担 教授

教授

＜令和５年４月＞

博士(農学)

ﾔﾏｻﾞｷ　ｼﾞｭﾝ ﾔﾏｻﾞｷ　ｼﾞｭﾝ

福島　英登 福島　英登

＜令和５年４月＞

博士(農学)

教授

ﾏﾂﾊｼ　ｱｷﾋﾛ

兼担

化学概論Ⅰ 化学概論Ⅰ

兼担 教授

ﾖｺﾔﾏ　ｱｷｺ

教授

ｷﾀﾜｷ　ﾐﾁﾖ

教授

ﾏﾂﾊｼ　ｱｷﾋﾛ

兼担 教授

＜令和５年４月＞

博士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

ｷﾀﾜｷ　ﾐﾁﾖ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

ﾖｺﾔﾏ　ｱｷｺ

ｷﾀﾜｷ　ﾐﾁﾖ

修士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

ﾏﾙﾔﾏ　ﾄﾓﾕｷ

ﾓﾘ　ﾅｶﾞﾋﾃﾞ ﾓﾘ　ﾅｶﾞﾋﾃﾞ ﾓﾘ　ﾅｶﾞﾋﾃﾞ

博士(農学)

スポーツと健康科学

ﾎｿﾉ　ｱｷﾗ

近藤　直樹

＜令和５年４月＞

博士(農学)

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｻｻﾀﾞ　ｶﾂﾋﾛ

その
他

准教授

笹田　勝寛

生物資源科学概論

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

その
他

教授

兼担

兼担 教授

兼担 教授

その
他

教授

＜令和５年４月＞

博士(文学)

北脇　実千代

ﾌｸｼﾏ　ﾋﾃﾞﾄ

その
他

教授

ﾌｸｼﾏ　ﾋﾃﾞﾄ

兼担 教授

ﾎｿﾉ　ｱｷﾗ

ﾏﾙﾔﾏ　ﾄﾓﾕｷ

その
他

教授

その
他

教授

その
他

教授

教授

兼担 准教授

生物資源科学概論 生物資源科学概論

理学博士

物理学入門

基礎力学

物理学実験

森　長秀

＜令和５年４月＞

修士(法学)

法学入門

日本国憲法

現代社会と福祉

ボランティア論

自主創造の基礎

日本を考える

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

北脇　実千代

＜令和７年４月＞

スポーツ実技Ⅱ

松橋　明宏

＜令和５年４月＞

兼担 教授

兼担 准教授

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾅｵｷ

兼担 准教授

笹田　勝寛

志澤　泰彦

ｼｻﾞﾜ　ﾔｽﾋｺ

志澤　泰彦

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

生物資源科学概論

ｼｻﾞﾜ　ﾔｽﾋｺ

兼担 准教授

志澤　泰彦

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾅｵｷ

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

兼担 教授

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾅｵｷ

近藤　直樹

＜令和５年４月＞

博士(農学)

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｻｻﾀﾞ　ｶﾂﾋﾛ

兼担 准教授

笹田　勝寛

近藤　直樹

＜令和５年４月＞

修士(農学) 修士(農学)

基礎化学 基礎化学

その
他

准教授
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博士(薬学)

生物資源科学概論

サプリメントと薬理学

赤嶺　新太郎

ﾀｹﾏﾀ　ﾄｼﾛｳ

竹俣　壽郎

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ科学

自主創造の基礎

ﾅｶﾞｻﾜ　ﾌﾐｺ

＜令和５年４月＞

博士(数理学)

＜令和５年４月＞

博士(薬学)

生物資源科学概論

サプリメントと薬理学

赤嶺　新太郎

錦織　千鶴

解析学 解析学

線形代数 線形代数

ｽｶﾞ　ﾏｲｺ

須賀　真以子

＜令和５年４月＞

博士(人文科学)

日本語Ⅰ

日本語表現の基礎

統計学入門

推計学入門

解析学

線形代数

須賀　真以子

＜令和５年４月＞

日本語表現の基礎 日本語表現の基礎

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

日本の文学

自主創造の基礎

Colm Smyth

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Applied Linguistics（英国）

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

竹内　寛彦

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎生物学

総合生物学

博士(人文科学) 博士(人文科学)

日本語Ⅰ 日本語Ⅰ

長澤　郁子

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

自主創造の基礎

統計学入門

推計学入門

ﾅｶﾑﾗ　ﾄｸﾋﾛ

ﾔﾏｼﾀ　ﾏｻﾐﾁ

ｱｶﾐﾈ　ｼﾝﾀﾛｳ

博士(数理学) 博士(数理学)

統計学入門

推計学入門

須賀　真以子

中村　篤博

＜令和５年４月＞

博士(薬学)

生物資源科学概論

サプリメントと薬理学

赤嶺　新太郎

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎化学

総合化学

山下　正道

＜令和５年４月＞

中村　篤博

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎化学

総合化学

＜令和５年４月＞

山下　正道

＜令和５年４月＞

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

Colm Smyth Colm Smyth

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Applied Linguistics（英国）

英語ⅣＡ 英語ⅣＡ

英語ⅣＢ 英語ⅣＢ

竹内　寛彦 竹内　寛彦

＜令和７年４月＞

自主創造の基礎

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Applied Linguistics（英国）

錦織　千鶴

＜令和５年４月＞

博士(生物資源科学) 博士(生物資源科学)

病態生化学 病態生化学

錦織　千鶴

スポーツ実技Ⅱ

＜令和５年４月＞

修士(教育学) 修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

＜令和５年４月＞

山内　綾子 山内　綾子

＜令和５年４月＞

ﾔﾏｳﾁ　ｱﾔｺ

中村　篤博

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎化学

総合化学

山下　正道

基礎生物学

総合生物学

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(理学) 博士(理学)

基礎生物学

総合生物学

中西　祐輔

＜令和７年４月＞

生物学概論Ⅰ 生物学概論Ⅰ

生物学概論Ⅱ 生物学概論Ⅱ

生物学実験 生物学実験

中西　祐輔

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

山内　綾子

＜令和５年４月＞

Master of Arts in TESOl(米国)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

線形代数

日本の文学 日本の文学

ﾆｼｺﾘ　ﾁﾂﾞﾙ

錦織　千鶴

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

＜令和５年４月＞

スポーツ実技Ⅱ

山内　綾子

＜令和５年４月＞

Master of Arts in TESOl(米国)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

兼担

兼担

Master of Arts in TESOl(米国)

英語ⅠＡ

須賀　真以子

＜令和５年４月＞

博士(人文科学)

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語表現の基礎

兼担 准教授

兼担 講師

自主創造の基礎

Master of Arts in TESOl(米国)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ 英語ⅠＢ

英語ⅡＡ 英語ⅡＡ

英語ⅡＢ英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

中西　祐輔

＜令和７年４月＞

博士(生物資源科学)

病態生化学

日本の文学

自主創造の基礎

ｽﾐｽ･ｺﾙﾑ

Colm Smyth

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Applied Linguistics（英国）

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ﾀｹｳﾁ　ﾋﾛﾋｺ

竹内　寛彦

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎生物学

総合生物学

ﾅｶﾆｼ　ﾕｳｽｹ

中西　祐輔

＜令和７年４月＞

博士(生物資源科学)

病態生化学

スポーツ実技Ⅰ

兼担 講師 講師

兼担 講師

ｽｶﾞ　ﾏｲｺ

講師

ｽﾐｽ･ｺﾙﾑｽﾐｽ･ｺﾙﾑ

ﾀｹｳﾁ　ﾋﾛﾋｺ

兼担 准教授

ﾀｹｳﾁ　ﾋﾛﾋｺ

兼担 准教授
その
他

准教授

ｽｶﾞ　ﾏｲｺ

兼担 講師 兼担 准教授

講師

ﾅｶﾆｼ　ﾕｳｽｹ

兼担

兼担 講師

兼担 講師 兼担 講師

ﾅｶﾆｼ　ﾕｳｽｹ ﾅｶﾆｼ　ﾕｳｽｹ

その
他

講師

その
他

准教授

ｽﾐｽ･ｺﾙﾑ

ﾀｹｳﾁ　ﾋﾛﾋｺ

講師

ﾆｼｺﾘ　ﾁﾂﾞﾙ ﾆｼｺﾘ　ﾁﾂﾞﾙ ﾆｼｺﾘ　ﾁﾂﾞﾙ

兼担 兼担 講師 兼担 講師
その
他

准教授

ﾔﾏｳﾁ　ｱﾔｺ ﾔﾏｳﾁ　ｱﾔｺ

兼担 講師 兼担 講師
その
他

講師

ﾔﾏｳﾁ　ｱﾔｺ

竹俣　壽郎

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

長澤　郁子

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ科学

兼担 准教授

ﾅｶﾞｻﾜ　ﾌﾐｺ

兼担 准教授

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

准教授

ﾅｶﾑﾗ　ﾄｸﾋﾛ

兼担 准教授

ﾔﾏｼﾀ　ﾏｻﾐﾁ

兼担 准教授

ﾀｹﾏﾀ　ﾄｼﾛｳ

兼担 准教授

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

兼担 准教授
その
他

准教授

ﾔﾏｼﾀ　ﾏｻﾐﾁ

兼担

兼担 講師

兼担 講師

ｱｶﾐﾈ　ｼﾝﾀﾛｳ ｱｶﾐﾈ　ｼﾝﾀﾛｳ ｱｶﾐﾈ　ｼﾝﾀﾛｳ

兼担 准教授 兼担 准教授

ﾔﾏｼﾀ　ﾏｻﾐﾁ

兼担 准教授

その
他

その
他

准教授

その
他

講師

ｽｶﾞ　ﾏｲｺ

講師

ﾅｶﾑﾗ　ﾄｸﾋﾛ ﾅｶﾑﾗ　ﾄｸﾋﾛ

中村　篤博

＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎化学

総合化学

地球環境を考える

山下　正道

＜令和５年４月＞

博士(薬学)

生物資源科学概論

サプリメントと薬理学

赤嶺　新太郎

＜令和５年４月＞

博士(数理学)

統計学入門

推計学入門

解析学

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ科学

ﾅｶﾞｻﾜ　ﾌﾐｺ

兼担 准教授

長澤　郁子

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

兼担 准教授

ﾀｹﾏﾀ　ﾄｼﾛｳ

その
他

准教授

竹俣　壽郎

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

ﾅｶﾞｻﾜ　ﾌﾐｺ

その
他

教授

長澤　郁子

ﾀｹﾏﾀ　ﾄｼﾛｳ

竹俣　壽郎

＜令和５年４月＞

修士(教育学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ科学

自主創造の基礎
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スポーツ実技Ⅳ

自主創造の基礎 自主創造の基礎

鳥山　正晴

日本を考える

ｿｺﾛﾜﾔﾏｼﾀ　ｷﾖﾐ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

学士（芸術） 学士（芸術）

博士（芸術学）

日本を考える

鍋本　由徳 鍋本　由徳

ﾄﾘﾔﾏ　ﾏｻﾊﾙ

鳥山　正晴

スポーツ実技Ⅲ スポーツ実技Ⅲ

スポーツ実技Ⅳ

ﾖｼﾀﾞ（ﾂﾁﾔ）　 ｶｼﾐ

日本を考える

＜令和５年４月＞

博士(学術)

生命倫理

生命とバイオの倫理

難波　皓平

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ実技Ⅳ

＜令和５年４月＞

修士(人間科学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

スポーツ実技Ⅳ

＜令和５年４月＞

日本を考える

ソコロワ山下　聖美 ソコロワ山下　聖美

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士（芸術学）

博士(学術)

生命倫理

生命とバイオの倫理

倫理学入門

＜令和５年４月＞

修士（文学）

日本を考える

吉田（土屋）　一史美

修士（工学）

日本を考える

＜令和５年４月＞

博士（政治学）

日本を考える

＜令和５年４月＞

博士（文学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

＜令和５年４月＞

修士（人間科学）

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ実技Ⅲ

＜令和５年４月＞

博士(学術)

データサイエンスの基礎

情報科学

＜令和５年４月＞

鳥山　正晴

＜令和５年４月＞

学士（芸術）

日本を考える

ソコロワ山下　聖美

＜令和５年４月＞

博士（芸術学）

日本を考える

＜令和５年４月＞

修士（文学）

日本を考える

ﾅﾍﾞﾓﾄ　ﾖｼﾉﾘ

鍋本　由徳

＜令和５年４月＞

修士（文学）

日本を考える

ﾂﾈｶﾜ　ﾅｵｷ

倫理学の現在

ﾅﾝﾊﾞ　ｺｳﾍｲ

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

難波　皓平

＜令和５年４月＞

修士(人間科学) 修士(人間科学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

兼担

＜令和５年４月＞

博士（政治学）

日本を考える

博士（政治学）

日本を考える

吉田（土屋）　一史美 吉田（土屋）　一史美

博士(学術)

生命倫理

生命とバイオの倫理

日本を考える

難波　皓平

吉田（土屋）　一史美

ﾏｼﾞﾏ　ｱｷｺ

真島　顕子 真島　顕子 真島　顕子

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士（文学） 博士（文学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

恒川　直樹

＜令和５年４月＞

博士(農学)

自主創造の基礎

総合生物学

ﾏﾂﾀﾞ　ﾄｼｺ

松田　淑子

＜令和５年４月＞

修士（教育学）

自主創造の基礎

ﾐﾅﾐｻﾜ　ﾋﾛｱｷ

南澤　宏明

＜令和５年４月＞

博士(工学)

日本を考える

渡邉　志

ｲｼｶﾜ　ﾓﾄﾔｽ

渡邉　志

＜令和５年４月＞

博士(学術)

データサイエンスの基礎

＜令和５年４月＞

石川　元康 石川　元康 石川　元康

＜令和５年４月＞

修士（工学） 修士（工学）

日本を考える 日本を考える

ﾀｷｶﾞﾜ　ｼｭｳｺﾞ

瀧川　修吾 瀧川　修吾瀧川　修吾

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ 英語ⅡＢ

英語ⅢＡ 英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

＜令和５年４月＞

英語ⅢＢ

ｻｲﾄｳ　ﾏｻｼ

齊藤　将士 齊藤　将士 齊藤　将士

＜令和５年４月＞

修士（人間科学） 修士（人間科学）

スポーツ実技Ⅰ スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ スポーツ実技Ⅱ

自主創造の基礎

スポーツ実技Ⅳ

自主創造の基礎

スポーツ実技Ⅳ

講師

＜令和５年４月＞

ﾖｼﾀﾞ（ﾂﾁﾔ）　 ｶｼﾐ ﾖｼﾀﾞ（ﾂﾁﾔ）　 ｶｼﾐ

ﾅﾝﾊﾞ　ｺｳﾍｲ

ﾖｼﾀﾞ（ﾂﾁﾔ）　 ｶｼﾐ

その
他

講師

ﾅﾝﾊﾞ　ｺｳﾍｲ

兼担 助教 兼担 助教
その
他

助教

ﾄﾘﾔﾏ　ﾏｻﾊﾙ ﾄﾘﾔﾏ　ﾏｻﾊﾙ

兼担

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞＜令和５年４月＞

博士(学術)

生命倫理

生命とバイオの倫理

兼担 講師 兼担 講師

助教

ﾅﾝﾊﾞ　ｺｳﾍｲ

ｿｺﾛﾜﾔﾏｼﾀ　ｷﾖﾐ ｿｺﾛﾜﾔﾏｼﾀ　ｷﾖﾐ

その
他

教授

ﾅﾍﾞﾓﾄ　ﾖｼﾉﾘ

兼担 教授 兼担 教授
その
他

教授

兼担 教授 兼担 教授

ﾅﾍﾞﾓﾄ　ﾖｼﾉﾘ

自主創造の基礎 自主創造の基礎

総合生物学

恒川　直樹

＜令和５年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

ﾂﾈｶﾜ　ﾅｵｷ ﾂﾈｶﾜ　ﾅｵｷ

兼担 教授 兼担 教授
その
他

教授

難波　皓平

＜令和５年４月＞

修士(人間科学)

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

兼担 准教授

その
他

講師兼担 講師 兼担 講師

ｻｲﾄｳ　ﾏｻｼ

その
他

准教授

その
他

准教授

ｲｼｶﾜ　ﾓﾄﾔｽ ｲｼｶﾜ　ﾓﾄﾔｽ

兼担 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｻﾄｼ

兼担 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｻﾄｼ

兼担 准教授 兼担 准教授

ﾀｷｶﾞﾜ　ｼｭｳｺﾞ

ﾏｼﾞﾏ　ｱｷｺ

兼担 准教授

ｻｲﾄｳ　ﾏｻｼ

兼担 准教授 兼担 教授

ﾀｷｶﾞﾜ　ｼｭｳｺﾞ

その
他

教授

ﾏｼﾞﾏ　ｱｷｺ

英語ⅡＡ

＜令和５年４月＞

ﾏﾂﾀﾞ　ﾄｼｺ ﾏﾂﾀﾞ　ﾄｼｺ

松田　淑子

＜令和５年４月＞

兼担 教授 兼担 教授
その
他

教授

恒川　直樹

その
他

教授

修士（教育学） 修士（教育学）

自主創造の基礎 自主創造の基礎

ﾐﾅﾐｻﾜ　ﾋﾛｱｷ

＜令和５年４月＞

ﾐﾅﾐｻﾜ　ﾋﾛｱｷ

兼担 教授 兼担 教授

松田　淑子

教授

南澤　宏明

＜令和５年４月＞

博士(工学)

日本を考える

＜令和５年４月＞

博士(工学)

日本を考える

兼担 兼担 教授
その
他

教授

南澤　宏明
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＜令和５年４月＞

博士（農学）

有機化学

＜令和５年４月＞

ｱｷﾀ　ｶｴ

小林　孝行

＜令和６年４月＞

博士(農学)

分析化学

高野　和彰 高野　和彰

＜令和５年４月＞

ﾀｶﾉ　ｶｽﾞｱｷ

高野　和彰

＜令和５年４月＞

博士（芸術学）

山口　勇将

博士（芸術学）

日本を考える

山口　勇将

＜令和５年４月＞

博士（農学）

有機化学

博士（芸術学）

日本を考える

ﾔﾏｸﾞﾁ　ﾕｳｽｹ

総合化学

地球環境を考える

生物学実験

ｵｶﾊﾞﾔｼ　ｻﾄｷ

岡林　識起

＜令和６年４月＞

化学実験

日本を考える

ﾔﾏｸﾞﾁ　ﾕｳｽｹ

山口　勇将

＜令和５年４月＞

博士（農学）

有機化学

博士（生命科学）

基礎生物学

総合生物学

自主創造の基礎

生物学概論Ⅰ

生物学概論Ⅱ

秋田　佳恵

＜令和６年４月＞

博士（理学）

基礎化学

＜令和７年４月＞

文学修士

データサイエンスの世界

ｼﾉﾀﾞ ﾏｻﾐﾁ

篠田　雅路

＜令和７年４月＞

博士（医学）

データサイエンスの世界

ﾄｳﾔﾏ ﾀｹｼ

遠山　岳史

ｵｵｸﾏ ﾔｽﾉﾘ

大熊　康典

＜令和７年４月＞

博士（理学）

データサイエンスの世界

ｺｶﾞ ﾄｵﾙ

古賀　徹

データサイエンスの世界

ｻｶﾓﾄ ﾘｷﾔ

坂本　力也

＜令和７年４月＞

＜令和７年４月＞

博士（教育学）

法学修士，比較法学修士

データサイエンスの世界

ｻﾄｳ ﾕｳｽｹ

佐藤　佑介

＜令和７年４月＞

博士（工学）

野村　正弘

＜令和７年４月＞

（理学修士）

自主創造の基礎

ｵｵｻﾜ ﾏｻﾋｺ

大澤　正彦

データサイエンスの世界

＜令和７年４月＞

博士（工学）

データサイエンスの世界

ノムラ　マサヒロ

その
他

講師

兼担 准教授

ｱｷﾀ　ｶｴ

兼担 講師
その
他

講師

秋田　佳恵

＜令和６年４月＞

博士（生命科学）

基礎生物学

総合生物学

自主創造の基礎

生物学概論Ⅰ

ﾀｶﾉ　ｶｽﾞｱｷ ﾀｶﾉ　ｶｽﾞｱｷ

ﾔﾏｸﾞﾁ　ﾕｳｽｹ

兼担 講師 兼担 講師

兼担 講師 兼担 講師
その
他

准教授

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾀｶﾕｷ

生物学概論Ⅱ

生物学実験

ｵｶﾊﾞﾔｼ　ｻﾄｷ

博士（理学）

基礎化学
兼担 講師

その
他

講師

岡林　識起

＜令和６年４月＞

鈴木　祥平

＜令和６年４月＞

博士（観光科学）

総合化学

地球環境を考える

兼担 講師

ｽｽﾞｷ　ｼｮｳﾍｲ

統計学入門

情報科学

その
他

教授

その
他

教授

その
他

教授

その
他

教授

その
他

教授

その
他

教授

その
他

その
他

教授

准教授
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ｶﾒｲ ｼﾝﾉｽｹ

亀井　真之介

＜令和７年４月＞

＜令和７年４月＞

修士（芸術学）

博士（工学）

日本を考える

ｺﾔﾏ ｼｮｳﾀ

小山　正太

＜令和７年４月＞

日本を考える

ｼﾞｪｰｺﾞ ｴﾘｯｸ ﾊｼﾞﾒ

JEGO ERIC HAJIME

＜令和７年４月＞

修士（応用言語学）

データサイエンスの世界

ﾅｶﾔﾏ　ﾋﾛﾏｻ

中山　洋将

情報科学

博士（理学）

解析学

データサイエンスの基礎

ﾅｶﾑﾗ ﾌﾐﾉﾘ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

環境の文化人類学

ｱｵﾔﾏ　ｶﾅ

中村　文紀

＜令和７年４月＞

＜令和７年４月＞

博士（文学）

自主創造の基礎

日本語Ⅱ

修士（文学）

データサイエンスの世界

ｷﾖﾏﾂ（ｼﾗｷ）　ﾋﾛｼ

清松（白木）　大

日本語表現の基礎

日本の文学

博士(理学)

基礎生物学

ｱﾍﾞ　ﾋﾛｼ

安倍　弘

＜令和５年４月＞

総合生物学

青山　加奈

＜令和５年４月＞

博士(心理学)

心理学入門

ﾏﾅﾍﾞ　ｶｽﾞﾁｶ

眞邉　一近

＜令和５年４月＞

文学博士

文化人類学入門

行動心理学

ｱｵｷ　ﾀｹﾉﾌﾞ

青木　武信

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

スポーツ科学

ｶﾓﾊﾗ　ﾖｼｱｷ

兼任 講師

蒲原　義明

日本語表現の基礎

日本の文学

ﾈﾓﾄ　ﾋﾛｱｷ

兼任 講師

根本　洋明

基礎生物学

総合生物学

＜令和５年４月＞

博士(理学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

文化人類学入門

環境の文化人類学

ｱｵﾔﾏ　ｶﾅ

兼任 講師

青山　加奈

＜令和５年４月＞

博士(理学)

＜令和５年４月＞

博士(心理学)

ﾏﾅﾍﾞ　ｶｽﾞﾁｶ

青山　加奈

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

安倍　弘

講師

眞邉　一近

＜令和５年４月＞

文学博士

＜令和５年４月＞

文学修士

スポーツ実技Ⅱ

兼任 講師

体育学士

スポーツ実技Ⅰ

ｶｼﾞﾔﾏ　ﾋﾛｼ

梶山　廣司

＜令和５年４月＞

＜令和５年４月＞

文学修士

＜令和５年４月＞

理学博士

統計学入門

解析学

スポーツ実技Ⅱ

ｱﾍﾞ　ﾋﾛｼ

兼任 講師

安倍　弘

兼任

兼任 特任教授

ｶﾓﾊﾗ　ﾖｼｱｷ

兼任 講師

＜令和５年４月＞

博士(心理学)

青木　武信

＜令和５年４月＞

文学博士
兼任 講師

ｱｵｷ　ﾀｹﾉﾌﾞ

兼任 講師

文化人類学入門

環境の文化人類学

兼任 特任教授

ﾏﾅﾍﾞ　ｶｽﾞﾁｶ

兼任 講師

心理学入門

行動心理学

兼任 特任教授

ｶｼﾞﾔﾏ　ﾋﾛｼ

兼任 講師

スポーツ科学

スポーツ実技Ⅰ

心理学入門

行動心理学

ｱｵｷ　ﾀｹﾉﾌﾞ

青木　武信

兼任 講師

ｱｵﾔﾏ　ｶﾅ

兼任 講師

兼任 講師

ｱﾍﾞ　ﾋﾛｼ

兼任 講師

基礎生物学

総合生物学

梶山　廣司

＜令和５年４月＞

体育学士

蒲原　義明

＜令和５年４月＞

文学修士

根本　洋明

＜令和５年４月＞

理学博士

統計学入門

解析学

日本語表現の基礎

日本の文学

兼任 特任教授

ﾈﾓﾄ　ﾋﾛｱｷ

兼任 講師

眞邉　一近

線形代数

データサイエンスの基礎

その
他

准教授

その
他

准教授

その
他

准教授

その
他

准教授

その
他

准教授

その
他

講師

日本語表現の基礎

日本の文学

ﾈﾓﾄ　ﾋﾛｱｷ

根本　洋明

ﾏﾅﾍﾞ　ｶｽﾞﾁｶ

その
他

講師

眞邉　一近

＜令和５年４月＞

文学修士

ｶﾓﾊﾗ　ﾖｼｱｷ

蒲原　義明

＜令和５年４月＞

理学博士

統計学入門

解析学

＜令和５年４月＞

博士(心理学)

＜令和５年４月＞

文学博士

心理学入門

行動心理学

ｱｵｷ　ﾀｹﾉﾌﾞ

その
他

講師

青木　武信

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

文化人類学入門

環境の文化人類学

ｱｵﾔﾏ　ｶﾅ

その
他

講師

青山　加奈

＜令和５年４月＞

博士(理学)

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｱﾍﾞ　ﾋﾛｼ

その
他

講師

安倍　弘

基礎生物学

総合生物学
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＜令和５年４月＞

文学修士

その
他

講師

その
他

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

ｳｻ　ｷｮｳｺ

その
他

講師

ｳｼｶﾞｷ　ﾕｳﾔ

兼任 講師

ｳｽｲ　ﾀｹｵ

その
他

講師

兼任 講師

兼任 講師

ケミカルバイオロジー

創薬科学

＜令和６年４月＞

博士(農学) 博士(農学)

ケミカルバイオロジー

大山　昌道

＜令和５年４月＞

文学修士

大山　昌道

岩永　祥恵

＜令和６年４月＞

文学修士

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

Master of Arts in Humanities(米国)

英語ⅣＡ

ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｽﾃﾋﾞﾝｽ

宇佐　教子

＜令和５年４月＞

宇佐　教子

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

牛垣　雄矢

講師

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

牛垣　雄矢

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

＜令和５年４月＞

博士(理学)

地理学入門 地理学入門

地理学の現在 地理学の現在

臼井　健郎臼井　健郎

Master of Arts in Humanities(米国)

＜令和５年４月＞

博士(理学)

＜令和６年４月＞

生物統計解析学

ｲﾜﾅｶﾞ　ﾖｼｴ

＜令和６年４月＞

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

Valerie Zia Honda

＜令和６年４月＞

＜令和５年４月＞

文学修士

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

＜令和５年４月＞

Master-Diplôme Européen des Hautes Etudes Internationales(フランス）

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

宇佐　教子

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

牛垣　雄矢

＜令和５年４月＞

博士(理学)

地理学入門

地理学の現在

臼井　健郎

＜令和６年４月＞

博士(農学)

ケミカルバイオロジー

Elizabeth McCormick Inoko

＜令和６年４月＞

Master of Arts in English(米国)

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

大山　昌道

博士(理学)

英語ⅣＢ

ｲﾄｳ　ｼﾝｺﾞ

伊藤　真吾

＜令和５年４月＞

博士(理学)

推計学入門

ｳｻ　ｷｮｳｺ

ｳｼｶﾞｷ　ﾕｳﾔ

ｳｽｲ　ﾀｹｵ

ｵｵﾔﾏ　ﾖｼﾐﾁ

Antoine L.Stebbins

＜令和６年４月＞

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

修士(文学)

哲学入門

ｱﾒﾐﾔ　ｸﾐ

雨宮　久美

＜令和５年４月＞

農学博士

有機化学

哲学の現在

ｱﾝｻﾞｲ　ﾋﾛｼ

安齋　寛

＜令和５年４月＞

生物の有機化学

ｱﾒﾐﾔ　ｸﾐ

兼任 講師

雨宮　久美

哲学入門

哲学の現在

雨宮　久美

＜令和５年４月＞

ｱﾝｻﾞｲ　ﾋﾛｼ

兼任 講師

安齋　寛

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Humanities(米国)

有機化学

生物の有機化学

ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｽﾃﾋﾞﾝｽ

兼任 講師

Antoine L.Stebbins

＜令和５年４月＞

博士(理学)

＜令和６年４月＞

文学修士

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ｲﾄｳ　ｼﾝｺﾞ

兼任 講師

伊藤　真吾

推計学入門

生物統計解析学

ｲﾜﾅｶﾞ　ﾖｼｴ

講師

岩永　祥恵

ｳﾞｧﾚﾘｰ･ｽﾞｨｱ･ｶﾞﾘｼｴ=ﾎﾝﾀﾞ

＜令和５年４月＞

修士(文学)

＜令和５年４月＞

農学博士

兼任

ｳｻ　ｷｮｳｺ

ｳｼｶﾞｷ　ﾕｳﾔ

ｳｽｲ　ﾀｹｵ

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾏｺｰﾐｯｸ･ｲﾉｺ

ｵｵﾔﾏ　ﾖｼﾐﾁ

文学修士

兼任 講師

ｵｵﾔﾏ　ﾖｼﾐﾁ

哲学入門

哲学の現在

兼任 講師

ｱﾝｻﾞｲ　ﾋﾛｼ

兼任 講師

Antoine L.Stebbins

＜令和６年４月＞

 Master of Arts in Humanities(米国)

伊藤　真吾

＜令和５年４月＞

博士(理学)

修士(文学)

安齋　寛

＜令和５年４月＞

農学博士

有機化学

生物の有機化学

兼任 講師

ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｽﾃﾋﾞﾝｽ

兼任 講師

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

兼任 講師

ｲﾄｳ　ｼﾝｺﾞ

兼任 講師

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

推計学入門

生物統計解析学

兼任 講師

ｲﾜﾅｶﾞ　ﾖｼｴ

兼任 講師

Valerie Zia Honda

＜令和６年４月＞

 Master-Diplôme Européen des Hautes Etudes Internationales(フランス）

宇佐　教子

兼任

兼任 講師

ｱﾒﾐﾔ　ｸﾐ

兼任 講師

岩永　祥恵

講師

ｳﾞｧﾚﾘｰ･ｽﾞｨｱ･ｶﾞﾘｼｴ=ﾎﾝﾀﾞ

兼任 講師

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

兼任 講師

ｳｻ　ｷｮｳｺ

兼任 講師

牛垣　雄矢

＜令和５年４月＞

博士(理学)

臼井　健郎

兼任 講師

ｳｼｶﾞｷ　ﾕｳﾔ

兼任 講師

＜令和６年４月＞

博士(農学)

地理学入門

地理学の現在

兼任 講師

ｳｽｲ　ﾀｹｵ

兼任 講師

Elizabeth McCormick Inoko

＜令和６年４月＞

Master of Arts in English(米国)

大山　昌道

＜令和５年４月＞

文学修士

ケミカルバイオロジー

兼任 講師

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾏｺｰﾐｯｸ･ｲﾉｺ

兼任 講師

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

兼任 講師

ｵｵﾔﾏ　ﾖｼﾐﾁ

兼任 講師

小倉　美加

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

兼任 講師

ｵｸﾞﾗ　ﾐｶ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

有機化学

生物の有機化学

ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｽﾃﾋﾞﾝｽ

その
他

講師

Antoine L.Stebbins

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

＜令和５年４月＞

修士(文学)

推計学入門

生物統計解析学

ｲﾜﾅｶﾞ　ﾖｼｴ

その
他

講師

岩永　祥恵

ｲﾄｳ　ｼﾝｺﾞ

その
他

講師

伊藤　真吾

ｱﾒﾐﾔ　ｸﾐ

その
他

講師

雨宮　久美

＜令和５年４月＞

農学博士

哲学入門

哲学の現在

ｱﾝｻﾞｲ　ﾋﾛｼ

その
他

講師

安齋　寛

＜令和６年４月＞
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＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

栗原　順子

＜令和５年４月＞

修士(中国文学)

北村　唯司

＜令和５年４月＞

文学博士

初級韓国語文法Ａ

初級韓国語文法Ｂ

初級韓国語会話Ａ

初級韓国語会話Ｂ

文学修士

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

北村　唯司

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ

木村　聡雄

初級韓国語会話Ａ

初級韓国語会話Ｂ

木村　聡雄

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

その
他

講師

その
他

講師

その
他

講師

その
他

講師

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

栗原　順子

＜令和５年４月＞

修士(中国文学)

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

中級中国語文法

＜令和５年４月＞

文学博士

初級韓国語文法Ａ

栗原　順子

＜令和５年４月＞

修士(中国文学)

初級中国語文法Ａ

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ

中級ドイツ語講読Ａ

中級ドイツ語講読Ｂ

初級中国語文法Ｂ

中級中国語文法

中級中国語会話

初級中国語会話Ａ

初級中国語会話Ｂ

ｷﾀﾑﾗ　ﾀﾀﾞｼ

ｸﾘﾊﾗ　ﾖﾘｺ

ｸﾛｾ　ｼﾎ

初級韓国語文法Ｂ

初級韓国語会話Ａ

初級韓国語会話Ｂ

ｷﾑﾗ　ﾄｼｵ

木村　聡雄

＜令和５年４月＞

黒瀬　志保

ｷﾀﾑﾗ　ﾀﾀﾞｼ

ｷﾑﾗ　ﾄｼｵ

ｸﾘﾊﾗ　ﾖﾘｺ

ｸﾛｾ　ｼﾎ

ｷﾀﾑﾗ　ﾀﾀﾞｼ

ｷﾑﾗ　ﾄｼｵ

ｸﾘﾊﾗ　ﾖﾘｺ

ｸﾛｾ　ｼﾎ

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

北村　唯司

＜令和５年４月＞

文学博士

初級韓国語文法Ａ

初級韓国語文法Ｂ

久保　尚也

＜令和５年４月＞

修士(心理学)

栗原　順子

兼任

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

講師

＜令和５年４月＞

修士(文学)

中級中国語文法

中級中国語会話

兼任 講師

ｸﾛｾ　ｼﾎ

兼任 講師

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏｻﾋﾛ

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

ｻｲﾄｳ　ﾖｼﾋﾛ

ｻｻｷ　ｷﾖｼ

兼任 講師

兼任 講師

ｻﾄｳ　ﾀｶﾋｻ

講師

ｼﾞｪﾆﾌｧｰ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ

中級ドイツ語講読Ａ

中級ドイツ語講読Ｂ

兼任 講師

ｵｻﾞﾜ　ｱｷﾋﾄ

加藤　理加

＜令和５年４月＞

文学修士

北村　唯司

＜令和５年４月＞

文学博士

初級韓国語文法Ａ

初級韓国語文法Ｂ

自主創造の基礎

日本を考える

兼任 講師

ｶﾄｳ　ﾘｶ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

兼任 講師

ｷﾀﾑﾗ　ﾀﾀﾞｼ

兼任 講師

木村　聡雄

＜令和５年４月＞

文学修士

初級韓国語会話Ａ

初級韓国語会話Ｂ

兼任 講師

ｷﾑﾗ　ﾄｼｵ

兼任 講師

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

小澤 　明人

＜令和５年４月＞

商学士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

兼任
Bachelor of Arts in Industrial Relations(ｶﾅﾀﾞ)

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

佐藤　高尚

＜令和５年４月＞

修士(政治学)

政治学入門

政治と現代社会

Jennifer Dizon

＜令和６年４月＞

農学士

職業指導

＜令和５年４月＞

文学修士

＜令和５年４月＞

博士(理学)

兼任 講師

ｻｲﾄｳ　ﾖｼﾋﾛ

その
他

講師

職業指導

＜令和７年４月＞

農学士

講師

ｻｻｷ　ｷﾖｼ

倫理学の現在

ｻﾄｳ　ﾀｶﾋｻ

＜令和５年４月＞

修士(中国文学)

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

中級中国語文法

中級中国語会話

黒瀬　志保

小林　正弘

＜令和５年４月＞

博士(理学)

統計学入門

齋藤　義弘

＜令和７年４月＞

農学士

職業指導

佐々木　聖使

＜令和５年４月＞

文学修士

倫理学入門

倫理学の現在

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ

中級ドイツ語講読Ａ

中級ドイツ語講読Ｂ

中級中国語会話

中級中国語文法

中級中国語会話

黒瀬　志保

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級中国語文法Ａ

初級中国語文法Ｂ

中級中国語文法

中級中国語会話

中級中国語文法

中級ドイツ語講読Ａ

中級ドイツ語講読Ｂ

中級中国語会話

黒瀬　志保

兼任

兼任 講師

ｸﾎﾞ　ﾅｵﾔ

心理学入門

個性の心理学

兼任 講師

ｸﾘﾊﾗ　ﾖﾘｺ

兼任 講師

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏｻﾋﾛ

小林　正弘

＜令和５年４月＞

博士(理学)

統計学入門

ｻｲﾄｳ　ﾖｼﾋﾛ

＜令和５年４月＞

文学修士

倫理学入門倫理学入門

倫理学の現在

＜令和５年４月＞

修士(政治学)

政治学入門

その
他

講師

統計学入門

齋藤　義弘

佐々木　聖使

齋藤　義弘

＜令和７年４月＞

兼任 講師

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏｻﾋﾛ

小林　正弘

政治と現代社会

ｼﾞｪﾆﾌｧｰ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ

Jennifer Dizon

＜令和６年４月＞

Bachelor of Arts in Industrial Relations(ｶﾅﾀﾞ)

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏｻﾋﾛ

小林　正弘

＜令和５年４月＞

博士(理学)

統計学入門

ｻｲﾄｳ　ﾖｼﾋﾛ

齋藤　義弘

＜令和７年４月＞

農学士

職業指導

ｻｻｷ　ｷﾖｼ

佐々木　聖使

ｻﾄｳ　ﾀｶﾋｻ

佐藤　高尚

＜令和５年４月＞

修士(政治学)

政治学入門

政治と現代社会

ｼﾞｪﾆﾌｧｰ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ

Jennifer Dizon

＜令和６年４月＞

その
他

講師

その
他

講師
Bachelor of Arts in Industrial Relations(ｶﾅﾀﾞ)

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

佐藤　高尚

＜令和５年４月＞

修士(政治学)

政治学入門

政治と現代社会

ｼﾞｪﾆﾌｧｰ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ

Jennifer Dizon

＜令和６年４月＞

Bachelor of Arts in Industrial Relations(ｶﾅﾀﾞ)

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

佐藤　高尚

兼任 講師

兼任 講師

ｻﾄｳ　ﾀｶﾋｻ
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初級フランス語会話Ｂ

兼任 講師

ﾀﾅｶ　ﾋﾛｷ

兼任 講師

田中　有希

＜令和５年４月＞

博士(医学)

司馬　虹

＜令和５年４月＞

検定ドイツ語Ｂ

比較文化論

兼任 講師

ﾀｶﾑﾗ　ﾏｻｼ

兼任 講師

情報科学

＜令和５年４月＞

博士(理学)

兼任 講師

ﾀｹｳﾁ　ｷｮｳｺ

兼任 講師

初級ドイツ語講読Ｂ

検定ドイツ語Ａ

兼任 講師 兼任 講師

杉田　芳樹

＜令和５年４月＞

比較芸術論

髙村　正志

竹内　京子

＜令和５年４月＞

学術修士

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

田中　弘樹

＜令和５年４月＞

人文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

初級フランス語会話Ａ

田中　ゆり

兼任 講師

ﾀﾅｶ　ﾕｷ

兼任 講師

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

データサイエンスの基礎

情報科学

兼任 講師

ﾀﾅｶ　ﾕﾘ

兼任 講師

兼任

兼任

講師

講師

兼任 講師
 Master of Biomedical Science(米国)

初級中国語会話Ａ

初級中国語会話Ｂ

ｼﾞｪｰﾐ ｽﾁｭｱｰﾙﾄ ﾌｨﾝﾄﾞﾘ

ｼﾀﾞ　ﾏｺﾄ

初級ドイツ語会話Ｂ

ｼﾊﾞ　ﾆｼﾞ

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

ｽｷﾞﾀ　ﾖｼｷ

兼任 講師

ｼﾓﾀﾞ　ﾀｶﾕｷ

兼任 講師

下田　隆之

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

＜令和５年４月＞

Master of Biomedical Science(米国)

初級中国語会話Ａ

初級中国語会話Ｂ

ｼﾓﾀﾞ　ﾀｶﾕｷ

下田　隆之

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

ｽｷﾞﾀ　ﾖｼｷ

杉田　芳樹

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

Jamie Stuart Findlay

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

初級ドイツ語講読Ｂ

初級ドイツ語会話Ａ

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Systematic Theology(英国)

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

志田　慎

初級ドイツ語講読Ｂ

検定ドイツ語Ａ

検定ドイツ語Ｂ

比較文化論

比較芸術論

ﾀｶﾑﾗ　ﾏｻｼ

髙村　正志

＜令和５年４月＞

博士(理学)

情報科学

ﾀｹｳﾁ　ｷｮｳｺ

竹内　京子

＜令和５年４月＞

学術修士

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

ﾀﾅｶ　ﾋﾛｷ

田中　弘樹

＜令和５年４月＞

人文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ﾀﾅｶ　ﾕｷ

田中　有希

＜令和５年４月＞

博士(医学)

情報科学

ﾀﾅｶ　ﾕﾘ

田中　ゆり

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

初級フランス語会話Ｂ

ﾀﾅｶ　ﾋﾛｷ

田中　弘樹

＜令和５年４月＞

初級ドイツ語講読Ａ

初級ドイツ語講読Ｂ

検定ドイツ語Ａ

検定ドイツ語Ｂ

比較文化論

比較芸術論

学術修士

初級フランス語文法Ａ

司馬　虹

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Systematic Theology(英国)

ｼﾞｪｰﾐ ｽﾁｭｱｰﾙﾄ ﾌｨﾝﾄﾞﾘ

Jamie Stuart Findlay

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

初級ドイツ語講読Ｂ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ｼﾀﾞ　ﾏｺﾄ

志田　慎

その
他

講師

ｼﾞｪｰﾐ ｽﾁｭｱｰﾙﾄ ﾌｨﾝﾄﾞﾘ

Jamie Stuart Findlay

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Systematic Theology(英国)

ｼﾞｪｰﾐ ｽﾁｭｱｰﾙﾄ ﾌｨﾝﾄﾞﾘ

兼任 講師

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ 初級ドイツ語会話Ｂ

ｼﾊﾞ　ﾆｼﾞ ｼﾊﾞ　ﾆｼﾞ

Jamie Stuart Findlay

＜令和６年４月＞

Master of Arts in Systematic Theology(英国)

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ｼﾀﾞ　ﾏｺﾄ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ｼﾀﾞ　ﾏｺﾄ

志田　慎

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

初級ドイツ語講読Ｂ

初級ドイツ語会話Ａ

初級ドイツ語会話Ｂ

ｼﾊﾞ　ﾆｼﾞ

その
他

講師兼任 講師

初級ドイツ語講読Ｂ

初級ドイツ語会話Ａ

志田　慎

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

Master of Biomedical Science(米国) Master of Biomedical Science(米国)

初級中国語会話Ａ 初級中国語会話Ａ

兼任 講師
その
他

講師

司馬　虹

下田　隆之

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

初級中国語会話Ｂ 初級中国語会話Ｂ

ｼﾓﾀﾞ　ﾀｶﾕｷ

下田　隆之

＜令和５年４月＞

修士(文学)

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

司馬　虹

兼任 講師

ｼﾓﾀﾞ　ﾀｶﾕｷ

その
他

講師

初級ドイツ語講読Ｂ

検定ドイツ語Ａ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

兼任 講師

ｽｷﾞﾀ　ﾖｼｷ

その
他

講師

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級フランス語文法Ｂ

初級フランス語会話Ａ

竹内　京子

＜令和５年４月＞

人文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

＜令和５年４月＞

検定ドイツ語Ｂ

比較文化論

英語ⅡＢ

ｽｷﾞﾀ　ﾖｼｷ

＜令和５年４月＞

修士(文学)

初級ドイツ語文法Ａ

初級ドイツ語文法Ｂ

初級ドイツ語講読Ａ

杉田　芳樹 杉田　芳樹

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

兼任 講師

ﾀｹｳﾁ　ｷｮｳｺ

その
他

講師

田中　弘樹

＜令和５年４月＞

人文学修士

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

初級フランス語会話Ａ

初級フランス語会話Ｂ

兼任 講師

ﾀﾅｶ　ﾋﾛｷ

その
他

講師

英語ⅡＡ

田中　ゆり

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

兼任 講師

ﾀﾅｶ　ﾕﾘ

その
他

講師

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

比較芸術論

竹内　京子

＜令和５年４月＞

学術修士

初級フランス語文法Ａ

初級フランス語文法Ｂ

田中　ゆり

英語ⅡＢ

ﾀﾅｶ　ﾕﾘ

英語ⅢＢ

ﾀｹｳﾁ　ｷｮｳｺ

英語ⅢＢ

英語ⅡＡ
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農学博士

有機化学

生物の有機化学

延吉　淳子

＜令和５年４月＞

教育学修士

基礎地球科学

総合地球科学

兼任

兼任 講師

ﾄﾐﾔﾏ　ﾋﾃﾞｱｷ

兼任 講師

スポーツ科学

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

兼任 講師

Philip Greenblatt

＜令和６年４月＞

Master in Arts Applied Linguistics（英国）

兼任 講師

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾁﾎ

兼任 講師

兼任 講師

ﾄｶﾞｼ　ﾀｹｵ

兼任 講師

＜令和５年４月＞

体育学士

中川　千帆

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

永野　良紀

＜令和５年４月＞

博士(理学)
兼任 講師

ﾅｶﾞﾉ　ﾖｼﾉﾘ

英語ⅢＢ

富山　英明

兼任 講師

ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｸﾞﾘｰﾝﾌﾞﾗｯﾄ

兼任 講師

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

西尾　俊幸

＜令和５年４月＞

寺山　慧

遠山　雅子

兼任 講師

ﾃﾗﾔﾏ　ｹｲ

兼任 講師

AIと生命情報科学

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

冨樫　須奈美

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

＜令和６年４月＞

博士(人間・環境学)

兼任 講師

ﾄｵﾔﾏ　ﾏｻｺ

兼任 講師

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

兼任 講師

ﾄｶﾞｼ　ｽﾅﾐ

兼任 講師

冨樫　壮央

＜令和５年４月＞

修士(国際学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

講師

ﾆｼｵ　ﾄｼﾕｷ

兼任 講師

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

分析化学

バイオマスを活かす

兼任 講師

ﾉﾌﾞﾖｼ　ｼﾞｭﾝｺ

ﾃﾗﾔﾏ　ｹｲ

寺山　慧

＜令和６年４月＞

博士(人間・環境学)

AIと生命情報科学

ﾄｵﾔﾏ　ﾏｻｺ

遠山　雅子

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ﾄｶﾞｼ　ｽﾅﾐ

冨樫　須奈美

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ﾄｶﾞｼ　ﾀｹｵ

冨樫　壮央

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｸﾞﾘｰﾝﾌﾞﾗｯﾄ

Philip Greenblatt

＜令和６年４月＞

Master in Arts Applied Linguistics（英国）

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ﾆｼｵ　ﾄｼﾕｷ

西尾　俊幸

＜令和６年４月＞

農学博士

分析化学

バイオマスを活かす

ﾉﾌﾞﾖｼ　ｼﾞｭﾝｺ

延吉　淳子

＜令和５年４月＞

教育学修士

英語ⅢＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

＜令和５年４月＞

修士(国際学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

ﾄﾐﾔﾏ　ﾋﾃﾞｱｷ

富山　英明

＜令和５年４月＞

体育学士

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

スポーツ科学

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾁﾎ

中川　千帆

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅢＡ

英語ⅡＡ

西尾　俊幸

＜令和６年４月＞

農学博士

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

兼任 講師

ﾄｶﾞｼ　ｽﾅﾐ

その
他

講師

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

兼任 講師

ﾄｶﾞｼ　ﾀｹｵ

その
他

講師

富山　英明

＜令和５年４月＞

＜令和５年４月＞

修士(国際学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

兼任 講師

ﾄﾐﾔﾏ　ﾋﾃﾞｱｷ

その
他

講師

スポーツ科学

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

ﾄｵﾔﾏ　ﾏｻｺ

遠山　雅子

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

兼任 講師

ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｸﾞﾘｰﾝﾌﾞﾗｯﾄ

その
他

講師

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

兼任 講師

ﾆｼｵ　ﾄｼﾕｷ

遠山　雅子

＜令和５年４月＞

文学修士

英語ⅠＡ

分析化学

バイオマスを活かす

兼任 講師

ﾉﾌﾞﾖｼ　ｼﾞｭﾝｺ

その
他

講師

＜令和６年４月＞

Master in Arts Applied Linguistics（英国）

英語ⅠＢ

冨樫　須奈美

＜令和５年４月＞

修士(文学)

兼任 講師

ﾄｵﾔﾏ　ﾏｻｺ

その
他

講師

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

冨樫　壮央

英語ⅡＢ

体育学士

中川　千帆

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

その
他

講師

延吉　淳子

＜令和５年４月＞

教育学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

Philip Greenblatt

教育学修士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

兼任 講師

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾁﾎ

その
他

講師

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾁﾎ

英語ⅣＡ

英語ⅢＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

＜令和５年４月＞

修士(国際学)

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ﾄｶﾞｼ　ｽﾅﾐ

冨樫　須奈美

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

ﾄｶﾞｼ　ﾀｹｵ

冨樫　壮央

＜令和５年４月＞

体育学士

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

ﾄﾐﾔﾏ　ﾋﾃﾞｱｷ

富山　英明

スポーツ科学

中川　千帆

＜令和５年４月＞

英語ⅠＢ

＜令和６年４月＞

農学博士

分析化学

バイオマスを活かす

ﾆｼｵ　ﾄｼﾕｷ

西尾　俊幸

バイオマスを知る

延吉　淳子

＜令和５年４月＞

Master in Arts Applied Linguistics（英国）

ﾉﾌﾞﾖｼ　ｼﾞｭﾝｺ

ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｸﾞﾘｰﾝﾌﾞﾗｯﾄ

Philip Greenblatt

＜令和６年４月＞

英語ⅣＢ
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英語ⅡＢ

兼任 講師

ﾎﾘ　ﾋﾛﾊﾙ

兼任 講師

本多　牧生

松崎　茂

兼任 講師

ﾑﾗﾅｶ　ﾄｼﾔ

兼任 講師

エピジェネティクスとゲノム編集

初級スペイン語会話Ａ

初級スペイン語会話Ｂ

＜令和７年４月＞

博士(農学)

兼任 講師

ﾓﾐﾔﾏ　ﾒﾘﾀﾞ

兼任 講師

兼任 講師

ﾎﾝﾀﾞ　ﾏｷｵ

兼任 講師

地球環境を考える

＜令和５年４月＞

修士(社会学)

＜令和５年４月＞

博士(地球環境科学)

兼任 講師

ﾏﾂｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ

兼任 講師

村中　俊哉

籾山　メリダ

＜令和５年４月＞

Licenciado en Education Especialidad:Ciencias(ﾍﾟﾙｰ)

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

ﾎﾘ　ﾋﾛﾊﾙ

堀　広治

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

ﾎﾝﾀﾞ　ﾏｷｵ

本多　牧生

＜令和５年４月＞

博士(地球環境科学)

地球環境を考える

ﾏﾂｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ

松崎　茂

＜令和５年４月＞

修士(社会学)

社会学入門

社会学の現在

ﾑﾗﾅｶ　ﾄｼﾔ

村中　俊哉

＜令和７年４月＞

博士(農学)

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ

初級スペイン語会話Ｂ

エピジェネティクスとゲノム編集

ﾓﾐﾔﾏ　ﾒﾘﾀﾞ

籾山　メリダ

＜令和５年４月＞

Licenciado en Education Especialidad:Ciencias(ﾍﾟﾙｰ)

初級スペイン語文法Ａ

＜令和５年４月＞

博士(数理学)

初級スペイン語会話Ｂ

＜令和７年４月＞

博士(農学)

兼任 講師

ﾓﾐﾔﾏ　ﾒﾘﾀﾞ

その
他

講師

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

兼任 講師

ﾎﾝﾀﾞ　ﾏｷｵ

その
他

講師

地球環境を考える

松崎　茂

＜令和５年４月＞

修士(社会学)

＜令和５年４月＞

博士(地球環境科学)

兼任 講師

ﾏﾂｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ

その
他

講師

村中　俊哉

籾山　メリダ

＜令和５年４月＞

Licenciado en Education Especialidad:Ciencias(ﾍﾟﾙｰ)

兼任 講師

エピジェネティクスとゲノム編集

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ

初級スペイン語会話Ｂ

堀　広治

社会学入門

社会学の現在

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

講師

ﾑﾗﾅｶ　ﾄｼﾔ

その
他

講師

修士(文学)

英語ⅠＡ

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ

エピジェネティクスとゲノム編集

ﾓﾐﾔﾏ　ﾒﾘﾀﾞ

ﾎﾘ　ﾋﾛﾊﾙ

その
他

講師

堀　広治

＜令和５年４月＞

修士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

本多　牧生

社会学入門

社会学の現在

兼任

山本　大介

基礎化学

兼任 講師

情報科学

ﾔﾏﾓﾄ　ﾀﾞｲｽｹ

＜令和５年４月＞

博士(薬学)

基礎化学

＜令和５年４月＞

博士(薬学)

その
他

講師

ﾔﾏﾓﾄ　ﾀﾞｲｽｹ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

籾山　メリダ

＜令和５年４月＞

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

ﾎﾘ　ﾋﾛﾊﾙ

堀　広治

＜令和５年４月＞

英語ⅢＢ

ﾎﾝﾀﾞ　ﾏｷｵ

本多　牧生

＜令和５年４月＞

＜令和５年４月＞

修士(社会学)

＜令和７年４月＞

博士(農学)

Licenciado en Education Especialidad:Ciencias(ﾍﾟﾙｰ)

初級スペイン語文法Ａ

博士(地球環境科学)

地球環境を考える

ﾏﾂｻﾞｷ　ｼｹﾞﾙ

松崎　茂

社会学入門

社会学の現在

ﾑﾗﾅｶ　ﾄｼﾔ

村中　俊哉

修士(学術)

科学史

山口　まり

＜令和５年４月＞
兼任 講師

ﾔﾏｸﾞﾁ　ﾏﾘ

山下　千里山下　千里

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

文学修士 文学修士

ﾔﾏｼﾀ　ﾁｻﾄ

英語ⅠＡ 英語ⅠＡ

英語ⅠＢ 英語ⅠＢ

英語ⅢＡ 英語ⅢＡ

英語ⅢＢ 英語ⅢＢ

ﾔﾏﾀﾞ　ﾋﾛｺ ﾔﾏﾀﾞ　ﾋﾛｺ

科学技術と社会

兼任 講師

ﾔﾏｼﾀ　ﾁｻﾄ

兼任 講師

ﾔﾏﾀﾞ　ﾋﾛｺ

山田　裕子

＜令和５年４月＞

博士(理学)

山田　裕子 山田　裕子 山田　裕子

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(理学) 博士(理学)

基礎生物学 基礎生物学

総合生物学 総合生物学

兼任 兼任 講師 兼任 講師
その
他

スポーツ実技Ⅰ

スポーツ実技Ⅱ

講師
＜令和５年４月＞

博士(理学)

基礎生物学

兼任 講師

総合生物学

講師

ﾔﾏﾀﾞ　ﾋﾛｺ

基礎生物学

総合生物学

ﾔﾏﾀﾞ　ﾏｻﾓﾄ

山田　眞幹

＜令和５年４月＞

商学士

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

山本　大介

横山　俊一

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ﾔﾏﾓﾄ　ﾀﾞｲｽｹ

山本　大介

吉田　昌弘

＜令和５年４月＞

修士(異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

英語ⅠＡ

吉田　昌弘

＜令和５年４月＞

修士(異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

ﾖｼﾀﾞ　ﾏｻﾋﾛ

基礎化学 基礎化学

ﾖｺﾔﾏ　ｼｭﾝｲﾁ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(薬学) 博士(薬学)

兼任 講師

ﾖｼﾀﾞ　ﾏｻﾋﾛ

兼任 講師

ﾔﾏﾓﾄ　ﾀﾞｲｽｹ

山本　大介
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英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

ﾜｼﾂﾞｶ　ﾅﾎ

初級スペイン語会話Ｂ

鷲塚  奈保 鷲塚  奈保鷲塚  奈保

ﾜｼﾂﾞｶ　ﾅﾎ

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ

ﾜｼﾂﾞｶ　ﾅﾎ

＜令和５年４月＞

Licenciada en Ingeniería en Ciencias Forestales(ﾊﾟﾅﾏ)

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

＜令和５年４月＞

博士(イギリス文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ 英語ⅠＢ

その
他

解析学

線形代数

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄｼｶｽﾞ ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄｼｶｽﾞ

講師

英語ⅠＢ

Rubiela Jiménez de Takahashi

＜令和５年４月＞

Licenciada en Ingeniería en Ciencias Forestales(ﾊﾟﾅﾏ)

Rubiela Jiménez de Takahashi

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

兼任 講師
その
他

講師

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士(イギリス文学) 博士(イギリス文学)

英語ⅠＡ 英語ⅠＡ

英語ⅢＡ 英語ⅢＡ

英語ⅢＢ 英語ⅢＢ

鷲塚  奈保

＜令和５年４月＞

博士(イギリス文学)

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

解析学 解析学

線形代数 線形代数

兼任 講師
その
他

講師

＜令和５年４月＞

修士（文学）

文学士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ 英語ⅡＡ

英語ⅡＢ 英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄｼｶｽﾞ

渡辺　俊一

＜令和５年４月＞

博士(理学)

統計学入門

兼任 講師

兼任 講師

ﾙﾋﾞｴﾗ ﾋﾒﾈｽ ﾃﾞ ﾀｶﾊｼ

兼任 講師

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

初級スペイン語会話Ａ

初級スペイン語会話Ｂ

兼任 講師

ﾜｼﾂﾞｶ　ﾅﾎ

兼任 講師

渡辺　俊一

＜令和５年４月＞

博士(理学)

兼任 講師

兼任 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄｼｶｽﾞ

兼任 講師

線形代数

統計学入門

解析学

英語ⅠＡ

ﾙﾋﾞｴﾗ ﾋﾒﾈｽ ﾃﾞ ﾀｶﾊｼ

心理学入門

個性の心理学個性の心理学 個性の心理学

英語ⅡＢ

ﾎｳｼﾞｮｳ　ﾘｴｺﾎｳｼﾞｮｳ　ﾘｴｺ

北條　理恵子北條　理恵子 北條　理恵子

＜令和５年４月＞＜令和５年４月＞

博士（獣医学）

＜令和５年４月＞

博士（獣医学）

＜令和５年４月＞

修士（文学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

＜令和５年４月＞

渡辺　俊一 渡辺　俊一

＜令和５年４月＞

博士(理学) 博士(理学)

統計学入門 統計学入門

ｱﾗｷ　ﾋﾃﾞﾋｺ ｱﾗｷ　ﾋﾃﾞﾋｺ

荒木　英彦荒木　英彦

＜令和５年４月＞

文学士

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

兼任 講師

ｱﾗｷ　ﾋﾃﾞﾋｺ

講師

ﾀｶﾊｼ　ﾋﾛｼ

兼任 講師

松本　俊吉

＜令和５年４月＞

博士（哲学）
兼任 講師

ﾏﾂﾓﾄ　ｼｭﾝｷﾁ

兼任 講師

科学史

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

兼任

＜令和５年４月＞

髙橋　強

高橋　寛

兼任 講師

＜令和５年４月＞

修士（文学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

兼任 講師

ﾎｳｼﾞｮｳ　ﾘｴｺ

兼任 講師

心理学入門

＜令和５年４月＞

博士（応用言語学）

科学技術と社会

ﾑｶｲ　ｼｮｳﾀ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ 英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

兼任 講師

向井　正太

英語ⅡＢ

髙橋　強

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

兼任 講師
その
他

講師

英語ⅡＡ

博士（獣医学）

心理学入門

ﾏﾂﾓﾄ　ｼｭﾝｷﾁ

その
他

講師

＜令和５年４月＞

博士（応用言語学）

英語ⅡＡ

科学技術と社会

＜令和５年４月＞

博士（応用言語学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

科学技術と社会

その
他

講師

ﾑｶｲ　ｼｮｳﾀ

向井　正太

英語ⅢＢ

その
他

講師

ﾏﾂﾓﾄ　ｼｭﾝｷﾁ

松本　俊吉 松本　俊吉

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

博士（哲学） 博士（哲学）

科学史 科学史

ﾑｶｲ　ｼｮｳﾀ

向井　正太

及川　邦裕

髙橋　強

修士（英語教授法） 修士（英語教授法）

ﾀｶﾊｼ　ﾂﾖｼ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

修士（英語教授法）

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ 英語ⅡＢ

英語ⅢＡ 英語ⅢＡ

英語ⅢＢ 英語ⅢＢ

ﾀｶﾊｼ　ﾋﾛｼ ﾀｶﾊｼ　ﾋﾛｼ

兼任 講師
その
他

講師
英語ⅡＡ

ﾀｶﾊｼ　ﾂﾖｼ ﾀｶﾊｼ　ﾂﾖｼ

ｵｲｶﾜ　ｸﾆﾋﾛ

英語ⅡＢ

高橋　寛 高橋　寛

＜令和５年４月＞

修士（文学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

荒木　英彦

文学士
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兼任 講師 ＜令和６年４月＞

博士（工学）

ｱﾍﾞ　ﾋﾃﾞﾅｵ

修士（言語学/TESOL）

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ 英語ⅣＢ

ｺﾊﾞﾔｼ　ｶｵﾙ

その
他

講師

兼任 講師

博士（PhD）Doctor of Philosophy in Japanese

英語ⅣＡ

ｼﾞｮﾅｻﾝ・ﾃﾞｨﾙ

兼任 講師

兼任 講師

ｱﾍﾞ　ﾋﾃﾞﾅｵ

その
他

講師

阿部　秀尚

＜令和６年４月＞

修士（Master of Arts in Linguistics 言語学）

＜令和６年４月＞

修士（Master of Arts in Linguistics 言語学）

兼任 講師

阿部　秀尚

AIと生命情報科学

＜令和６年４月＞

UENO Aviva Lea Enzer Smith

英語ⅢＢ

＜令和６年４月＞

修士（国際学）

ｼﾞｪﾝ・ｱﾊﾞﾄﾞ・ﾊｲﾒ・ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

ｹﾗﾝﾄﾞ ﾏｲｹﾙ ｼﾞｮﾅｻﾝ

ｺﾊﾞﾔｼ　ｶｵﾙ

小林　かおる

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｺﾞ ﾐｶｲﾙ ｱﾘｸ ﾁｭｱ

Go Mikhail Alic Chua

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ｻｻｷ　ﾅﾐ

その
他

講師

佐々木　南実

修士（教育学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

ｻｻｷ　ﾅﾐ

佐々木　南実

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

＜令和６年４月＞

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

＜令和６年４月＞

修士（英語教育）

＜令和６年４月＞

修士（教育学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

その
他

初級スペイン語会話Ｂ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅠＡ

英語ⅣＢ

ｽｶﾞﾜﾗ　ﾀﾞｲｲﾁﾀ

菅原　大一太

＜令和６年４月＞

博士（文学）

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

初級スペイン語会話Ａ

英語ⅠＢ

ﾀｶﾉ　ﾏｻｼ

髙野　雅司

＜令和６年４月＞

Jonathan Dil

＜令和６年４月＞

修士（文学）

＜令和６年４月＞

修士（M.A）TESOL

英語ⅣＡ

博士（工学）

AIと生命情報科学

ｳｴﾉ ｱﾋﾞｰﾊﾞ ﾚｱ ｴﾝｻﾞｰ ｽﾐｽ

ｳﾉ　ｼｹﾞｱｷ

宇野　茂之

＜令和６年４月＞その
他

講師

ｳﾉ　ｼｹﾞｱｷ

宇野　茂之

インダストリーと栄養

英語ⅣＢ

＜令和６年４月＞

博士（農学）

人体と生命の科学

博士（農学）

人体と生命の科学

KELLAND MICHAEL JONATHAN

＜令和６年４月＞

ｹﾗﾝﾄﾞ ﾏｲｹﾙ ｼﾞｮﾅｻﾝ

小林　かおる

Yeng Abad Jaime Fernando

＜令和６年４月＞

博士（PhD）Doctor of Philosophy in Japanese

＜令和６年４月＞

修士（文学）

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

KELLAND MICHAEL JONATHAN

＜令和６年４月＞

修士（言語学/TESOL）

英語ⅣＡ

講師

初級スペイン語会話Ａ

初級スペイン語会話Ｂ

ｼﾞｮﾅｻﾝ・ﾃﾞｨﾙ

その
他

講師

Jonathan Dil

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ｽｶﾞﾜﾗ　ﾀﾞｲｲﾁﾀ

その
他

講師

菅原　大一太

＜令和６年４月＞

博士（文学）

初級スペイン語文法Ａ

初級スペイン語文法Ｂ

ﾀｶﾉ　ﾏｻｼ

その
他

講師

髙野　雅司
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兼任 講師

兼任 講師

講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

兼任
修士（MA Applied Linguistics and English Language Teaching）

英語ⅣＡ

ﾀﾞﾆｴﾙ ﾏｲｸﾙ ﾍﾞｲﾂ

Daniel Michael Bates

＜令和６年４月＞

英語ⅣＢ

ﾅｶﾑﾗ　ﾉﾌﾞｺ

英語ⅣＢ

＜令和６年４月＞

修士（M.Ed.Teaching English Learners）(米国)

その
他

講師

博士（数理科学）

情報科学

ﾚｯｸｽﾛｰﾄﾞ・ﾌﾞﾚﾝﾄ・ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ

ﾖｼﾀﾞ　ｼﾞｭﾝ

吉田　純

＜令和６年４月＞

博士（数理科学）

情報科学

その
他

講師

吉田　純

ﾖｼﾀﾞ　ｼﾞｭﾝ

＜令和６年４月＞

英語ⅡＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｶｲ ｺﾅﾝ

CHI Conan TsungHan

＜令和７年４月＞

修士(法学)

英語ⅣＢ

その
他

講師

その
他

講師

＜令和７年４月＞

修士(TESOL)

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ﾋﾟｯｹﾝ ｼﾞｮﾅｻﾝ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ

 ﾓｰﾄｿﾝ ﾀﾞﾚﾝ ﾀﾞｸﾞﾗｽ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ﾅｶﾑﾗ　ﾉﾌﾞｺ

その
他

講師

Mortson,Darrin Douglas

 ﾓｰﾄｿﾝ ﾀﾞﾚﾝ ﾀﾞｸﾞﾗｽ

その
他

講師
＜令和６年４月＞

修士（MA）

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

Picken,Jonathan David

＜令和６年４月＞

博士（PhD）School of English Studies

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

Mortson,Darrin Douglas

英語ⅣＡ

＜令和６年４月＞

修士（MA Applied Linguistics and English Language Teaching）

Rexroad　Brent Stephen

ｱｿｳ ｸﾐｺ

麻生　久美子

＜令和７年４月＞

博士(文学)

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ｲｼﾀﾞ ﾀｹｼ

石田　毅

＜令和７年４月＞

修士(アメリカ研究)

英語ⅡＡ

ｸﾆﾐﾂ　ﾖｳｼﾞ

國光　洋二

＜令和７年４月＞

ｽｷﾞｳﾗ ｶﾂﾐ

杉浦　克己

＜令和７年４月＞

博士(学術)

スポーツと健康科学

ﾀﾞﾆｴﾙ ﾏｲｸﾙ ﾍﾞｲﾂ

その
他

講師

Daniel Michael Bates

中村　信子 中村　信子

＜令和５年４月＞ ＜令和５年４月＞

修士（言語学）修士（言語学）

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

英語ⅡＡ

英語ⅡＢ

＜令和６年４月＞

修士（MA）

英語ⅣＡ

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

その
他

講師

その
他

講師

博士(農学)

経済学入門

経済と現代社会

ｼｭﾜﾙﾂ ﾁｪﾙｼｰ

Schwartz Chelsea Lauren

その
他

講師
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(注)・ 報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
   ・ 認可申請書⼜は設置届出書の様式第３号（その２の１）（その２の２）（その２の３）に準じて作成してください。
     なお、設置認可時⼜は届出時、改正前⼤学設置基準等（令和４年10⽉１⽇施⾏前）に基づき、対象学部等を設置している場合、改正後⼤学設置基準等（令和４年10⽉１⽇施⾏）の適⽤以前については、
     改正前様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
   ・  各欄の作成⽅法は「⼤学の設置等に係る提出書類作成の⼿引」の「教員名簿」を確認してください。
   ・ 「認可時⼜は届出時」には設置認可時⼜は届出時の教員全て（基幹教員（⼤学院の研究科⼜は研究科の専攻の場合は「専任教員」）以外の教員（助⼿を除く）（改正後⼤学設置基準等の適⽤以前は兼任、兼担教員）を含む。）を⿊字で記⼊してください。
    その上で、各年度については、認可時⼜は届出時から変更となっている箇所は太字の⾚字としてください。
   ・ 年齢は、それぞれの年度の５⽉１⽇時点の満年齢を記⼊してください。
   ・ 記載は、設置認可時⼜は届出時における「⼤学の設置等に係る提出書類作成の⼿引」の「教員名簿」に記載されている「教員区分」（改正後⼤学設置基準等の適⽤以前は「専任等区分」）の順に記⼊してください。

   ・ 教員がサバティカル等で不在の期間がある場合、その期間（年⽉⽇）を上段「学位」の下へ記⼊してください。
   ・ 不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。
   ・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並⾏して実施している場合は、「担当授業科⽬名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）の授業科⽬名を記⼊するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科⽬名を記⼊してください

      ・  改正後⼤学設置基準等（令和４年10⽉１⽇施⾏）の適⽤以降については、主要授業科⽬にあたる「担当授業科⽬名」に下線を引いてください。 （⼤学院、⾼等専⾨学校は除く）

    

＜令和７年４月＞

博士(工学)

スマートセルインダストリー

ｽｽﾞｷ（ﾏﾂｲ） ﾉｿﾞﾐ

ｽｽﾞｷ ｲﾁﾛｳ

鈴木　市郎

その
他

講師

その
他

講師

その
他

創薬科学

医薬と香粧品化学

ﾃﾞｼｰｻﾞｰ ﾏｲｹﾙ

DeCesare Michael

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ﾅｶﾆｼ ﾉﾎﾞﾙ

中西　昇

英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

講師

鈴木（松井）　希

＜令和７年４月＞

修士（文学）

＜令和７年４月＞

修士(理学)

英語ⅢＡ

英語ⅢＢ

ﾂﾑﾗ ﾓﾄﾐ

津村　元美

＜令和７年４月＞

修士(国際法)

＜令和７年４月＞

修士(工学)

医薬と香粧品化学

ﾊﾞｰｶｰ ﾌﾞﾗﾑ

その
他

その
他

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ﾋｸﾞﾁ ｿﾆｱ ﾐﾖ

その
他

講師

その
他

講師

英語ⅣＡ

英語ⅣＢ

ﾏﾂｵｶ ﾉﾌﾞﾔ

松岡　信也

創薬科学

＜令和７年４月＞

博士(薬学)

三浦　一輝

＜令和７年４月＞

博士(生物資源科学)

バイオサイエンス解析法Ⅱ

初級韓国語会話Ｂ

魯　洙彬

＜令和７年４月＞

修士(日本学・文学)

初級韓国語文法Ａ

初級韓国語文法Ｂ

初級韓国語会話Ａ

講師

ﾐｳﾗ　ｶｽﾞｷ

ﾉ　ｽﾋﾞﾝ

その
他

講師

講師

HIGUCHI SONIA MIYO

＜令和７年４月＞

修士(TESOL)

BARKER BRAM WESLEY

＜令和７年４月＞

修士(作曲)

その
他

講師

その
他

講師
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

【令和５年度】

・届出時は完成年度の「教員組織の状況」を記載したことにより，令和５年度現在の教員組織の状況に変更。
　完成年度前に定年を迎え兼任講師となる予定の教授２名の担当科目を教授として配置することにより，司馬肇専任教授が「バイオサ
イエンス解析法Ⅰ」，高橋令二専任教授が「バイオサイエンス解析法Ⅲ」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，新井直人専任准教授，井村喜之専任准教授，舛廣善和専任准教授，渡邉泰祐専任
准教授が「バイオサイエンス概論」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，西尾俊幸兼任講師から平野貴子専任准教授に「生物の有機化学」の担当
者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，土屋徳司専任講師の「総合生物学」の担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，増澤依助教が「バイオサイエンス入門」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，須江隆兼担教授，森長秀兼担教授，須賀真以子兼担講師が「自主創造の基礎」の
担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，須江隆兼担教授，森長秀兼担教授，吉田一史美兼担講師が「日本を考える」の担
当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，青山加奈兼任講師，鷲塚奈保兼任講師から須永豊兼担教授，冨樫壮
央兼任講師，中川千帆兼任講師に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，須賀真以子兼担講師から長谷川正江兼担教授に「日本語Ⅱ」の担当者変
更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，竹俣壽郎兼担准教授から齊藤将士兼担講師に「スポーツ実技Ⅲ」の担当
者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，中村篤博兼担准教授の「地球環境を考える」を担当科目減。

・スミス・コルム兼担講師，准教授に昇格のため，職名変更。

・竹内寛彦兼担講師，准教授に昇格のため，職名変更。

・小澤明人兼任講師辞任により，「自主創造の基礎」を恒川直樹兼担教授，松田淑子兼担教授に担当者変更，「日本を考える」を鳥山
正晴兼担教授，ソコロワ山下聖美兼担教授，鍋本由徳兼担教授，南澤宏明兼担教授，石川元康兼担准教授，瀧川修吾兼担准教授，高野
和彰兼担講師に担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，根本洋明兼任講師，田中有希兼任講師から渡邉志兼担教授に「データサ
イエンスの基礎」の担当者変更。

・横山俊一兼任講師辞任により，渡邉志兼担教授に「情報科学」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，岩永祥恵兼任講師，中川千帆兼任講師，吉田昌弘兼任講師から延吉
淳子兼任講師，鷲塚奈保兼任講師に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の担当科目増とし，真島顕子兼担准教授，及川邦裕兼任講師，高橋寛兼
任講師，向井正太兼任講師が就任し「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」を担当。

・山田眞幹兼任講師辞任により，「スポーツ実技Ⅰ」「スポーツ実技Ⅱ」を齊藤将士兼担講師に担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，西尾俊幸兼任講師から山口勇将兼担講師に「有機化学」の担当者変更。

・梶山廣司兼任特任教授，蒲原義明兼任特任教授，根本洋明兼任特任教授，眞邉一近兼任特任教授を兼任講師に職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，根本洋明兼任講師の「線形代数」を担当科目減。

・小倉美加兼任講師辞任により，髙橋強兼任講師に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の担当者変更，「英語ⅢＡ」「英語ⅢＢ」は令和６年度開講時，他の兼任・兼担が担当予定。

・加藤理加兼任講師辞任により，荒木英彦兼任講師に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」の担当者変更。

・久保尚也兼任講師辞任により，北條理恵子兼任講師に「心理学入門」「個性の心理学」の担当者変更。

・永野良紀兼任講師辞任により，小沢広和兼担教授が「基礎地球科学」「総合地球科学」の担当クラス増。

・山口まり兼任講師辞任により，松本俊吉兼任講師に「科学史」「科学技術と社会」の担当者変更。

【令和６年度】

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，上田賢志専任教授の「ＤＮＡテクノロジー」の担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，上田賢志専任教授，光澤浩専任教授，新井直人専任准教授，伊藤紘子専
任准教授，髙野英晃専任教授，西山辰也専任講師が「微生物と植物実験Ⅰ」「微生物と植物実験Ⅱ」「微生物と植物実験Ⅲ」の担当科
目減。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，渡邉泰祐専任准教授，相澤朋子専任講師から上田賢志専任教授，光澤浩
専任教授，伊藤紘子専任准教授，髙野英晃専任教授，西山辰也専任講師に「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅰ」「発酵とケミカルバ
イオロジー実験Ⅱ」「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，内山寛専任教授，恒川直樹兼担教授，秋田佳恵兼担講師が「総合生物学」の担当
科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，荻原淳専任教授，細野崇専任准教授，小林孝行兼担准教授が「分析化学」の担当
科目増。

・司馬肇専任教授が定年退職のため，職名変更および「バイオサイエンス入門」「バイオサイエンス概論」の担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，関泰一郎専任教授から中川達功専任教授，袴田航専任教授，近藤春
美専任准教授，司馬肇兼任講師が「バイオサイエンス演習Ⅰ」の担当者変更。
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・高橋令二専任教授が定年退職のため，職名変更および「バイオサイエンス入門」「バイオサイエンス概論」の担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，袴田航専任教授が「生理活性物質の科学」の担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，相澤朋子専任講師から光澤浩専任教授，秋田佳恵兼担講師に「基礎
生物学」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，新井直人専任准教授，渡邉泰祐専任准教授，相澤朋子専任講師が「栄養
と健康科学実験Ⅰ」「栄養と健康科学実験Ⅱ」「栄養と健康科学実験Ⅲ」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，新井直人専任准教授が「代謝生化学」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，伊藤紘子専任准教授から井村喜之専任准教授に「植物の細胞生理」の担
当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，相澤朋子専任講師から伊藤紘子専任准教授に「タンパク質と酵素の科
学」の担当者変更。

・髙野英晃専任准教授，教授に昇格のため，職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，髙野英晃専任教授が「バイオマスを知る」の担当科目増。
・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，舛廣善和専任准教授から渡邉泰祐専任准教授，増澤依専任助教に
「栄養と健康科学」の担当者変更。
・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，相澤朋子専任講師が「食と健康科学」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，土屋徳司専任講師が「遺伝子とゲノムの情報学」の担当科目増。

・西山辰也専任助教，講師に昇格のため，職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，増澤依専任助教が「バイオサイエンス体験」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，黒滝哲哉兼担教授，竹俣壽郎兼担准教授，難波皓平兼担助教，齊藤将士兼担講
師，秋田佳恵兼担講師が「自主創造の基礎」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，吉田一史美兼担講師から黒滝哲哉兼担教授に「日本を考える」の担当者
変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，小堂俊孝兼担教授，阪本久美子兼担教授，須永豊兼担教授，田中弘樹兼
任講師，中川千帆兼任講師，山下千里兼任講師，吉田昌弘兼任講師，及川邦裕兼任講師から岩永祥恵兼任講師，田中ゆり兼任講師，冨
樫須奈美兼任講師，鷲塚奈保兼任講師，小林かおる兼任講師，佐々木南実兼任講師，中村信子兼任講師に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」の
担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，小堂俊孝兼担教授，須永豊兼担教授，冨樫須奈美兼任講師，冨樫壮
央兼任講師，延吉淳子兼任講師，山下千里兼任講師，吉田昌弘兼任講師から北脇実千代兼担教授，真島顕子兼担准教授，青山加奈兼任
講師，堀広治兼任講師，髙橋強兼任講師，小林かおる兼任講師，菅原大一太兼任講師，中村信子兼任講師に「英語ⅢＡ」「英語ⅢＢ」
の担当者変更。

・長谷川正江兼担教授が定年退職のため，職名変更。

・梶山廣司兼任講師辞任により，「スポーツ科学」を松橋明宏兼担教授に担当者変更，齊藤将士兼担講師が「スポーツ実技Ⅰ」の担当
クラス増，錦織千鶴兼担講師が「スポーツ実技Ⅱ」の担当クラス増。

・北脇実千代兼担准教授，教授に昇格のため，職名変更。

・近藤直樹兼担准教授，教授に昇格のため，職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，竹内寛彦兼担准教授から秋田佳恵兼担講師に「生物学概論Ⅰ」「生物学
概論Ⅱ」「生物学実験」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，齊藤将士兼担講師から錦織千鶴兼担講師に「スポーツ実技Ⅲ」の担当者
変更。

・瀧川修吾兼担准教授，教授に昇格のため，職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，渡邉志兼担教授，髙村正志兼任講師，田中有希兼任講師から鈴木祥平兼
担講師，吉田純兼任講師に「情報科学」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，齊藤将士兼担講師が「スポーツ実技Ⅳ」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，岡林識起兼担講師が「基礎化学」「総合化学」「地球環境を考える」の担当科目
増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，鈴木祥平兼担講師が「統計学入門」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，ｳﾞｧﾚﾘｰ･ｽﾞｨｱ･ｶﾞﾘｼｴ=ﾎﾝﾀﾞ兼任講師，ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾏｺｰﾐｯｸ･ｲﾉｺ兼任講師か
らｳｴﾉ ｱﾋﾞｰﾊﾞ ﾚｱ ｴﾝｻﾞｰ ｽﾐｽ兼任講師，ｹﾗﾝﾄﾞ ﾏｲｹﾙ ｼﾞｮﾅｻﾝ兼任講師，ｺﾞ ﾐｶｲﾙ ｱﾘｸ ﾁｭｱ兼任講師，ｼﾞｮﾅｻﾝ・ﾃﾞｨﾙ兼任講師，ﾀﾞﾆｴﾙ ﾏｲｸﾙ
ﾍﾞｲﾂ兼任講師，ﾋﾟｯｹﾝ ｼﾞｮﾅｻﾝ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ兼任講師， ﾓｰﾄｿﾝ ﾀﾞﾚﾝ ﾀﾞｸﾞﾗｽ兼任講師，ﾚｯｸｽﾛｰﾄﾞ・ﾌﾞﾚﾝﾄ・ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ兼任講師に「英語ⅣＡ」
「英語ⅣＢ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，木村聡雄兼任講師，田中ゆり兼任講師，鷲塚奈保兼任講師，及川邦
裕兼任講師から田中弘樹兼任講師，中川千帆兼任講師，荒木英彦兼任講師，小林かおる兼任講師，佐々木南実兼任講師，菅原大一太兼
任講師に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の担当者変更。

・寺山慧兼任講師辞任により，「AIと生命情報科学」を阿部秀尚兼任講師に担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，宇野茂之兼任講師が「人体と生命の科学」の担当科目増。

・ﾙﾋﾞｴﾗ ﾋﾒﾈｽ ﾃﾞ ﾀｶﾊｼ兼任講師辞任により，「初級スペイン語文法Ａ」「初級スペイン語文法Ｂ」を髙野雅司兼任講師に担当者変更，
「初級スペイン語会話Ａ」「初級スペイン語会話Ｂ」をｼﾞｪﾝ・ｱﾊﾞﾄﾞ・ﾊｲﾒ・ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ兼任講師に担当者変更。

【令和７年度】
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・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，濱田龍義教授，根本洋明講師から中山洋将准教授に「解析学」の担当者
変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，横山安紀子教授，青山加奈講師，小林かおる講師から宇佐教子講師，冨
樫須奈美講師，延吉淳子講師，荒木英彦講師，向井正太講師，佐々木南実講師，麻生久美子講師，石田毅講師，鈴木希講師に「英語Ⅲ
Ａ」「英語ⅢＢ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，錦織千鶴講師から竹俣壽郎准教授に「スポーツ実技Ⅲ」の担当者変更。

・長澤郁子准教授，教授に昇格のため，職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，長澤郁子教授，錦織千鶴講師，野村正弘教授，清松大講師が「自主
創造の基礎」の担当科目増。

・中西祐輔講師，准教授に昇格のため，職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，佐々木聖使講師から吉田（土屋）一史美講師に「倫理学入門」「倫理学
の現在」の担当者変更。

・渡邉志教授辞任により，「データサイエンスの基礎」を中山洋将准教授に担当者変更。

・山口勇将講師，准教授に昇格のため，職名変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，岡林識起講師が「化学実験」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，伊藤紘子准教授から内山寛教授に「植物のシグナル伝達」の担当者
変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，「分析化学」を荻原淳教授，細野崇准教授，小林孝行准教授が担当科目
減。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび土屋徳司講師の辞任の理由により，「バイオサイエンス演習Ⅱ」を司馬肇講師が
担当科目増，関泰一郎教授が担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，新町文絵教授から伊藤紘子准教授に「分子生物学」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しおよび土屋徳司講師の辞任の理由により，「バイオサイエンス解析法Ⅲ」を井村喜之准
教授が担当科目増，光澤浩教授，新井直人准教授，伊藤紘子准教授，岩淵範之准教授，奈島賢児准教授，西山辰也講師，高橋令二講師
が担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，袴田航教授が「ケミカルバイオロジー」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，光澤浩教授が「総合生物学」の担当科目増。

・土屋徳司講師の辞任の理由により，「バイオサイエンス入門」「バイオサイエンス体験」「バイオサイエンス演習Ⅲ」「バイオ英語
プレゼンテーションⅠ」「バイオ英語プレゼンテーションⅡ」「バイオサイエンス研究Ⅰ」「バイオサイエンス研究Ⅱ」「微生物と植
物実験Ⅰ」「微生物と植物実験Ⅱ」「微生物と植物実験Ⅲ」の他の基幹教員が担当者数増，「バイオサイエンス演習Ⅳ」「バイオサイ
エンス英語Ⅰ」「バイオサイエンス英語Ⅱ」を光澤浩教授に担当者変更，「ゲノム生物学」を増澤依助教に担当者変更，「遺伝子とゲ
ノムの情報学」の担当コマ数を奈島賢児准教授に担当者変更，「エピジェネティクスとゲノム編集」を土屋雄揮講師に担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，平野貴子准教授，渡邉泰祐准教授，相澤（浦井）朋子講師から光澤浩教
授，西山辰也講師，三浦一輝講師に「バイオサイエンス解析法Ⅱ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，井村喜之准教授から鈴木市郎講師に「スマートセルインダストリー」の
担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，増澤依助教，宇野茂之講師が「インダストリーと栄養」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，井上貴史教授が「物理学実験」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，岩永祥恵講師，木村聡雄講師，田中ゆり講師，荒木英彦講師，向井正太
講師から小堂俊孝教授，阪本久美子教授，須永豊教授，青山加奈講師，田中弘樹講師，中川千帆講師，菅原大一太講師，麻生久美子講
師，鈴木希講師に「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」の担当者変更。

・菅沼桂子教授辞任により，「経済学入門」「経済と現代社会」を國光洋二講師に担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，須永豊教授，延吉淳子講師，小林かおる講師，菅原大一太講師から木村
聡雄講師，田中ゆり講師，鷲塚奈保講師，中村信子講師，石田毅講師に「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，難波謙二教授の「スポーツ実技Ⅰ」「スポーツ実技Ⅱ」「スポーツ科
学」を担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，長谷川正江講師から清松大講師に「日本語Ⅱ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，岩淵範之准教授，近藤春美准教授が「バイオサイエンス概論」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，土屋雄揮講師から岩淵範之准教授に「微生物機能利用学」の担当者変
更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，近藤春美准教授，津村元美講師，中西昇講師が「医薬と香粧品化学」の担当科目
増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，細野崇准教授が「バイオサイエンス演習Ⅰ」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，細野崇准教授，増澤依助教が「バイオサイエンス解析法Ⅰ」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，舛廣善和准教授が「分子間相互作用学」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，渡邉泰祐准教授が「発酵とケミカルバイオロジー実験Ⅲ」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，相澤（浦井）朋子講師が「病態生化学」の担当科目増。

・奈島賢児講師，准教授に昇格のため，職名変更。
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(注)・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　　　なお、改正前大学設置基準等に基づいて認可を受けて設置された学部等が、改正後大学設置基準等への適用のため、大学が基幹教
　　　　「専任教員」を「基幹教員」とする場合は、ＡＣ教員審査を受審する必要はない扱いとしています。（改正後大学設置基準等の適用
　　　　「基幹教員」の担当授業科目を追加する場合、「基幹教員」の担当授業科目の内容を変更するなど、ＡＣ教員審査の受審を求めてい

　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，鈴木祥平講師，根本洋明講師の「統計学入門」を担当科目減。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，鈴木祥平講師から中山洋将准教授に「情報科学」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，蒲原義明講師から清松大講師に「日本語表現の基礎」「日本の文学」の
担当者変更。

・教育効果の向上を図るため新規科目増の理由により，大熊康典教授，古賀徹教授，坂本力也教授，佐藤佑介教授，篠田雅路教授，遠
山岳史教授，大澤正彦准教授，JEGO ERIC HAJIME准教授，中村文紀准教授が「データサイエンスの世界」を担当。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，魯洙彬講師が「初級韓国語文法Ａ」「初級韓国語文法Ｂ」「初級韓
国語会話Ａ」「初級韓国語会話Ｂ」の担当科目増。

　　　・　認可で設置された学部等の基幹（専任）教員を変更する場合は、当該基幹（専任）教員が授業を開始する前に必ず「基幹（専任）教員採
　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。
　　　　原則としてＡＣ教員審査を受けずに基幹（専任）教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。
　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，亀井真之介准教授，小山正太准教授が「日本を考える」の担当科目
増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，臼井健郎講師，津村元美講師，松岡信也講師が「創薬科学」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増および見直しの理由により，栗原順子講師が「初級中国語会話Ａ」「初級中国語会話Ｂ」の担当
科目増。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，西尾俊幸講師が「バイオマスを知る」の担当科目増。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，ｳｴﾉ ｱﾋﾞｰﾊﾞ ﾚｱ ｴﾝｻﾞｰ ｽﾐｽ講師，ｺﾞ ﾐｶｲﾙ ｱﾘｸ ﾁｭｱ講師，ﾋﾟｯｹﾝ ｼﾞｮﾅｻﾝ
ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ講師，ﾚｯｸｽﾛｰﾄﾞ・ﾌﾞﾚﾝﾄ・ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ講師からｶｲ ｺﾅﾝ講師，ｼｭﾜﾙﾂ ﾁｪﾙｼｰﾝ講師，ﾃﾞｼｰｻﾞｰ ﾏｲｹﾙ講師，ﾊﾞｰｶｰ ﾌﾞﾗﾑ講師，ﾋｸﾞﾁ ｿﾆｱ
講師に「英語ⅣＡ」「英語ⅣＢ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当教員の見直しの理由により，ｼﾞｪﾝ・ｱﾊﾞﾄﾞ・ﾊｲﾒ・ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ講師から髙野雅司講師に「初級スペイン語
会話Ａ」「初級スペイン語会話Ｂ」の担当者変更。

・教育効果の向上を図るため担当者増の理由により，杉浦克己講師が「スポーツと健康科学」の担当科目増。
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(注)・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第九項により算出される基幹教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　　　高等専門学校の場合、「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）」欄は、
　　　　「うち専ら当該高等専門学校の教育に従事する者（「基一」及び「基専」の計」）」として記入してください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「設置時の計画」欄は「設置時の計画（改正前大学設置基準等）」とした上で、「専任教員」及び「助手」の人数を記入してください。
　　　　また、「計（Ａ）」の「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）（Ａ”）」欄には「－」を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

【基幹教員全体】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

【基幹教員のうち、専ら当該学部等の教育研究に従事する者】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ”）
設置時の計画（Ａ”）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（２） 基幹教員数等

(注)・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十一条第二項（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の基幹教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要基幹教員数」及び「（２）-② 基幹教員等数【大学】」を

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　（２）－①　設置基準上の必要基幹教員数

完成年度時における
設置基準上の必要基

幹教員数（α）
うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

うち、完成年度時における
設置基準上の専ら当該学部
等の教員研究に従事する必
要基幹教員数（（α）の４

分の３以上）

12 6 9

名 名

准教授 講　師 助　教 計（Ａ） 助手（Ａ'） 准教授 講　師 助　教 計（Ｂ）
うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基(主専)」及び「基(専)」の計）（Ｂ”）

名

　　　　

　（２）－②　基幹教員等数【大学・高専】

設置時の計画（改正前大学設置基準等） 現在（報告時）の状況

助手（Ｂ'）

24 0

教　授
うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基(主専)」及び「基(専)」の計）（Ａ”）

8 10 4 2 24

（－） （0）

－ 0
10 10 3 1 24

（11） （10） （4） （2） （27）

教　授

現在（報告時）の完成年度時の計画

助手（Ｄ'）
うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基(主専)」及び「基(専)」の計）（Ｄ”）

准教授 講　師 教　授 准教授 講　師 助　教 計（Ｄ）助　教 計（Ｃ） 助手（Ｃ'）
うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基(主専)」及び「基(専)」の計）（Ｃ”）

現在（報告時）の完成年度時の状況

教　授

［　2　］ ［　0　］ ［　△1　］ ［　△1　］ ［　0　］ ［　－　］ ［　0　］ ［　1　］ ［　0　］ ［　△1　］ ［　△1　］ ［　△1　］ ［　－　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記（Ｂ））の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
完成年度時（上記（Ｃ））の教員うち、定年を延長して採用する教員数

- ％

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
24

100 ％
24

=
24
－

=

=
0

= - ％
0

=

=

0
= 0 ％

24

［　0　］

65 0 0

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

9 10 3 1 23 23 010 10 3 1 24 24 0

　（２）－③　年齢構成

年齢構成
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(注)・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により算出される教員数を記入してください。

　　　　

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ） =
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

准教授 講　師 助　教 助手（Ａ'） 教　授

（●●） （●●） （●●） （●●）

計（Ａ） 助手（Ｂ'）教　授

●● ●● ●● ●● ●● ●●
●●

（●●）（●●）

●●

研究
指導
教員
数

●●

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

●● ●● ●●

●●

うち教
授数

名 名 名

　（２）－②　専任教員等数【大学院】

准教授 講　師 助　教 計（Ｂ）

●● ●● ●●

●● ●● ●●

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

現在（報告時）の完成年度時の計画

●● ●● ●● ●●

うち教
授数

研究
指導
教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

（●●）（●●） （●●） （●●）

現在（報告時）の完成年度時の状況

准教授

●● ●● ●●

講　師 助　教
計

（Ｃ）
助手（Ｃ'） 教　授 准教授 講　師 助　教

●● ●●●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

計
（Ｄ）

助手（Ｄ'）教　授

●● ●●

［●●］

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究
指導
教員
数

うち教
授数

［　　　　］［●●］［　　　　］

［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］［　　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］

=

=
●●

= - ％
●●

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

●●
= #VALUE! ％

●●

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

［　　］ ［　　］ ［　　　］

講義のみ担当
の教員数

●● ●●

［　　　　］ ［　　　　］

うち教
授数

●●

［●●］

●● ●●

研究
指導
教員
数

［●●］

名

●●
= #VALUE! ％

●●

研究指導補助
教員数

歳 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

報告時（上記（Ｂ））の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
完成年度時（上記（Ｃ））の教員うち、定年を延長して採用する教員数

定年規定の定める
定年年齢（歳）

●● ●● ●●

●●
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（注）・　専門職大学院に関し必要な事項について定める件（平成十五年三月三十一日文部科学省告示第五十三号）により算出される教員数を記入してください。

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「みなし専任教員数」には、「実務家教員数」に計上している実務家教員数のうち、みなし専任教員の教員数を計上してください。

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

●●

（●●）

助手（Ａ'） 教　授

●● ●● ●● ●● ●●

助手（Ｂ'）教　授

●● ●● ●● ●● ●● ●●

（●●） （●●） （●●） （●●） （●●）

助　教 計（Ａ）

研究者教員数 実務家教員数

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要教

授数

専任教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要実

務家教員数

●● ●●●●

名 名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【専門職大学院】

准教授 講　師 助　教 計（Ｂ）

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

准教授 講　師

みなし専任教員数
講義のみ担当

の教員数
研究者教員数 実務家教員数 みなし専任教員数

講義のみ担当
の教員数

●●

（●●）

［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］［　　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　　］

（●●）

現在（報告時）の完成年度時の計画

●● ●●

実務家教員数 みなし専任教員数
講義のみ担当

の教員数
研究者教員数 実務家教員数 みなし専任教員数

講義のみ担当
の教員数

研究者教員数

●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

［　　　　］ ［　　　　］ ［　　　　］ ［　　　　］ ［　　　　］［　　　　］

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

［　　　　］ ［　　　　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記（Ｂ））の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
完成年度時（上記（Ｃ））の教員うち、定年を延長して採用する教員数

●● ●● ●●

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
●●

= #VALUE! ％
●●

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
●●

= - ％
●●

=
●●

= #VALUE! ％
●●

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

●●
●● ●● ●● ●●

計
（Ｃ）

助手（Ｃ'） 教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）
助手（Ｄ'）

（●●） （●●）

現在（報告時）の完成年度時の状況

教　授 准教授 講　師 助　教

●● ●● ●● ●● ●●●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●
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（注）・　大学設置基準別表第一イ（２）及び第四十二条の三、専門職大学設置基準別表第一イ及び第三十五条、専門職短期大学設置基準別表第一イ及び第三十二条により算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「設置時の計画」欄は「設置時の計画（改正前大学設置基準）」とした上で、「専任教員」及び「助手」の人数を記入してください。
　　　　その際、「基幹教員数（基）」欄、「実務家基幹教員数（実基）」欄、「実務家基幹教員数（実研基）」欄、「みなし基幹教員数（実み基）」欄は、
　　　　それぞれ「専任教員数（専）」欄、「実務家専任教員数（実専）」欄、「実務家専任教員数（実（研）」欄、「みなし専任教員数」欄として、
　　　　「実務家専任教員数（実専）」欄は実務家教員、「実務家専任教員数（実（研）」欄は研究能力を併せ有する実務家教員、
　　　　「みなし専任教員数」欄は「実務家専任教員数（実専）」に計上している実務家教員数のうち、みなし専任教員の教員数を記入してください。
　　　　また、α、β、γ欄及び計（Ａ”、Ｂ”、Ｃ”、Ｄ”）欄には「－」を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

【基幹教員全体】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

【基幹教員のうち、専ら当該学部等の教育研究に従事する者】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ”）
設置時の計画（Ａ”）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（２） 基幹教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要基幹教員数

基幹教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要教

授数

基幹教員数のうち、完成年
度時における設置基準上の
専ら当該学部等の教員研究
に従事する必要基幹教員数
（（α）の４分の３以上）

基幹教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要実

務家教員数

基幹教員数のうち、
完成年度時における
設置基準上の必要な
研究業績を有する実

務家教員数

名 名

完成年度時における
設置基準上の必要基
幹教員数（α）

●● ●● ●● ●● ●●

名 名 名

　（２）－②　基幹教員等数【専門職大学等】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

准教授 講　師 助　教 計（Ｂ） 助手（Ｂ'）教　授 准教授 講　師 助　教 計（Ａ） 助手（Ａ'） 教　授

●● ●● ●● ●● ●● ●●
●●

（●●） （●●） （●●） （●●）

実務家基幹
教員数（実
研基実）

みなし基幹
教員数（実

み基）

計
（Ａ”=α
＋β＋
γ）

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実基(主

専)」及び「実基
(専)」の計）

(β)

●● ●●

計
（Ｂ”=α
＋β＋
γ）

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実基(主

専)」及び「実基
(専)」の計）

(β)

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実研基

(主)」及び「実
研専(専)」の

計）
(γ)

実務家基幹
教員数（実

基実）

実務家基教
員数（実研

基実）

みなし基幹
教員数（実

み基）

●● ●● ●●

（●●） （●●）

●● ●●

基幹教員数
（基）

実務家基幹
教員数（実

基実）

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「基(主専)」
及び「基(専)」

の計）
(α)

●●

（●●） （●●） （●●） （●●）

●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者

（「基(主専)」
及び「基(専)」

の計）
(α)

基幹教員数
（基）

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実研基

(主)」及び「実
研専(専)」の

計）
(γ)

助手（Ｃ'） 教　授 准教授 講　師 助　教 計（Ｄ） 助手（Ｄ'）

（●●）

現在（報告時）の完成年度時の状況

教　授 准教授 講　師 助　教 計（Ｃ）

（●●） （●●） （●●）

●●

現在（報告時）の完成年度時の計画

●● ●● ●● ●● ●●

●● ●● ●● ●● ●●●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］

みなし基幹
教員数（実

み基）

計
（Ｄ”=α
＋β＋
γ）

基幹教員数
（基）

●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実基(主

専)」及び「実基
(専)」の計）

(β)

計
（Ｃ”=α
＋β＋
γ）

基幹教員数
（基）

実務家基幹
教員数（実

基実）

実務家基幹
教員数（実
研基実）

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者

（「基(主専)」
及び「基(専)」

の計）
(α)

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実研基

(主)」及び「実
研専(専)」の

計）
(γ)

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記（Ｂ））の教員のうち、定年を延長して採用している教員数 完成年度時（上記（Ｃ））の教員うち、定年を延長して採用する教員数

●● ●● ●●

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
●●

#VALUE! ％

- ％

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

●●
=

=
●●

=
●●

=

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実基(主

専)」及び「実基
(専)」の計）

(β)

●● ●● ●● ●● ●●

実務家基幹
教員数（実

基実）

実務家基幹
教員数（実
研基実）

みなし基幹
教員数（実

み基）

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「基(主専)」
及び「基(専)」

の計）
(α)

うち専ら当該学
部等の教育研究
に従事する者
（「実研基

(主)」及び「実
研専(専)」の

計）
(γ)

［　　　］ ［　　　］［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］ ［　　　］

●●
= #VALUE! ％

●●

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
●●

= - ％
●●

89
57



時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　　（学年進行中に基幹教員の要件を満たさなくなったことにより、基幹教員でなくなった教員についても記入してください。）

後任補充状況 辞任等の理由

バイオサイエンス入門 ①

R7.3.31付け 一身上の都合により辞任（７）

バイオサイエンス体験 ①

バイオサイエンス解析法Ⅲ ①

バイオサイエンス研究Ⅰ ①

バイオサイエンス研究Ⅱ ①

微生物と植物実験Ⅰ ①

微生物と植物実験Ⅱ

①

選択

自由 0
人

必修 5

後任補充状況の集計（Ｇ）

自由 0

③の合計数（c）

必修 0

選択 0

自由 0

科目

科目

13 科目

計

合計（Ｆ）

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

①

バイオサイエンス英語Ⅰ ①

バイオサイエンス英語Ⅱ ①

バイオ英語プレゼンテーションⅠ ①

①

①

微生物と植物実験Ⅲ ①

遺伝子とゲノムの情報学 ①

ゲノム生物学 ①

エピジェネティクスとゲノム編集 ②

(注)・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての基幹（専任）教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、
　　　　　「辞任等の理由」に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。
　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

必修

選択

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 5 0

12 1

計 17 計 1 計 018 科目

辞任した教員数

1

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。
・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

該当なし

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

（３） 基幹（専任）教員辞任等の理由

　（３）－①　基幹（専任）教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 基幹（専任）教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目

選択 0 選択 0

自由 0

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 科目 必修 0 必修 0 必修 0

①の合計数（a）

選択

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。
　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、
　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 基幹（専任）教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目

0 計 0 計 0

選択 0

自由 0 自由 0

選択

選択

1

(注)・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての基幹（専任）教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。
　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。
　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

計 0

バイオサイエンス演習Ⅳ

①

科目

就任を辞退した教員数

0 人
0 科目 自由

計

自由 0

選択

R7.3

必修

必修

選択

選択

バイオサイエンス演習Ⅱ

バイオ英語プレゼンテーションⅡ

バイオサイエンス演習Ⅲ

土屋　徳司

0 科目

講師

選択

選択

選択

選択

必修

選択

必修

必修

選択

選択

選択

選択
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

(注)・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した基幹（専任）教員数の合計数を記載してください。
　　　・令和７年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

必修 0

選択 13

0

18

科目 選択

科目 自由 0

科目 計 17

12 選択

自由 0

計 1

1

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0

5 科目

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

選択

自由 0

計 0

1
自由

計

必修 5 必修 0

人

必修

1 人

　（３）－⑤　令和６年度報告書から、新たに辞任等した基幹（専任）教員等の状況

=
1

= 4.16 ％
24
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 基幹（専任）教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　　

必修

選択

１ 教授 司馬　肇

必修

必修

　（３）－⑥　定年により退職した基幹（専任）教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 基幹（専任）教員氏名 必修・選択・自由の別

バイオサイエンス概論 ①

バイオサイエンス解析法Ⅰ ②

後任補充状況 辞任等の理由

バイオサイエンス入門 ①

R6.3.31付け65歳で定年退職（６）
分子生物学 ②

担当予定科目

必修

必修

必修 バイオサイエンス概論

微生物学 ②
2 教授 高橋　令二

バイオサイエンス入門 ①

R6.3.31付け65歳で定年退職（６）
①

②

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 バイオサイエンス解析法Ⅲ

2 人

6 科目 必修 4

0

4

自由 0 科目 自由 0

必修

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。
・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

司馬肇専任教授および高橋令二専任教授が定年による退職（令和6年3月）となったが、この教員配置については設置時からの計画として、
当該教員の担当科目も配慮しており問題ない。但し、計画どおり引き続き兼任講師として一部科目を担当する。また、学生には、ガイダン
ス時における教員紹介、シラバス、時間割により周知されている。（６）

土屋徳司講師の辞任（令和7年3月）については、退職後も全ての科目を開講し教育研究の質は維持されている。また、学生には、ガイダン
ス時における教員紹介、シラバス、時間割により周知されている。（７）

(注)・　上記（３）の基幹（専任）教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

科目 計

(注)・　定年により退職した全ての基幹（専任）教員について、記入してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理
　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。
　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 0 自由 0

計 8 計 4 計 0

必修 2 必修 0

選択 2 科目 選択 選択 2 選択 0
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和４年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和５年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和６年度）

　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がある場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し文末に「（６）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び
　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（７）」と記載してください。
　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がない場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し文末に「（６）（７）」と記載してください。
　　　　【令和７年度から新たに調査対象となった学科等又は令和６年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】
　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（７）」と記載してください。

該当なし

該当なし

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

該当なし

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は
　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、
　　　　具体的に記入してください。
　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、以下のとおり記載してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

特になし 特になし

７　その他全般的事項

＜生物資源科学部　バイオサイエンス学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　日本大学生物資源科学部においては，「日本大学生物資源科学部ＦＤ委員会」を設置し，ＰＤＣＡサイクル等を適切
に機能させるため組織的なＦＤ活動を推進している。また，「日本大学生物資源科学部ＳＤ委員会」を設置し，大学の
中期計画に基づき，教職員一人ひとりが帰属意識，当事者意識の醸成を図るとともに収支改善に向けた理解と協力を得
ることを目的とした講演を中心とした研修会を実施している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　日本大学生物資源科学部ＦＤ委員会は，学部次長，学務担当，学生担当，研究担当，就職指導担当，学務委員会副委
員長，学科主任，事務局次長，事務長，経理長，教務課長，教務課幹事（若干名），学部長が指名する者により構成さ
れ，課題に応じて年数回，不定期に開催する。令和４年度は２回開催し，第１回目が31名，第２回目が30名の委員が参
加した。また，令和５年度は５回開催しており，28名中，第１回28名，第２回28名，第３回23名，第４回27名，第５回
27名の委員が参加している。令和６年度は４回開催しており，２５名中，第１回１９名，第２回１９名，第３回１２
名，第４回１４名の委員が参加している。
　なお，日本大学生物資源科学部ＳＤ委員会は，令和４年度は４回開催し，第１回目が11名，第２回目が８名，第３回
目が11名，第４回目が10名の委員が参加した。令和５年度は８回開催しており，11名中，第１回８名，第２回11名，第
３回11名，第４回11名，第５回11名，第６回11名，第７回11名，第８回11名の委員が参加した。令和６年度は，５回開
催しており，10名中，第１回８名，第２回７名，第３回10名，第４回10名，第５回10名の委員が参加している。

　ｃ　委員会の審議事項等

日本大学生物資源科学部ＦＤ委員会（日本大学生物資源科学部ＦＤ委員会内規第２条）
　第２条  委員会は，次の各号に定める事項について，審議する。
　①  学内外のＦＤ情報の収集及び調査並びにＦＤ推進に係る各種の分析されたデータの提供に関する事項
　②  教員に対する研修会，講習会及び講演会等の開催に関する事項
　③  学部・大学院におけるＦＤ活動の推進に関する事項
　④  学生による授業評価の推進に関する事項
　⑤  授業公開及び参観の実施に関する事項
　⑥  ＦＤ活動における広報活動の推進に関する事項
　⑦  その他ＦＤに関する事項
生物資源科学部ＳＤ委員会では，研修の実施計画及び実施方法等を議題としている。

②　実施状況

　ａ　実施内容

（１）日本大学生物資源科学部ＦＤ委員会

　・教員に対する研修会の開催
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令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和４年度

　・学生による授業評価アンケートの実施

　・学部・大学院におけるＦＤ活動の周知

（２）日本大学生物資源科学部ＳＤ委員会

　・「生物資源科学部財政説明会」

　・「学部の将来を検討する各種委員会の説明会」の研修

　・コンプライアンス及び危機管理に係る研修

　ｂ　実施方法

　日本大学生物資源科学部ＦＤ，ＳＤ委員会においてＦＤ，ＳＤ実施計画を協議し，年数回程度，学部全体で実施して
いる。
　実施方法は，対面，オンライン形式及びオンデマンド形式で実施した。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ＦＤ研修会は各回とも教授会開催日と同日に開催し，ハイブリッド形式（対面及びオンライン）で実施し，当日の欠
席者には動画によるオンデマンド配信も実施し構成員全員が参加した（休職者等は除く）。

ＦＤ研修会

　・第1回（11月24日）：①日本大学生物資源科学部入試動向
　　　　　　　　　　　 ②学生募集に関する調査分析
　　　　　　　　　　　 ③受験生獲得策

　・第2回（12月 8日）：①新学習指導要領の概要とそれに伴う入学者の特徴，それらを踏まえた授業展開について
　　　　　　　　　　　 ②高大連携の需要と教育的効果，大学広報との関連性
                         ～高等教育現場の変容「探求」を軸に～

　・第3回（ 1月19日）：模試の傾向から推測される受験者層と，その特徴を踏まえた授業へのアドバイス

　・第1回（9月21日）：大学院生へのコンプライアンス教育の質的向上
　　　　　　　　　　　（研究倫理と正しく向き合うために近年の不正事例の動向と対策を理解する）
　　　　　　　　　　　対面形式・オンデマンド形式

　・第2回（1月25日）：学生募集の在り方や新入生の成長を促す教育活動の模索
　　　　　　　　　　　（入試環境と河合塾全統共通テスト模試の志望動向から読み解く）
　　　　　　　　　　　対面形式・オンデマンド形式

　・第3回（3月15日）：技術流出の防止に向けて，教職員の危機管理能力や教学管理能力の向上
　　　　　　　　　　　（技術流出のリスクのパターンや一人ひとりが気を付けるべきポイントを理解）
　　　　　　　　　　　対面形式

　・第１回（７月２５日）：ダイバーシティ実現を妨げる無意識のバイアス
　　　　　　　　　　　　　対面形式・オンデマンド形式

　・第２回（１２月５日）：２０２４年度 GPS Academic 受検結果報告
　　　　　　　　　　　　　対面形式・オンデマンド形式

　・第３回（１２月１９日）：これからの学生募集と学生教育方針にむけて－入試環境と
　　　　　　　　　　　　　　河合塾全統共通テスト模試の志望動向から読み解く傾向ー
　　　　　　　　　　　　　　対面形式・オンデマンド形式

　・第４回（３月１１日）：特許権を中心とした発明等の解説
　　　　　　　　　　　　　対面形式・オンデマンド形式

ＳＤ研修会

　・第1回（7月7日～7月29日）：「日本大学の創立と学祖山田顕義について」の研修（参加者329名）

　・第2回（8月4日～8月27日）：「生物資源科学部財政説明会」（参加者326名）
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令和５年度

令和６年度

　・第3回（11月24日～12月16日）：「本学の障がい学生支援の仕組みとその重要性について」の研修（参加者321名）

　令和５年度については，大小研修会を計１０回実施しているが，主要な研修は以下４回分となる。

　・第1回（7月27日）：情報管理研修会
　　　　　　　　　　　個人情報等に関する知識とデジタルデータの取扱の講習による情報管理に必要な
　　　　　　　　　　　知識の向上と意識の醸成（参加者331名）

　・第2回（9月28日）：「生物資源科学部財政説明会」（参加者232名）
　　　　　　　　　　　財務に関する知識を獲得し経営的視点を養うため

　・第3回（2月15日～2月26日）：学校法人日本大学行動規範の理解促進に係る研修（参加者317名）
　　　　　　　　　　　　　　　　本学が社会の一員であることを認識し公共的，社会的使命を自覚する

　・第4回（3月18日～3月29日）：日本大学危機管理講習（参加者179名）
　　　　　　　　　　　　　　　　本学が社会の一員であることを認識し公共的，社会的使命を自覚する

　令和６年度については，大小研修会を計６回実施しているが，主要な研修は以下４回分となる。

　・第1回（9月26日）：「生物資源科学部財政説明会」（参加者319名）
　　　　　　　　　　　財務に関する知識を獲得し経営的視点を養うため

　・第2回（10月3日）：「学部の将来を検討する各種委員会の説明に係る研修会」（参加者320名）
　　　　　　　　　　　学部将来を検討する３委員会の概要及び進捗状況について共有・把握する

　・第3回（12月19日）：人権侵害防止に係る巡回講演会（参加者280名）
　　　　　　　　　　　 ハラスメントに関する基本知識及び人権侵害防止における本学の取り組み及び事例紹介

　・第4回（1月9日～2月28日）：コンプライアンス研修（参加者300名）
　　　　　　　　　　　　　　　日本大学行動規範に基づいた組織風土を醸成するため

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　ＦＤ研修会で得た情報をもとに教員個々で授業へ還元することを促し，その結果は各学期（前学期及び後学期）末に
学生による授業評価アンケートを実施することで，チェック（検証）とアクション（改善）の実施に努めている。ま
た，授業評価アンケートを実施した教員には「授業改善レポート」の提出を義務付けている。

　ＳＤ研修会では，人権侵害防止に関する理解，コンプライアンスの知識向上と意識醸成や，学部の将来構想の共有
等，様々な研修を実施することにより教職員の知識向上や意識醸成に努め，改善に活かされている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　既存の学科と同様，各学期末（前学期及び後学期）に学生による授業評価アンケートを実施している。
　また，授業評価アンケートを実施した教員には「授業改善レポート」の提出を義務付けている。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　令和６年度については，前学期にGoogleフォームを活用し，後学期については運用方法の改善として教務システムを
使った授業評価アンケートを実施することにより，教員が集計結果を確認することができる。また，学部で集計した
「授業評価アンケート」の結果は，日本大学ＨＰで公開しており，学生はＷｅｂ上で確認することができる。
　なお，教員より提出された「授業改善レポート」は学部ポータルサイト（LiveCampus）から学生へ公開しており，教
員が策定した改善策等を確認することができる。

(注)・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。
　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　生物資源科学部バイオサイエンス学科は，令和5(2023)年4月，生物が持つ多様な情報・物質・機能を最大限に活用す
るためのバイオサイエンスに関する豊富な知識と，ITやAIを融合した先端的バイオテクノロジーを応用して様々な課題
を主体的に解決し，持続可能な社会の実現に貢献できる人材を養成することを目的に設置され，設置の趣旨・目的の達
成のために，令和５・６年度は主に教育課程の実質化の取り組みの他，以下の取り組みを行った。

１．入学生確保
　主な募集・広報用印刷物としては，本学全学部を紹介する「日本大学進学ガイド」， 本学部を紹介する「日本大学生
物資源科学部ガイドブック」，入試に関しては「日本大学生物資源科学部の受験 Q＆A」，本学部各学科の内容を紹介す
る「学科リーフレット」を制作し，また，ホームページ作成を始め，高校生の興味を惹くコンテンツを充実させるため
「学部のYouTubeチャンネル」，「学部のすべてがわかる動画ギャラリー」による学科・研究内容・キャンパスライフの
紹介を行った。他にもLINEやFacebookを活用し，高校生に親しまれる情報発信を行った。また，オープンキャンパス・
入試相談会・学部説明会の開催や，高校訪問，高校説明会への参加，学外説明会への参加などを積極的に展開し，本学
部学科の認知の浸透を図った。
　今後もより一層本学に適した入学者を確保すべく，適切な広報活動を実施するよう努めていく。

２．新入生オリエンテーション
　今年度も新入生に対して4月に「学部要覧」「ガイダンスの手引き」「講義要項(シラバス)」「時間割」「取得資格一
覧」「履修モデル」等を用いて4年間の学生生活に必要な事項・情報について指導するとともに，カリキュラム編成の考
え方，学習計画，各人の時間割作成，履修方法，学習方法等を指導した。また，IT関連（パソコン等の利用法，電子
メール，グーグルサービス，マイクロソフトオフィス，Zoom等）の登録と利用方法や図書館の利用方法及び健康管理を
含めた学生生活全般についての説明も行った。今後，保護者に対して，学習支援システム（Live Campus）を利用して，
学生生活に係る情報，学生の単位取得状況，出席状況等の情報共有を図っていく。

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

　　　・令和１３年度に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受けるべく，学内で検討中

(注)・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を含め
　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書について記

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　・令和７年５月１３日　公表

　ｂ　公表方法

　　　・大学ホームページ上に公開

③　認証評価を受ける計画
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（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和７年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

66



日本大学生物資源科学部ＦＤ委員会内規 

 

 令和３年１月 21 日制定 

 

（設 置） 

第１条 生物資源科学部（以下「学部」という）に日本大学生物資源科学部ＦＤ委員会（以

下「委員会」という）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に定める事項について，審議する。 

① 学内外のＦＤ情報の収集及び調査並びにＦＤ推進に係る各種の分析されたデータの

提供に関する事項 

② 教員に対する研修会，講習会及び講演会等の開催に関する事項 

③ 学部・大学院におけるＦＤ活動の推進に関する事項 

④ 学生による授業評価の推進に関する事項 

⑤ 授業公開及び参観の実施に関する事項 

⑥ ＦＤ活動における広報活動の推進に関する事項 

⑦ その他ＦＤに関する事項 

（委員会の構成） 

第３条 委員会は，次の者をもって構成し，委員及び幹事は学部長が委嘱する。 

 ① 委員長 

 ② 副委員長 

③ 委 員 

(１) 学部次長 

(２) 学務担当 

(３) 学生担当 

(４) 研究担当 

(５) 企画広報担当 

(６) 就職指導担当 

(７) 学務委員会副委員長 

(８) 学科主任 

   (９)  事務局次長 

   (10)  事務長 

(11)  経理長 

(12)  教務課長 

(13)  学部長が指名する者 若干名 

 ④ 幹 事 若干名 

（委員長） 

第４条 委員会の委員長は，学務担当とする。 
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２ 委員長に事故あるときは，副委員長又は委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

（副委員長） 

第５条 副委員長は，委員長を補佐する。 

（任 期） 

第６条 委員長，副委員長，委員及び幹事の任期は，１年とする。ただし，再任を妨げない。 

（委員会の招集） 

第７条 委員会は，必要に応じて委員長が招集し，その議長となる。 

２ 委員長は，必要に応じて委員以外の者を出席させ意見を求めることができる。 

（小委員会） 

第８条 委員会に，小委員会を設けることができる。 

（所 管） 

第９条 委員会に関する事務は，教務課が行う。 

 

附    則 

この内規は，令和３年１月 21 日から施行する。 
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